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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超ちようまえがき






　―――では、いきなりだけど恒こう例れいとなったクイズを一発。

　えー、けっこー有名なネタなんで、知ってる人はごめんなさい。




「とある三人の旅人が、旅先でお金を千円ずつ出し合って三千円のお土産を買いました。

　そのお店の主人はとても気のいい人で、『あのお客さんたち、若いし……お金もあまりなさそうだから五百円まけてあげなさい』と、店員に告げました。

　ところがこの店員が悪い奴やつで、その五百円の中から二百円ちょろまかして自分の懐ふところに入れ、残りの三百円をお客さんに返へん却きやくしたのです。

　お客さんは三千円払はらって三百円返ってきたのだから合計二千七百円支払った計算です。そして店員がちょろまかしたのが二百円。

　二千七百円＋二百円で二千九百円―――……あれ？　百円足りません。

　この百円はいったいどこに消えてしまったのでしょう。

　そして、この話でおかしいところはどこでしょう？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、平行する四シリーズのリプレイが毎月のようにリリースされる中―――今月は『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通つう称しよう『無印』第六巻かんをお届とどけする！

　さて、今回のまえがきは「本書を読むにあたっての注意事じ項こう」から入ろう。

　本書が発売された二〇一一年三月二〇日には実はもう一冊さつ、『サガ』シリーズのリプレイがリリースされている。

　そう、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク④　グレートレベリオン』だ。

　本書と『ブレイク』第四巻は、両方とも『無印』第五巻の内容・結果を受けて……ほぼ同じ時期を背景としてストーリーを展開している。

　〝ほぼ〟、と書いたのは若じや干つかんの差があるからだ。

　時系列を厳げん密みつに言えば、『ブレイク』第四巻→本書、の順番だ。

　当然、本書は『ブレイク』第四巻を読んでいなくても内容が理解できるよう書かれているが―――……。




「本書内には『ブレイク』第四巻のネタバレが多分に含ふくまれている」




　……ので、全力で注意していただきたいっ！

　もし、『ブレイク』第四巻を読む予定がおありであれば、まずは先にそっちに手をつけていただきたい。

「同時発売か～♪　さあ、どっちから読もうかな～」

　などと、お気楽な気持ちで本書を先に読んでしまうと、そこにはネタバレという名の惨さん劇げきが待っている。くれぐれも、くれぐれも注意してほしい……！（笑）




　そして、他シリーズの連れん携けいというネタがらみでもうひとつ。

　今回のセッションには、二〇一一年一月に最終巻が発売された『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズより、エルザ・ブルックス（プレイヤー：[image: 吉]村よしむら清子）が参戦している。

『無印』シリーズにもたびたび登場するあの〝ごーかい母ちゃん〟エルゼリエ・ブルックスの娘むすめにして、それすなわちアル・イーズデイルの実の姉。〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ、ちょっぴりお金にうるさい魔ま術じゆつ師しだ。

　そちらの活かつ躍やくもぜひ楽しみにしてほしい。




　ではそろそろ……リプレイ本編の方に入ろう！











前巻までのあらすじ






　時に、帝てい紀き八一三年―――。メルトランド戦役の終結後、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアを王とするフェリタニア王国は、メルトランド王国と同君連合を組むに至いたった。

　アルディオン大陸の中央に出現したこの巨きよ大だいな勢力……フェリタニア・メルトランド連合王国は、永ながく続いた二強大国の時代を終わらせることとなったのである。

　……同年九月、グラスウェルズ王国内で大だい規き模ぼなクーデターが勃ぼつ発ぱつした。

　グラスウェルズ王国は二派はに分ぶん裂れつし、大規模な抗こう争そうへと突とつ入にゆうしていった。

　その一いつ派ぱであるフィリップ国王派より支し援えん要よう請せいを受けたフェリタニアは、これを助けるために派兵を決定するも、ひとつ大きな問題に直面する。敵てき対たい派は閥ばつであるエダム公アンリ派は、こともあろうにレイウォール王国へ救援要請を行ない、これを受けたヒューバードはこの世界で最強と言われるベルフト第二王子率ひきいる竜りゆう炎えん騎き士し団だんを派兵したのである。

　アンリの元にベルフトが合流してしまえば、為なす術すべがない。そう考えたピアニィらはレイウォール王国王都ノルドグラムを奇き襲しゆう―――結果としてこれを陥かん落らくせしめ、ベルフトへの帰還命令を発令することに成功する。加えてこの戦いの中、永く昏こん睡すい状態にあったオーギュスト王を救出し……ピアニィはレイウォールの石を正式に継けい承しよう、王位を継ついだのだった。





























ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆新たに加わる者




　その日、我々ふたりの前にあるのは絶望だった。




「―――さて、菊きく池ちさん。『ブレイク』と『無印』が同時発売になるわけだが」

　二〇一〇年某ぼう月げつ某ぼう日じつ、会議室にて鈴吹太郎すずふき・たろうが重々しい声でそう言った。

　打ち合わせのお題はそう……




　「『ブレイク』と『無印』の同時発売について」




　……である。

　なにが問題って、原稿の製作にあたっては社内でもっと手間のかかるふたり……すなわち社長と副社長（つまり私だ）が著ちよ者しやであるという点だ。

　さらに発売日が同じということは、作業期間もまるかぶり。

　お互たがいがお互いを手伝えないという、まっこと地じ獄ごくで素敵な未来がそこに見える。




しゃちょー：どうしてこうなった。

きくたけ：大人げない無茶振りに原因があるものと存じあげます。

しゃちょー：反省しなさい、反省を。

きくたけ：その言葉、そのままお返ししていいですか？

しゃちょー：菊池さん。

きくたけ：はい。

しゃちょー：我々は今、争ってる場合ではない―――ちがうか？




「殺意とは、こういう時に芽生えるものなのだな」と心の奥底で[image: ]かみしめつつ、しかし社長の言っていることはもっともだと理解する。

　我々は、同時刊行するにあたって話を詰め始めた。

　決めることはたくさんある。お互いがどこの時間軸でシナリオを創つくるか、解決しないイベントはなにか、なにを売りにするか……などなど、ネタバレにならない範はん囲いで詰めていく。

　そして長時間の話し合いの結果、決まったことは―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




[image: 吉]村よしむら：というわけで、初めましての人は初めまして～、[image: 吉]村よしむら清子・きよこです～！（笑）

一同：わー、ぱちぱちー！

大おお竹たけ：エルザ先生、いらっしゃい～っ！（笑）




　二〇一〇年某月某日……『無印』第八話のセッション日を迎え、プレイヤーたちはのっけからいつも以上に盛り上がっていた。

　それもそのはず、今回はレギュラーの四人に加え、五人目のプレイヤーとして『アリアンロッド・リプレイ・アクロス』シリーズでエルザ・ブルックスを演えんじる[image: 吉]村清子さんにお越こしいただいたからである……！




[image: 吉]村：プレイヤーとしてはみなさん知ってるのに、ＰＣとしては会うのは初めてなんですよね、なんか変な感じ（笑）。

きくたけ：でもＮＰＣとしてのエルザには、何度か会ってるという実に不思議な状態（笑）。

大竹：コミック版では、ピアニィの先生もしてるし（笑）。

[image: 吉]村：そうそうそう（笑）。




　エルザ・ブルックス―――。

『アクロス』シリーズのＰＣにして、〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ魔ま術じゆつ師しだ。ブルックス商会の長エルゼリエの娘むすめで、つまりはアル・イーズデイルの実の姉ということである。家柄からくるものなのか、素敵なまでに守しゆ銭せん奴ど……コホン、お金にきびしい御方で、大陸各地に商会の支店を展開すべく日夜努力をしている。

　なお、火力に特化したスキル構成は他に類を見ず、その威力は超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんの主しゆ砲ほう並なみ……彼女が戦ったあとにはぺんぺん草一本残らず、焦しよう土どが広がるのみである（←言い過ぎ）。




[image: ]




[image: 吉]村：ともかく……『アクロス』で産まれて『ブレイク』第四巻にゲスト参戦、今度は『無印』にやって来ました～。矢や野のさん、アルの姉としてよろしくっ！

矢野：そ、そうなんだよな～……。

[image: 吉]村：ふふふ、ネタはいっぱい考えてきましたよ～……アル君と会うのを楽しみにしてたから……（笑）。

矢野：こ、こえー……（笑）。

大竹：……楽しみだ（笑）。




　ではここで、あらためて[image: 吉]村清子さんについて説明しよう。




[image: 吉]村清子

　ＴＶアニメ『ふしぎ星の☆ふたご姫（脚きやく本ほん）』『ナイトウィザード　The ANIMATION（脚本）』『鉄のラインバレル（シリーズ構成）』『伝説の勇者の伝説（シリーズ構成）』などに参加している脚本家。

　前述した『ナイトウィザード The ANIMATION』の現場で菊池と知り合い、本リプレイシリーズへの参加と相成った。ネタや物語、設定、アイデア……思いついたらしゃべり出さずにはいられない……というか、しゃべり出したら止まらない、リプレイのプレイヤーとしては最高の人材である（笑）。

　二〇一一年秋にオンエア開始予定のＴＶアニメシリーズ『ラストエグザイル～銀ぎん翼よくのファム～』でシリーズ構成を務める。




大竹：ふふふ～、今回はエルザ先生と一緒か～♪

ＧＭ：大竹さん、楽しそうだね。そんなにエルザと一緒が嬉うれしいのか（笑）。

大竹：嬉しいですよ！（断言）

[image: 吉]村：あら、ピアニィさんが嬉しいことを（笑）。

大竹：だって……エルザって『アクロス』終盤でケセドの杖つえを装備しましたよね!?　ってことは、ナヴァールの分と合わせて二本ですよ!?　ケセドの杖がひとつのパーティに二本っ！　すごくないですか!?





　そこかい。




鈴吹：わはははははっ、そりゃすごいけどさあっ！（←大爆笑している）

Ｏはた：さすがは陛下。戦力を追つい求きゆうする姿し勢せいはブレない……っ。

矢野：（←大爆笑している）

大竹：え？　え？　なんで大爆笑っ!?


[image: 吉]村：お、大竹さん……ほんとリプレイで読んだとおりの人……（笑）。

ＧＭ：うん……（笑）。

大竹：だ、だってすごく強いですよねっ、ケセドの杖が二本っ!?　ねえ、矢野さん!?

矢野：（←大爆笑している）




　と、爆笑が室内に渦うず巻まいたところで……他の参加メンバーも紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は、菊池たけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著者を務める。




大竹みゆ

　マセキ芸げい能のう社に所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたため、潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば、「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




　大竹みゆ blog　*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

　ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。




クレバー矢野

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴り響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれ違ちがいざま「ていっ！」とチョップを繰くり出すと、「げばあっ!?　ば、馬ば鹿かなっ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担当する、ＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下ＧＭ）：さて、では今回予告を……の前にちょっと解説をば。

大竹：解説？

ＧＭ：うん、今回は『ブレイク』第四巻と同時発売になるんだけど、ストーリーの時系列的にはあっちの方がやや先になる。

大竹：つまり、『無印』第五巻→『ブレイク』第四巻→今回、ってこと？

ＧＭ：そうそう、そういうこと。つまり今回は『ブレイク』第四巻の内容を受けて話が進行する。リプレイに起こす時は『ブレイク』を読んでなくても理解できるように書きますが！

鈴吹：しかし『ブレイク』第四巻を読んでおけば面白さは倍増すると！（←著者）

ＧＭ：というか、『ブレイク』第四巻のネタバレを多分に含むので、そっちを読む予定の方はご注意ください……っ！

矢野：誰に向かってしゃべってんですか（笑）。

ＧＭ：いやきっと原げん稿こうにする時、そういうことを書くだろうなと……。

矢野：だからって今、言わなくてもいいじゃないですか！（笑）

ＧＭ：うひひ。では、今回予告と参りましょう！　（声を調えて）えー……―――。




「……今回予告！

　帝てい紀き八一三年十月。

　それは世界に大きな変へん革かくをもたらした記念すべき月となった。

　レイウォール王国国王オーギュストの解かい放ほう。

　グラスウェルズ王国で勃ぼつ発ぱつしたクーデターの終結。

　そのすべてに介かい入にゆうし、世界平和のために邁まい進しんしたフェリタニア・メルトランド連合王国は、一いち躍やく世界の中心に立つ存そん在ざいとなった。

　女王ピアニィが正式にレイウォールの王位を継けい承しようすることが公こう布ふされ、これをもって長く続いた二大国時代は終しゆう焉えんの時を……そして平和の時代を迎むかえるに至る。




　―――そのはずだった。

　

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一〇話「巨きよ星せい、立つ」




　すべては竜りゆうの石の導みちびきの下に―――」




[image: ]




大竹：……って、平和こないんですかっ!?


ＧＭ：そりゃ、平和になったらこのシリーズが終しゆう了りようしちゃうから（笑）。

鈴吹：しかし、「巨星、立つ」か。「巨星、墜つ」じゃないのね。

ＧＭ：まあ、その言葉に引っかけてるんですがね（笑）。……さて、次はハンドアウトなんだけどフェリタニアご一行の四人は共通のハンドアウト、エルザだけが単独となってます。

鈴吹：ああ、エルザだけ他の四人とちがう場所にいるしな。

ＧＭ：です。では、エルザ用ハンドアウトからいきましょう！




エルザ用ハンドアウト

コネクション：ベルフト　　　関係：不安

　白竜王国グラスウェルズにて勃発したクーデターは、首しゆ謀ぼう者しやたるエダム公アンリが討とう伐ばつされたことでその決着を迎えた。王国はフィリップ少年王の下、ひとつにまとまりつつあった。

　だが、大きな問題がひとつ残されている。

　それはアンリが呼よび寄よせた、ベルフト・バウエス・レイウォールその人だ。かの鬼き神じんは未だ、このグラスウェルズ領りよう内ないに在あるのだ。




[image: ]

[image: ]

[image: ]




[image: 吉]村：なるほど。わたしが参加した『ブレイク』のセッションでは、ヒューバードの手た綱づなが外れて暴あばれだしたところで終わったから……。

鈴吹：で、ベルフトとはこっちで決着をつけようってことか。

矢野：ええと……？　『ブレイク』第四巻ってどんなことになったんです？　ハンドアウトでアンリは倒されたって言ってるし（笑）。

ＧＭ：んと、じゃあおさらいも含めて説明しよう。まず『無印』第五巻で、キミらがレイウォール王国をダイレクトに奇襲かけたじゃない？

鈴吹：その結果、フィリップ王に対して反乱を起こしたエダム公アンリを支援すべく、グラスウェルズに向かっていたベルフトに帰還命令が出た……ってとこで終わった。

ＧＭ：ですです。ところが、続く『ブレイク』第四巻で……うっ、うっ（笑）。

大竹：なんで泣くんですかっ。

ＧＭ：せっかく帰還命令を出したのに『ブレイク』第四巻でベルフトはそれを無視、アンリに合流しようとグラスウェルズに居残りやがってな！

矢野：ぶ。

ＧＭ：アンリは建造中の要よう塞さいに引きこもり、ベルフトが援軍に来るまで出てこない。ベルフトと合流する前に、最強の要塞に引きこもるアンリを倒さないといけないという話に……。

鈴吹：具体的な経過はともかく、倒せたじゃん（笑）。

矢野：なるほど。アンリは倒されてグラスウェルズの内乱は終わったのか。で、そのあとベルフトは……？

ＧＭ：頭を押さえつけてたヒューバードがいなくなり、利用しようとしていた（？）アンリがいなくなり……グラスウェルズの真ん中で野に放たれました。約三万の部下と一緒に。
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一同：…………。

矢野：な、なんつーやっかいな……（笑）。

鈴吹：はっはっは。

ＧＭ：では、そんなとこで……フェリタニアご一行のハンドアウト！




フェリタニアご一行・共通ハンドアウト

コネクション：ベルフト　　　関係：強きよう敵てき

　ヒューバードの奸計により囚とらわれの身となっていたレイウォール国王オーギュスト―――その解放は成った。これによりグラスウェルズのクーデターに端たんを発し、レイウォール、フェリタニア、メルトランドを巻まき込こんだ戦いは終結の時を迎える。訪れるのは、三国の団だん結けつによる平和の時―――。

　だが、次なる嵐あらしは海を越こえてやってきた。




ＧＭ：まあ、どんな嵐が襲おそってくるのかはお楽しみに。

矢野：ベルフトしかいねーだろうっ!?（一同爆笑）

Ｏはた：海を越えてやってくる……つまりベルフトがクルーザーの舳先に立って、ウクレレを弾きながら……「うーみはいいよー♪」（加山雄三風）と……（一同大爆笑）。

ＧＭ：だからそのイメージはやめれっ!?


鈴吹：あんたが最初に言い出したんだっ!?（笑）




　そうでした。
















Ｏはた：と、ともかくシナリオの方向性はわかった！　今回は、兵力三万人を引き連れたベルフトと戦って戦って戦い抜ぬく話……っ！

大竹：わくわく。

鈴吹：ちょ、ちょっと待て？　ベルフトって大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールで書かれたデータだと、セットアッププロセスで同じフィールドにいるキャラクター全員のＨＰ０にするって書いてある。

矢野：シナリオ集だと、「戦うと死ぬ」って書いてある（笑）。

[image: 吉]村：うわ～……。

ＧＭ：そこは知ち恵えと勇気でなんとかしてもらいたい。

鈴吹：なんともならねー（笑）。

[image: 吉]村：『ブレイク』でも「ベルフトが来る前になんとかする」って話でしたしたね。

矢野：まあ、そこはきっとシナリオのギミックとか、ＦＳ判定とかできっと……（笑）。

大竹：知恵と勇気、知恵と勇気ですよ！

矢野：大竹さん。なんか、さっきからわくわくしてません……？（笑）

大竹：してますよ！　当たり前じゃないですか～。

[image: 吉]村：これが生なま殺さつ意い……本当に言うんだ……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、そろそろキャラクターの成長といきますか！

一同：はーい！




　こうして、いつもの面々にエルザを加えてレベルアップ作業は始まった。

　どのスキルを成長させるか、今回持っていくギルドスキルの想定（具体的には《値引き》）などをしつつアイテムを購入し……。

　騒ぐこと小一時間―――その作業は終了したのであった。




ＧＭ：よし、それではひとりずつ紹介してもらおう！




▼ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア（19レベル）の場合

大竹（以下、ピアニィ）：はい、それではあたしから発表します！　えーと、レベルが19に上がって《フロストプリズム》と《ミッドナイトサン》のレベルを上げただけです。

ＧＭ：それぞれ何レベルになりました？

ピアニィ：《フロストプリズム》が４レベルで、《ミッドナイトサン》が３レベルです。あと、装そう備びでほしい物ができたので購入……（笑）。

ＧＭ：なんでわくわくした笑顔……なにを買ったの？

ピアニィ：ミスティックコインを買いました！




ミスティックコイン

　魔ま力りよくを拡かく大だいする力を秘ひめた魔ま法ほう具のコイン。マイナーアクションで使用することで、そのメインプロセスの間、装備者の使用する魔ま術じゆつの対象をシーン内の任にん意いのキャラクターすべてに変へん更こうする。使い捨すて。




ＧＭ：うは、それ一個こ一〇万Ｇ！　あの貧乏だったフェリタニアもすっかり……。

ピアニィ：だって、シーン攻撃ですよシーン攻撃！　強いですよ！

[image: 吉]村：さ、さすが……（笑）。
















▼アル・イーズデイル（19レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ次は……アルさんどうぞ！

矢野（以下、アル）：はい、レベルが19になって《エンシェントレジェンド》を１レベルから２レベルに上げました。効こう果かは、武ぶ器きのダメージを３点上げるってやつです。俺おれの場合、２レベルなので６点上がることになります。

ＧＭ：地道に地道に。塵ちりも積もればなんとやら。

Ｏはた：固定値は裏切らない（笑）。

アル：あと《イモータルブラッド》を取りました。これで一回、余分に死ねます（笑）。

鈴吹：……ベルフト対たい策さくか。

アル：だってこのギルドの戦術だと、真っ先に俺から死ぬので！（笑）

ＧＭ：アルのＨＰを０にするのってすげー大変だけどね……（笑）。

鈴吹：アル・イーズデイルは二度死ぬ（笑）。

アル：生命の呪じゆ符ふも合わせると二回まで死ねますね（＝【ＨＰ】０になっても平気）。

ＧＭ：さらに《ガーディアン》も持ってるだろうが……（笑）。

アル：あ、それと風霊れいの剣けんを売って、スピリッツソードを買いました。【ＨＰ】が減へるかわりにダメージが上がるって効果です。

ＧＭ：王子、ほんと生命削ってダメージ上げるキャラ好きだな。では、次はベネット！
















▼ベネット（19レベル）の場合

Ｏはた（以下、ベネット）：はい、ベネットでございますが……！　えー、レベルが19に上がった結果、《デッドショット》という射しや撃げき攻撃のダメージを上げるスキルが５レベルに。

アル：おお、カンストしたか！　長かったなー。

ベネット：長かった……。で、もうひとつが《ホロウショット》という、マイナーアクションで使って対象の防ぼう御ぎよ力りよくを無む視しするスキルをとりました。

ＧＭ：鎧よろいの隙すき間まを狙ねらって撃うつ、みたいなスキルか（笑）。

ベネット：そうそう、防ぼう具ぐのことはあっしが一番知ってるでやんすからな。へへへ……っ。

ＧＭ：……お前、防具を着るようになったの……比較的最近では。

鈴吹：どっちかっていうとそのスキル、「お前もベネットになれ！」だな（笑）。

ベネット：「さあ、お前もベネットになれー」　それは嫌いやだ―――っ!?

ＧＭ：嫌なのかよっ!!（一同爆笑）

ベネット：当たり前じゃないですかっ!?　なにを好きこのんで防御力０にするというのか!?

[image: 吉]村：ベネットちゃん、おもしろーい（笑）。ほんとにリプレイのままなんだ……。

ＧＭ：ええ、誇張するどころか控えめに書いてるくらいです。で、装備はそのまま？

ベネット：は、装備はそのままです。

ＧＭ：ういうい（笑）。では次は……ナヴァール！
















▼ナヴァール（19レベル）の場合

鈴吹（以下、ナヴァール）：こっちもレベルが19になって、《バッドムーブ》と《ブランダームーブ》が１レベル上がりました。ちなみに、装備等は変わらず。

ＧＭ：それは素晴らしい。

ナヴァール：素晴らしいか？

ＧＭ：文庫にする時、キャラデザインを起こし直さずにすむ。

ナヴァール：そこかいっ！（笑）

ＧＭ：大事なとこだって!!　にしても、ほんとにあんまり前回と変わんないですね。

ナヴァール：うむ。スキルも、レベルを上げてるだけだしな……そろそろなんか変わったスキルも欲ほしいし、クラスチェンジでもしようかな。

ベネット：ダンサーとか。

ピアニィ：踊おどるナヴァール。

ナヴァール：フォーキャスターを辞めて踊ることに目覚めるのだ。




　嫌な軍ぐん師しである。




ナヴァール：まあ、冗談はともかく……私は以上だ。
















▼エルザ・ブルックス（19レベル）の場合

ＧＭ：では、今回のゲストであるエルザさんですが……。

[image: 吉]村（以下、エルザ）：はい。でも実は『ブレイク』の時とまったく変わってないんですよ。

矢野：変わってない？

ＧＭ：うん、他の人とレベルを合わせる都合とかいろいろで（笑）。でも『無印』に登場するのは初めてなので軽く自己紹介をしてもらえると助かります（笑）。

エルザ：はい、えー……レベル19に成長させる過程で《フレイムクラック》を取って、《リゼントメント》もレベルアップして２にしました。

ピアニィ：そっか。エルザ先生、《リゼントメント》取ってるんでしたっけ。それでケセドの杖も持ってて……つよーい（笑）。

エルザ：使う魔法は炎系。基き本ほん、16Ｄ＋80の魔法ダメージが出せて、それに《リゼントメント》を乗せるとさらに＋[image: 151]されるっていう。

ＧＭ：しかも、それを二回！　いつ見ても素敵なまでに火力特化……（笑）。

アル：我わが姉ながら、怖おそろしい火力だ……。
















エルザ：ただ、鎧よろいがヴァニッシュローブなので火力は上がるけど【魔法防御力】が１しかないという（笑）。とにかく防御を捨てて火力の上昇にすべてをつぎ込んでいます！

ベネット：ははは、【魔法防御力】１の世界にようこそ。

ＧＭ：あれ、ベネットってそんなに【魔法防御力】低かったっけか。鎧は着てるんじゃ？

ベネット：え？　鎧着てても【魔法防御力】１ですがなにか？

エルザ：ベネットちゃん、仲間！（笑）

ＧＭ：……（笑）。

エルザ：えっと、他になにか言っておくことありますか？

ＧＭ：そうだな……データに関してはさっきのでいいけど、念のため『無印』に関連しそうな部分だけ、経歴をおさらいしておきましょうか？

エルザ：んー……あ、『無印』の三巻にＮＰＣで出ました！（笑）　と、いうのはおいといてですね……もともとは、『アクロス』に登場した〝黄金の狼おおかみ〟という傭よう兵へい団だんの一員でした。

ＧＭ：その傭兵団はかつて、〝アヴェルシアの服属〟と呼ばれる戦いにも参加している。そのへんで、ピアニィ……というか、その母親とも関係してるっちゃしてるな（笑）。

エルザ：アヴェルシアがレイウォールに併へい呑どんされるきっかけになった戦争ですからね。帝てい紀き八〇七年のことですから、今から六年前？

アル：世界設定、よく読み込んでますね（笑）。

エルザ：読んでいると面白くなっちゃうんですよ！（笑）　で、そのへんの絡からみもあって……アヴェルシアの王妃マリアさんをかくまうことになりまして。

ピアニィ：あたしのお母様の兄の、お嫁さんでしたっけ？

ＧＭ：そうそう。で、かくまった先はラドフォード伯はく爵しやくのお屋敷です。そのマリアさんは、ラドフォード伯爵……『無印』で言われるところの〝ノーブルファーマー〟の娘なので。




[image: ]
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ベネット：ノーブルファーマー―――あっしと死闘を演じた麦わら帽子のおっさん（笑）。

ピアニィ：実はすごい人だったという。

ナヴァール：で、マリア王妃は男子を出産……そういう意味では、実はこの男の子がアヴェルシアの正統なる王位後継者となるわけだ。まあ、国もなくなった現在では隠いん遁とん生活をしているわけだが。

ピアニィ：えっと、つまりその男の子ってあたしの従兄弟？

ＧＭ：そうなるね。ちなみに、その子の名前はウィルフレッド。それを名付けたのが……。

エルザ：わたしでーす！（笑）　なので、すごい感情移入してますよ！　マリア王妃も含めて、あのへんの人たちには！

ＧＭ：（笑）。で、ピアニィが手にしたと思われていたアヴェルシアの〝王の石〟は実はラドフォードの屋敷に存在しており……。

エルザ：そうそう（笑）。その石は、『アクロス』でわたしが預かりました。それをどう使うかは任せるって、伯爵に言われてます。

アル：やっぱえらく『無印』に関係するんだな、エルザ……（笑）。

ＧＭ：うん。石をウィルフレッドに継承させるのか、世界統一のために邁まい進しんするピアニィに託すのか―――すべては、エルザの心ひとつ。

エルザ：ふふふふふふ。

ピアニィ：えー（笑）。こっちは七つの竜輝石、ぜんぶ集めないといけないのに！（笑）　せ、先生っ、信じてます！

エルザ：ピアニィは、学生時代からやんちゃな子だったからなあ……どうしようかなあ？

ピアニィ：そ、それはマンガ版の話で……っ！（笑）。

ＧＭ：（ぽそっと）……今の方がもっとやんちゃじゃねーか。

アル：ああ、そうか。実はピアニィとエルザって、すごい顔なじみじゃないですか（笑）。

ＧＭ：ええ（笑）。ピアニィがまだ一三歳だった頃、エストネル王国にあるシェルドニアン学園って学校に通っており……エルザはそこの講師だったという―――って、みんな知ってるか。なんか誰に向かって説明してんだか、わかんなくなってきた（笑）。

アル：きっと読者に向けての説明（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。まあ、そっちのエピソードは『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』を読んでもらえばいいとして……まあ、説明はそんなとこ？

エルザ：ですかね！

ＧＭ：おし、じゃあ最後にギルドスキルを選んでセッション本番に入ろう！




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆アンソン・マンソンの憂ゆう鬱うつ




　グラスウェルズ王国王都ベルクシーレ王宮。

　エルザ・ブルックスはその日、グラスウェルズ王国軍ぐん師しアンソン・マンソンの呼よび出しに応おうじ、その執しつ務む室しつへと訪れていた。

　内乱が収束に向かいつつある今、かの軍師から言い渡わたされた言葉は―――。
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ＧＭ：では、オープニングを開始しよう。最初はエルザのシーンから！

エルザ：はーい。

ＧＭ：場所は、グラスウェルズ王国の王都ベルクシーレの王宮。時系列的には……『ブレイク』四巻かんのエピソード―――つまりアンリ軍を討とう伐ばつしたあとだと思ってほしい。

エルザ：戦いが終わって、王宮に戻ってきた感じですか？

ＧＭ：そうそう。アンリの討伐を終えて……しかし王宮に帰き還かんしてすぐ、呼び出しを受けることになる。

ナヴァール：あれ？　『ブレイク』四巻のラスト、エルザはフェリタニアに向かって旅立つところで終わってなかったか？

ＧＭ：ええ！　でも旅立つまでにこんなことがありましたよ、ってエピソードを挿そう入にゆうしないと、今回のシナリオに[image: ]つながらん！（笑）

エルザ：なるほど（笑）。で、その呼び出しって……。

ＧＭ：今、エルザはベルクシーレの一角にある王国軍師の執務室……その前に立っている。ご想像のとおり、呼び出したのはアンソン・マンソンだ。

ナヴァール：いまや、アンソンも王国軍師ですよ。感慨深い。

アル：あのアンソンが王国軍師だもんな～……（笑）。

ＧＭ：その変な笑顔はやめろよっ!?


エルザ：アンソンって『無印』でもそんな扱い……（笑）。えーと、ともかく……コンコン、失礼しまーす。

ＧＭ：そのノック音から一瞬遅れて―――「どうぞ」と、扉越しに聞こえるくぐもった声。エルザが入室すると、机つくえの上に積まれた書類の山の向こうにアンソンの頭が見える。

アル：さすが王国軍師。仕事をしている……っ！（笑）

エルザ：そっかー、もう気軽にアンソンさんとかって呼んじゃ駄だ目めですかね？（笑）

ナヴァール：伯はく爵しやくになったから、ホントはマンソン伯って呼ぶんだろうけど……呼び捨てでいいでしょ。アルのマブダチらしいしな！（笑）

エルザ：じゃあ、それで！　……アンソン、エルザです。お呼びにより参上しました。

ＧＭ：アンソンは椅子から立ち上がり、「ようこそ、そちらにお掛かけください」と、笑顔で出で迎むかえます。その顔には、「やった、書類仕事から解放される！」と書いてあ……。

一同：自分で落とすなよっ!?（笑）

ナヴァール：なんで欠片かけらもシリアスにならないんだろう……（笑）。

エルザ：はは……お忙いそがしそうですね。

ＧＭ：「いやいやいや、この程度のことはちっとも―――」と言いつつ、その笑顔はたいそう弱々しいもので……。

一同：…………（笑）。

ナヴァール：有能と呼ばれたゴーダ伯の仕事をぜんぶアンソンがやっているわけだしね。
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ＧＭ：ゴーダ伯のすごさを[image: ]かみしめつつ、執務に励はげんでおります。

ピアニィ：が、がんばれアンソン……（笑）。

ＧＭ：「さて、お話の前に……お茶はなにがよろしいですか？　すぐに淹いれさせますよ」

エルザ：あら♪

ナヴァール：なるほど、さっそく婆ばあさんメイドがお茶を淹れてくれると。

ＧＭ：メイドが婆さんなのは実家の話だろ！（笑）　ここは王宮だ……っ！

ピアニィ：婆さんメイド？

ＧＭ：ああ、『ブレイク』の話でね、「アンソンの実家のメイドはみんなお婆さん」という設定に……しくしくしく。

ピアニィ：ああ（笑）。

エルザ：小こ暮ぐれさんのアドリブでしたよね（笑）。

ＧＭ：ま、それはいいや。ともかく軍師付きのメイドが紅茶を淹れて持ってきてくれた。

ベネット：「……お茶をどぉうぞぉ？」（←しわがれた声）

ＧＭ：またばーさんじゃねぇかっ!?（一同大爆笑）

ベネット：しかも巨きよ大だいな婆さんメイドでやんす。

アル：そんなババアがいるか……ぁっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：なんでいきなり『北ほく斗との拳けん』ネタなんだっ！（笑）

アル：……俺、でかいババアと言われると突つっ込こむ体たい質しつでして。

エルザ：あの、ここって毒を盛もられておかしくない環かん境きようなんですか？（←ネタがわかる人）

ＧＭ：ベルクシーレは治安がちゃんとしてるので、そんなことはありません！　単にでかい婆さんメイドがいるだけですっ！

エルザ：や、やっぱりデカいお婆さんなんだ。

ＧＭ：……………………。も、もういいよそれで……しくしくしく。

ベネット：いじけたでやんす。

ＧＭ：ともかく本題！　えー……アンソンはエルザの対面のソファーに腰こしを下ろし、まずはさわやかに礼を言う。「……エルザさん。このたびの援えん軍ぐん、心より感謝いたします。あなたの魔ま術じゆつがあれほどのものとはたいそう驚おどろきました。さすがは伝説の傭兵団の一員ですね」

エルザ：いえいえ。無事にクーデターが収まってよかったです。

ＧＭ：「ええ、おかげさまで」と、言いながらも彼の表情がちょっと曇くもっているとわかる。

エルザ：……それで？　なにかまだ問題があるのですね？

ＧＭ：その言葉に、アンソンは言い出しづらそうに話す。「……ええ。今回の件けんで反乱の首謀者たるアンリは倒たおされ、たしかに内ない乱らんは収束には向かっています。ですが、ひとつだけ大きな不安材料がありまして……」

エルザ：そう言われるとわたしもたぶん、わかりますよねー。……ベルフト王子、ですね？

ＧＭ：「そのとおりです。レイウォール王国第二王子ベルフト―――アンリ伯が討伐されたことで、現げん在ざいのベルフト王子は引き綱づなの切れた猛もう犬けんのようなもの。それが、このグラスウェルズ内に存在している」

エルザ：たしかに……それは見過ごせない事態ですが。

ＧＭ：「レイウォールにおいて、かのピアニィ女王がノルドグラムを陥かん落らくさせたことは聞き及んでおいでと思います。ですが―――」

エルザ：ベルフトがレイウォールに帰投したっていう情じよ報うほうは未だにないんですよね？　今はベルフトの動きを監かん視しすることくらいしかできないと思いますけど。

ＧＭ：「問題はそこです」

エルザ：……問題？

ＧＭ：「ええ。我われ々われが放った斥せつ候こうによる調査の結果、驚くべき事実が判明しました」

エルザ：お、驚くべき……？

ＧＭ：アンソンは組んだ両手に顎あごを乗せ……真剣な表情で言う。「今回の戦いにおいて、アンリ軍と合流すべく進軍していたベルフトの軍ぐん勢ぜいが……実は小規模な陽動部隊だったことが判明しました」

ナヴァール：はあ!?


一同：陽動!?


ピアニィ：ど、どういうこと？

ＧＭ：「グラスウェルズに上陸したベルフト軍三万のうち、アンリ軍の本拠地・エグベルト要塞に向かっていたのはわずか一千名ほど―――そんな事実が判明したのですよ」

ナヴァール：なんだって―――っ！（笑）

エルザ：え？　え？　じゃあ、『ブレイク』四巻でわたしたちが「ベルフトが来る前になんとかしないと……！」と騒いでいたのはすべて……。

ＧＭ：「ええ、存在すらしていないベルフトの影に我々は怯おびえていた。そういうことです」

ナヴァール：なんだって――――――っ!!（大爆笑）　そうか、ベルフトはいなかったのかっ！（げらげら笑いながら）ベルフト軍を動かしてた俺すら、それは知らなかった!!（笑）



















『ブレイク』第四巻の著者／ＧＭとしての発言である。




エルザ：え、えっとつまり、アンリへの救きゆう援えんは名目にすぎず……ベルフトの目的は最初から他にあったと？

ＧＭ：「いえ。おそらくレイウォール本国がフェリタニア軍に奇襲されたという連れん絡らくを受けたさい、方ほう針しんを変えたのでしょう。現在、ベルフト率いる二万九千人の軍勢……彼の本隊と呼こ称しようしますが……は、すでにグラスウェルズ国内には存在していないものと思われます」

エルザ：いないんですか!?　じゃあ、どこへ……？

ＧＭ：「敵の目的は不明。ベルフト軍は海路でグラスウェルズまでやってきたのですが……本隊はもうすでにその船で我わが国くにを離はなれていると推測されます」

アル：ベルフト軍の動向を、アンソンはどこまで[image: ]つかめているんだろう？　つまり、最後に確認が取れていたのは、どこまでなのかってことだけど。

ＧＭ：確実なのは、『ブレイク』四巻のアンリ討伐戦開始時までだね。

ナヴァール：『無印』の時系列で言うと、ベルフトの位置が判明しているのはノルドグラム城を開かい城じようして、オーギュスト王を助けたところまでか？

ピアニィ：『無印』五巻のあと、きっとあたしたちも兄様に帰還命令を出してますよね？

ＧＭ：出してるだろうね。反応はないけど。

ピアニィ：ベルフト兄様、どこに行っちゃったの～！

エルザ：もうグラスウェルズにいないのは確実なのかな……。

アル：んー、アンリに合流するよう見せかけるためだけに、一千の兵力を囮おとりにしたんだろ？　ベルフト本隊はグラスウェルズ以外のどこかに行ってる公算は高いな。

ベネット：グラスウェルズを船で離れ……そのままクルーズに行ったのかもしんねえ。

ＧＭ：だから加山雄三から離れろ―――っ！（笑）

ベネット：いや、どこに行ったかわからんもんで、つい。

ナヴァール：（ナレーション風に）……その頃ころ、エリンディル大陸―――ベルフト、上陸。

アル：それ最悪だろう!?（笑）

ＧＭ：……って、さっきから全員で相談になってるよ！（笑）　ではシーンの描写に戻ろう。

エルザ：はい（笑）。えーと……つまりアンソン伯。ベルフトはレイウォール王国の制御を離れ、いつどこの洋上からどこを襲ってもおかしくないっていう状況なんですか？

ＧＭ：「そういうことです」

エルザ：これは……一いつ刻こくも早くアル君たちに知らせないとまずいわ！

ＧＭ：「実は、今回お呼よび立てしたのは、それをあなたにお願いしたいからです。そして、あなたのその力を、ピアニィ陛下にお貸しいただきたい」

エルザ：お引き受けいたします！　断ことわる理由はないですし、わたしのグラスウェルズでのお仕事は基本的に終わっていますから。

ナヴァール：なるほど、グラスウェルズ王国におけるブルックス商会の営えい業ぎよう許きよ可かをもらった時点で、エルザは目的は達していると（笑）。

エルザ：そうそう、ベルクシーレとイルシールに出す支し店てんの件は？

ＧＭ：「あー……私どもの方としてはですね、うー……なんと言うかー……その、前向きに検けん討とうしておりますが、諸般の事情があって即そく答とうしかねるわけでして―――」

アル：なんでダメな政せい治じ家かみたいな話し方に（笑）。

ＧＭ：「支店を出すに当たっては…………あ、そうそう！　カテナとお話をしていただきたいな、と。どうもその辺、僕は疎うといもので」

ベネット：押おし付つけた……っ！（笑）

エルザ：まあ、カテナ隊長だったらちゃんとわかってくれます。

ピアニィ：しっかりしてますからねー。




[image: ]




エルザ：というわけで、開店許可の手続きと準備をカテナさんに任まかせて……わたしは旅立つことにします。

ＧＭ：「ははは、ではその形で」

アル：ちなみに、エルザが開店準備をカテナに任せてってサラッと言いましたけど、いいんすか？（笑）

ＧＭ：え？　ちょちょちょっと待って!?　話がちがうだろそれ!?

エルザ：いやいや、カテナさんには開店の折せつ衝しようを手伝ってもらうだけで、店を切り盛もりするのは五万人いる妹のうちの何人かだから（笑）。

ピアニィ：五万人!?（笑）

エルザ：人呼んで、ブルックス娘じよう子し軍ぐん！（笑）

ＧＭ：くわしくは『タクティクスガイド』参照だが……グラスウェルズを占せん拠きよするつもりか、ブルックス商会は。

エルザ：だってブルックス商会の目的は経済によるアルディオン大陸の支し配はいですから！（笑）うちは経済界のトップをめざしてます。

ベネット：け、経済界……？（笑）

ピアニィ：すごーい！

アル：う、うちの実家って……（笑）。

ナヴァール：ほんとバルムンクよりタチが悪いな……！（笑）

ＧＭ：『デスマーチ』二巻に出てきたバルムンク……〝マネー〟のゴルドレイなぞ、経済界では一番の小物……っ！（笑）

エルザ：うふふふふふ（笑）。

ベネット：黒いっ！　黒いでやんすよ!?


ＧＭ：「で、では、そのお手て並なみはいずれ拝はい見けんするとして……」と、アンソンは話題を変え……「ベルフトに関する情報を伝達する件とフェリタニアの支援、よろしくお願いします」

エルザ：―――はいっ！

ＧＭ：……と、エルザのそんな力強い笑顔を最後に、画面はバーランドに旅立っていく彼女のうしろ姿を映し出さしてエンディングが―――。

一同：エンディングっ!?

ピアニィ：始まったと思ったら終わってた！

ＧＭ：ちがうちがう！　エンディングじゃねえや、シーン終しゆう了りようだよ！

ナヴァール：エンディングなら成長点をください。

ＧＭ：ダメです！（笑）







◆Opening 02◆父との再さい会かい




　ノルドグラムの王宮でピアニィはオーギュスト王と再会した。

　一年ぶりに邂かい逅こうする、父と娘むすめ。

　未だ病は癒いえず……しかしベッドに臥ふせたまま、王はピアニィの顔を懐なつかしげに見つめた。




ＧＭ：では、場面変わりまして……次のシーンの舞台となるのはレイウォール王国の王都・ノルドグラムだ。ピアニィがシーンプレイヤーになりまーす。

ピアニィ：はーい。ええと、どういうシーンから……？

ＧＭ：一いち応おう、前巻のエンディング直後、と思ってほしい。父であるオーギュスト王に肩を貸して王城のテラスに出て……。

ピアニィ：ああ、国民たちの前で竜輝石を掲げたシーン？

ＧＭ：そうそう、あれのすぐあと。ふたたび王宮に戻もどって王様とちょっと会話するシーンと思ってほしい。他のＰＣがいてもおかしくない状況なので、希望があれば登場をどうぞ。

一同：はーい。

ピアニィ：じゃあ、ナヴァール。保ほ護ご者しやだから出てきてほしいな。

ナヴァール：む、了りよう解かいしました。

ＧＭ：では、場面はオーギュスト王を再びベッドに寝ねかせ、ひと息ついたところからだ。王はベッドに入って大きく呼吸をひとつ。やや苦しげに、しかし気丈な態度は崩くずさない。

ピアニィ：お父様、ご無理はならさずに。

ＧＭ：その言葉に王は顔だけをキミの方に向ける。そして、どこか懐かしげな表情で―――「……ピアニィ。前に顔を合わせたのはいつだったかな。ほんの少し前のことだったような、ずいぶん久ひさしいような……」

ピアニィ：一年と少し振ぶりでしょうか？

ＧＭ：リアルタイムでは二年以上経たってるけどな（笑）。

ピアニィ：あの、それにしてもお父様。レイウォールの竜りゆう輝き石せきがペンダントの中にあること……なぜ黙だまっていたのですか？

ＧＭ：「黙って……いた？　たしかにあの場で細かく説明したわけではないが……」　王は、少しけげんな表情でそう言った。

ピアニィ：……あれ？　なにか少しでも聞いてましたっけ？

ベネット：いや、特になにも聞いてなかったような。

ナヴァール：……ああ。きっとそこで、枕まくら元もとに立つ文官が報告するんだろ。「陛下。実は、ピアニィ様へのその報告は、ヒューバード王子が握にぎり潰つぶしてしまい……」とか。

アル：ああ！　そういえばあったっ！　王様から預かったメモをぐしゃっと握り潰して……「父上も年を取った」とかつぶやくマスターシーンっ！

ピアニィ：ああ、そういえばあった！

ＧＭ：おお、よくおぼえてるな、一巻の冒頭だぞあれ（笑）。

ナヴァール：……なあ、そういえば。ヒューバード王子は、ピアニィのペンダントが竜輝石であることにも気づいていなかったんだろ？　この一年とちょっとで城内を探したりしなかったのかね？

ピアニィ：あれ？　そうですね。

アル：王宮内のどこかにあると思い込んでいた……？　もしくは竜輝石が見つからないからオーギュスト王を生かしたままにしておいたって考えもできるが。

ナヴァール：むしろ、ヒューバードは竜輝石などどうでもいいと考えている……だったら？

アル：い、いや、そっちの方が怖いって。

ナヴァール：まあ、なんにせよこればかりはヒューバードに聞いてみないことには……。

ベネット：だが、当のヒューバードさんは失しつ踪そうしているわけで。

一同：…………。

ナヴァール：きっとこのＧＭのことだ、なんかひねくれたことを考えてるにちがいない。

ＧＭ：うひひ。

ピアニィ：きくたけさん……（笑）。

ＧＭ：まあ、それはともかく―――ピアニィの顔をまじまじと見つめ、王は優しげに声をかける。「……ずいぶんと引き締しまった顔になったものだ。いろいろあったのだろうな」

ピアニィ：……はい。いろいろありました。

ベネット：くわしくは、この『無印』の五冊さつを読んでいただければ―――（笑）。

ピアニィ：さすがに、そういうわけにはいかない！（笑）

ＧＭ：「では、ピアニィよ。あらためて話を聞かせてはくれないか？」と、これまでの経けい緯いの説明を求めるね。さあ、どこまで話す？

ピアニィ：どこまで話そう、ナヴァール（笑）。バルムンクのこと、話していいのかな。

ナヴァール：む……（少し考えて）フェリタニア建国とこれまでの情じよう勢せいはすべて説明したうえで、バルムンクの件はとりあえず柔やわらかめに話そう。……では、オーギュスト陛下、私より説明させていただきます。




　ここでナヴァールが言葉にしたのは、以下のようなことだった。

　ピアニィがレイウォールの管理下におかれて燻くすぶるアヴェルシアの民を見かね、フェリタニア王国を建国したこと。そして、フェリタニアはメルトランド戦役なる戦争ののち、メルトランドと連合王国を組んだという事実。

　さらに、先日起こったグラスウェルズ内乱のさい、フィリップ国王の要請を受けてこれを支援したこと。結果的にグラスウェルズとの同どう盟めいが成り、その〝王の石〟をピアニィ陛下に渡わたすという約定をもらっている。

　―――そして世界で起こる戦いの陰で、バルムンクなる謎の組そ織しきが暗あん躍やくしていること。
















ナヴァール：……要するに、表の歴史で語れるような話はひと通り話すということだ。とりあえず様子を見つつ、語っていく。

ＧＭ：王は、衰えたその身体つきからは想像もつかぬほど力強い瞳でナヴァールの言葉を聞き続ける。ひと言も聞き漏らすまいと……いや、その数々の言葉の裏側に存在するやもしれない、すべての真実を見抜こうとせんばかりに。

ベネット：おお。

ＧＭ：やがてナヴァールの話を聞き終わり、王は少し目を閉じてつぶやく。「……そうか」

アル：これ、王様びっくりだよな。寝てる間に自分の娘が国家を興して世界を統一しかけてます、って話だし（笑）。

ピアニィ：……でも、すべては仲間たちに支えられてのことです、お父様。

ＧＭ：「―――そうか、お前は良き友を得たのだな」

ピアニィ：イエス、パパ♪

一同：…………。

ＧＭ：「……お前、一年経ってキャラ変わってないか？」（一同大爆笑）

ピアニィ：力強く成長しました♪




　力強すぎである。




ナヴァール：ＧＭ、質問。現状、レイウォールの国内はどんな雰ふん囲い気きになってる？　前回は、このノルドグラムでレイウォールの兵たちと戦ったわけだが。

ＧＭ：竜輝石の存在のもと、ピアニィとオーギュスト王による停戦命令が出てるからね、現状では当然、兵は剣けんを収おさめている。

アル：それは表向きか？

ＧＭ：んー……ピアニィを認みとめたことも含め、すべては国王たるオーギュストの言葉と意思に基づいてのことだ。大半の兵や民は、心の底からそれに従ってるだろうね。……とはいえ、今までレイウォールはヒューバードが指し揮きを執とっていたわけだし、その考えや思考は大きく広がっている。現在の状況に釈しやく然ぜんとしない勢せい力りよくは存在するだろうね。

ナヴァール：なるほど、王がピアニィ陛下を認めようが、レイウォールの石を正統に継承しようが、すぐにこの国の全ぜん権けんを握にぎるってことにはならない、か。

ＧＭ：すぐに、は難しいね。王もそれは理解してるだろう。自らの傍かたわらにたたずむ、凜りんとした表情の娘に視線をやり……。

ピアニィ：どうしよう、パパー（一同爆笑）。

ＧＭ：キャラちげ―――ぇっ!!　凛とした表情はどこ!?（笑）

ベネット：じゃ、凛とした表情で「どうしよう、パパー」（一同大爆笑）。

ＧＭ：表情だけ凜としても意味はないっ!!（笑）

アル：（さわやかな笑顔で）ああ……本当にこの一年でピアニィは変わったなあ……（笑）。

ナヴァール：まあ、ヒューバードの息がかかった勢力は、時間を掛けて懐かい柔じゆうしていくしかないだろう。それよりオーギュスト王にヒューバード王子について聞きたい。あの男、「世界の救きゆう済さいを行なう」と我々の前で言っていたがそれはなんのことなのか。

ピアニィ：ええ、あたしを死体にしてでも連れ帰れ、とか……。

エルザ：ステラを捕まえた時も、「時が来ればお前が必要」みたいに言ってましたよね。

一同：……。

ピアニィ：無言でお父様の方を見ます（笑）。

ＧＭ：では、言葉無き圧力に背を押されてか……王は重々しく口を開く。「それに関しては語らねばならんな」と。

ピアニィ：お兄様はいったい、なにをお考えなのでしょう？

ＧＭ：「すべては―――余よに責せき任にんがあってのことだ」

一同：おおっ！

ナヴァール：ここでついに明かされる、レイウォールの秘ひ密みつ！

ピアニィ：あと、七つの竜輝石を集めろって言われてるんですけど、これは集めたらどうなるのでしょうか？　あたしたち四兄妹になにか関係することなんでしょうか!?

ＧＭ：「すべては、次の時代の扉とびらを開く鍵かぎである―――」

ピアニィ：……次の時代を開く、鍵？　あの、それってつまり……。

ＧＭ：「そう、それはつまり―――」……〝くわっ！〟

アル：おおっ!?


ベネット：王様が目を見開いたっ！

ピアニィ：それはつまり!?

ＧＭ：「ごほごほごほごほごほごほごほっ!?」

一同：王様―――――――――っ!?（大爆笑）

ベネット：もったいつけてそれか―――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：お父様っ、お父様……っ！（笑）　と、とりあえずお休みに……っ！（笑）

ＧＭ：「ぬ、ぬう……っ、問題ないっ、こ、これだけは聞かせねばならぬ……っ！」

ベネット：ならばしゃべってみるでやんす。

ＧＭ：「ごほごほごほごほごほごほごほっ!?」（一同爆笑）

アル：なるほど、わかった。「今はまだ情報を出せない」ってことだけよくわかった！（笑）

ナヴァール：べ、便利だな、オーギュスト王の病状。

ＧＭ：「オーギュスト陛下……！」　盛大に咳せき込む王の声に、お付きの文官が駆かけ寄ってくる。「陛下、ご無理はいけませんっ」と、駆け寄ってくる。続けて、部屋の外からなだれ込んでくる主治医たち。あっという間に、まるで飴あめにたかるアリのように……。

アル：なんだその表現（笑）。

ナヴァール：ふうむ、しかたありませんな。陛下、今は退散するといたしましょう。続きはオーギュスト陛下の具合がよくなってからにするのがよいかと。

ピアニィ：……わかりました。とりあえず、ヒュー兄様とベルフト兄様の方をあたしたちで当たるとしましょう。

ナヴァール：御意。

ピアニィ：では、今はこの部屋を出ます。

ＧＭ：ほい。では、ピアニィがナヴァールを連れ立って部屋を出ようとして―――「……ピ、ピアニィよ」　背中から、王の苦しげな声が掛けられる。

ピアニィ：お父様……？

ＧＭ：王は、ベッドで上体を起こして片腕で主治医たちを押しのける。そして苦しげに語ったのは、娘への言葉だ。「……ピアニィ、お前だ。お前が余に代わってこのレイウォールを動かすのだ。すぐに余も復ふつ帰きする……っ、それまでお前が……！」

ピアニィ：じゃあ、ちょっとびっくりして……はい！　と、強く頷うなずきます。

ＧＭ：「そして、ナヴァールよ。ピアニィを助け、不安定な情勢にある我が国をほんの一時でよい、支ささえてもらいたい」

ナヴァール：は、承うけたまわりました。

ＧＭ：王はそんなふたりの言葉を聞くと、安心しきったような表情でベッドに横たわり……言う。「―――では、行け」

ナヴァール：は。では陛下、下がりまし……。

ピアニィ：あの、お父様！　お休みになるようなので最後にひとつだけ……！

ＧＭ：お？

ピアニィ：お父様、あたしはこのお城で花よ蝶ちようよと育てられました。でも、外の世界に出ていろんなことを知ったんです。世界は戦いに溢あふれていて、その陰で弱い人たちがひどい目にあっている。どこの国が勝ってもそこは変わりません。

アル：そりゃ、負けた側は虐しいたげられたり、なんなりするからな。

ＧＭ：「……うむ。それで？」

ピアニィ：え？　あ、あの……えー、えと、だからその……なんて言うか……。

ナヴァール：落ち着いて、陛下（笑）。

ピアニィ：はい（笑）。えと、お父様が快復なさるまでレイウォールはお預かりします。ですけど……この国に納まりたいとは思っていません。あたしは、この世界そのものに平安をもたらしたいと考えているんです。

ＧＭ：「平安をもたらしたいゆえに、お前は戦っていると言うのだろう？　だが、矛む盾じゆんだな。お前が戦い、勝てば勝つほどそこに敗者も生まれる。敗戦国は勝者に屈し、いつまでたっても両者の間の軋あつ轢れきが取り除かれることはない。それではなにも変わらないのではないか？」

ナヴァール：む。

ピアニィ：はい。でもあたしは相手を虐げたりはしません。そしていずれ、このレイウォールも含めて……。




「―――あたしは大陸全土を統一して、ひとつの国とします」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：わははははははははははは……っ！（笑）

ピアニィ：え、え!?　そこ笑うとこじゃないよっ!?


エルザ：な、なんかすごい野望を聞いちゃった!?


ピアニィ：いや、野望とかじゃなくて……！

ベネット：でも今、「フェリタニアはレイウォールにも勝って世界を統一する」って聞こえたでやんす！（笑）　王様にケンカ売ったみたいに！（笑）

ピアニィ：いやいやいや……！（笑）

ナヴァール：まあ、もっともレイウォールの石を継承したピアニィは王位継承権第一位……次期レイウォールの国王になることをオーギュスト王も認めているわけだがな。

エルザ：言うタイミングとニュアンスの問題？（笑）

ナヴァール：だが、陛下の決意はこのナヴァール、しかと聞き届けた（笑）。

ＧＭ：（笑）。ピアニィの言葉を聞いたオーギュスト王、最初はきょとんとした表情を見せてのち―――どこか優しげに微笑んで再びベッドに横たわる。「……さすがはティナの娘だな」　その表情は、どこか満足げでもある。




[image: ]




ピアニィ：お母様と同じく殺意が高いって意味ですか？（笑）

ＧＭ：「いや、あやつに同じような話をされたことがあってな」

ピアニィ：お。

アル：きっといろいろ思慮深い人だったんだろうな。殺意だけど。

ピアニィ：ええ、殺意ですよ、お父様。

ＧＭ：「そこがいいんじゃないか」

一同：……っ!?


ベネット：ちょ……っ、お、王様あんた―――っ!?（大爆笑）

エルザ：王様、ドＭだったんだっ!?


ピアニィ：ドＭっ!?（一同爆笑）

アル：（げらげら笑いながら）王様が変な人に……っ！（笑）

ＧＭ：いかん、よけいなことを言った。というか、部屋を出て行くとこだったな（笑）。えー……では、立ち去るピアニィに向かって最後にひとつ。「ピアニィ、これだけは言っておこう。……余は、ある目的を持ってこれまで生きてきた。だが、それは必ずしも正しいこととは言えなかった。それを教えてくれたのがティナだった」

ピアニィ：え？　目的って……。

ＧＭ：その言葉に、王は自じ嘲ちよう気味にひと言。「……世界の、救済だよ」

一同：!?


ＧＭ：それだけ告げて、オーギュスト王は再び咳き込みはじめ―――「陛下……！　ご無理をなさらず……！」と、周囲の者たちが王に群がり……。

アル：今、さらっと興味深いことを言ったな……（笑）。

ピアニィ：え、ええ……（笑）。

ＧＭ：うひひ。では、どこか後ろ髪を引かれつつ……ピアニィとナヴァールは退室した。

ナヴァール：では、そんな感じで。

ＧＭ：さて、ではここで―――。

ピアニィ：ここでシーン終了、と。

ＧＭ：キミが王の寝室の扉とびらを閉めて……それとほぼ同時のことだった。

ピアニィ：……まだ続いてるっ!?（笑）

ＧＭ：へい、もう少しだけ（笑）。えー……キミとナヴァールが部屋を出て、しかしその意識は背後の扉の向こうに向けられている……そんな時だ。「おやまあっ、ピー子様……っ！」

一同：ピー子様っ!?


ピアニィ：え、あ、う……っ!?　だ、誰だれっ!?


ＧＭ：キミらの眼前にちょーんと立っていたのは、ひとりのおばあちゃん。

ピアニィ：おばあちゃん？　誰？

ＧＭ：あ、ゲーム中では初対面だね。キミを見ながら目を潤ませているのはジュリアナという、ベルフトを育てた乳う母ばです。
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ピアニィ：あ、じゃあ知ってるかも？

ナヴァール：知っているどころか、おそらくは兄妹みんなの面めん倒どうを見てきたんじゃないだろうか。

ピアニィ：そか。じゃあ……あ、ジュリアナおばあちゃま！

ＧＭ：「やはりピー子様かい……っ！　お帰りになられたか！」と、よよよと泣き崩れ。

ピアニィ：じゃあ。よよよよと受け止めます（笑）。

ナヴァール：―――ご老体、貴女あなたが陛下と親しき関係であることは一目瞭りよう然ぜん。しかし一国の女王であるピアニィ陛下に、ピー子様はいかがなものかと思―――。

ＧＭ：そんなすかした声のナヴァールをドン、と突き飛ばし。

ナヴァール：ぬぉあっ!?


一同：ナヴァールっ!?（笑）

ＧＭ：もう身分もなにも関係なしにピアニィに抱だきついたジュリアナは、おいおいと泣きながら堰せきを切ったように声を張り上げるのみ。「よくぞ戻もどられたっ、よくぞ戻られた……！　ばあやは嬉うれしゅうございますぞ！」

ピアニィ：え、ええと……お久しぶりです、おばあちゃま……（笑）。な、ナヴァール、どうしよう（笑）。

ＧＭ：振り向けば、ナヴァールは頭から壁にめり込んでピクピク痙けい攣れんしてます。

ピアニィ：ナヴァールぅっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：う、うう……。

ベネット：（げらげら笑いながら）死ぬ！　ナヴァールが死んじゃうでやんす！（笑）

ナヴァール：そ、そうか……っ、たしかこのばーさん、すごい豪ごう傑けつという設定だったな……。あのベルフトを、テラスから逆さかさ吊づりにしたとかなんとか……。

エルザ：元々、弓の名手だとかで戦闘能のう力りよくもあったはず（笑）。

ＧＭ：そのへんは、『タクティクスガイド』参照ということで（笑）。

ピアニィ：（少し落ち着いた声で）ともかくちゃんとお話ししましょう、おばあちゃま？

ＧＭ：……と、諭さとすようなピアニィの言葉に、ジュリアナは少しきょとんとした顔を見せて。「……少し変わられましたな、姫ひめ。この一年と少しでいろいろ経験なさったのですな」

ピアニィ：はい、それなりに……（笑）。

ＧＭ：ではジュリアナはピアニィの成長を喜ぶようにどこか満足げに頷き、言葉を続ける。「ふふ、しかし笑顔は変わらんのう。昔のことが思い出されます」　そして……。

ベネット：ほわほわほわ～……と、回想シーンがカットインするんですね、わかります。

ＧＭ：は、そのとおりです。

ピアニィ：あははは（笑）。

ＧＭ：えー……それは、ピアニィの心の奥底に今も鮮明な景色として残る記憶。どこか懐かしく、思いおこせば心の奥底に温かい気持ちが蘇る、そんな遠き日の想い出で―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　雨……血の雨が降っていた。

　穏やかに降り注ぐ春の日差しの中、王宮の中庭でふたりの子供が無む邪じや気きに遊んでいる。

　青く澄み渡る空、そして場を支配するのは肌を刺すような殺気。

　両者の間で軋きしむ重たい空気を、ゆらゆらと舞い散る雪が真っ白に彩いろどっていた。

　対たい峙じするのはレイウォールが第二王子ベルフト、そして第二王女ピアニィ。

　それはまだ、幼かったふたりが幸せに暮らしていた過去の懐かしき日々で―――。




ＧＭ：……と、そんな過去の温かな風景が演出されま―――。

一同：こらっ!?（大爆笑）

アル：いいこと言ってるつもりかそれはっ!!（笑）

ナヴァール：言ってることが[image: ]み合ってね―――っ！（笑）

ピアニィ：ぜんぜん温かくないよっ!?


ベネット：（←げらげら笑っている）　雨なんだか晴れなんだか雪なんだか……！

ＧＭ：いかん、総ツッコミだ。

ナヴァール：まあ、あれか。今回の敵になるだろうベルフトと陛下の過去の因いん縁ねん……じゃない、関係を描写するシーンだな（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。えー……場面は王宮の中庭。三～四歳さいくらいのちっちゃいピアニィが両手で抱えるように杖を持ち……その眼前に両腕を組んで立ちふさがる若わかきベルフトの姿がある。この頃のベルフトは、一三～四歳……中学生くらいかな。

ベネット：この時点で熊くまよりもでかい中学生（笑）。

ＧＭ：まあ、ぶっちゃけ……ベルフトがピアニィに稽けい古こをつけている場面だ。

ピアニィ：稽古？　え？

アル：いや待て、三歳児にか。

ＧＭ：三歳児にです。ベルフトはどーんとでっかいハルバードを大地に突き立て、荒ぶる声を張り上げる。「どうしたピアニィ……っ、それまでか！」

ピアニィ：（幼い声で）ベルフト兄たまー……って、いきなり実戦!?


ＧＭ：ああ、実戦と言ってもしょせんは子供たちの無邪気なじゃれ合いだ。周囲の木々は折れ、壁かべは砕くだけ、庭に面した城のガラスはすべて割われ……その凄せい惨さんな状況が一目でわかる。

一同：待ていっ！（笑）

ナヴァール：だから言ってることが[image: ]み合ってないってっ！（一同大爆笑）

ピアニィ：じゃあ……（幼い声で）《ふろすとぷりじゅむ》～！

ＧＭ：幼き少女が精一杯に張り上げた掛け声と共に、ぽよんと杖の先より飛び出た冷気がベルフトにぽてん、と命中する。彼は微動だにせず、「ふん……っ」と、胸を張り……その鍛きたえられた大胸筋ではじき飛ばした。「……ふん、まるで涼風のようだ」
















エルザ：三歳児相手になんという（笑）。

ＧＭ：はじかれ、四散した冷気は疾風はやてとなって周囲に襲いかかる。噴水より噴き出る水を瞬時に凍らせ、庭に立ち並ぶ代々の王の石像を次々に砕き去り―――。

一同：…………（笑）。

アル：もうツッこまないぞ……（笑）。

ピアニィ：（舌っ足らずな声で）こんなまほう、まだできまちぇぬー。

ＧＭ：「いいや、お前ならできるはずだ……！」

ピアニィ：もう一回……《ふろすとぷりじゅむ》～。

ＧＭ：しかし、結果は同じ。ぽよんと飛び出た冷気の塊かたまりはいたずらに周囲の建造物を破砕していくのみだ。「どうした！　そんなことでは敵は倒たおせんぞ！」

ピアニィ：……おにいちゃまー、もう無理でちゅー。

ＧＭ：「一撃一殺！　敵を先に倒さねば、大地に転がるは自分と知れ！」　そう叫びながらぶんっと風を切ってピアニィめがけ、振り下ろされるハルバード。

ピアニィ：よ、よけるよける！（笑）

ＧＭ：一瞬前までピアニィの小さな身体があった空間を、殺意に満ちた刃が断ち割った。闘気にあてられ、轟ごう音おんと共に陥かん没ぼつする大地……！

アル：三歳児相手にそんな稽けい古こかっ!?（笑）

ＧＭ：「見事……っ、よける間際、とっさに放った《ウォータースピア》が俺の足を射貫いていなければ……確実にお前の身体は絶ち切られていた」（一同爆笑）

ピアニィ：おおっ、子供のあたしすごい！（笑）

エルザ：あ、あの……こんな死闘を子供の時にいつも……？

ＧＭ：もちろん幼いピアニィに本気の稽古をつけるなんてことは当然、止められてる。しかし、ベルフトはピアニィに対し……「アヴェルシア王家の血に連なる娘なら、もっと大きな力があるはず」と、愛あい情じようたっぷりに接する毎日でして。

アル：毎日かよ！　誰か止めろ！　この時期、母親はまだ生きてるだろっ!?

ＧＭ：ピアニィの母……ティナは、その光景をテラスより眺ながめながら紅こう茶ちやを口にしつつ―――「あらあら、今日も仲睦まじいこと」と、微笑んでいる。

一同：…………。

アル：おい、母親。

ピアニィ：……お母様、止める気配なし（笑）。

ＧＭ：そう、毎日のように繰くり返されるこの惨さん劇げきを止めるのは、決まってジュリアナだった。「こらー！　またやりましたね、ベルフト殿でん下か！」

ベネット：この婆ちゃんに止められるのも毎日、と。

ピアニィ：あたし、どんだけしごかれてるんだろう（笑）。

ＧＭ：ジュリアナはものすごい剣幕でベルフトに詰つめ寄る。「殿下っ！　姫はまだ幼いゆえ、あれだけ死し合あうのは禁止と言いましたのに……！」

ベネット：（ベルフトになって）「ち、ちがうんだっ、ジュリアナばあさんっ!?」

一同：よわっ!?（笑）

ＧＭ：「……何度も言いましたよね？　それになぜ、放つ一撃に殺気をお込めなさいますか」と、バキバキと指をならし、ジュリアナ婆さんがベルフトに迫る。でかいベルフトをさらに圧あつ倒とうする、ジュリアナ婆さんの影かげ―――。

アル＆ベネット：そんなでかいババアがいるか―――っ!?（一同爆笑）

エルザ：あれ？　でかくないよ、ジュリアナさんはフィルボルだから（←くわしい）。

ナヴァール：（ベルフトになって）「……な、なぜだっ、あの小さなジュリアナがこれほどまでに大きく見えるなぞ……っ」と、ベルフトの心の声が。

アル：……ひょっとして、このジュリアナ婆さんに鍛きたえられてベルフトは鬼おにのように強くなったんじゃないのか……？（笑）

ベネット：あ、ありうるっ!?

ＧＭ：「身体の震えが止まらぬ……っ、これが恐怖という感情か……！」尻しり餅もちをついて怯おびえるベルフトに落ちるジュリアナの影。そして、そこで画面が切り替かわり―――。

一同：…………。

ＧＭ：次に、ぷらーんと城のテラスから蓑みの虫むしのように逆さ吊りになるベルフトの姿が。

ピアニィ：蓑虫の刑けい、懐なつかしいですねー（笑）。

ＧＭ：「おのれ、おのれジュリアナ！」と、吊つるされてなお殺意を滾たぎらせるベルフト。その姿に城の人間全員が見てみぬふりをする……そんな子こ供どもの頃の楽しい風景が展開されたところで回想は終わる。

ピアニィ：ああ、懐かしい……。

ナヴァール：な、懐かしんでいいのかそんな過か去こ。

ＧＭ：いや、たまたまそんなシーンを演出しただけで、ジュリアナはいつも仲のいい兄妹に微笑ほほえましく接していたおばあさんなんだ。

ナヴァール：と、とてもそうは思えないのだが……（笑）。

ＧＭ：ともかく、ジュリアナも今の状況を憂えているゆえ、ピアニィとの再会に感激したんだ。オーギュスト王の容態は優れず、ヒューバードは失踪、ベルフトもグラスウェルズを攻せめに行ったきり行方不明。これで心穏やかに過ごせるわけがなく―――「ああ、また昔のように、ステラ様も合わせて四人が仲睦むつまじく暮くらせる日がきてほしいものです」
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ピアニィ：あたしもそれを望んでいます。……今、お兄様たちはどこにいるのでしょう。

ＧＭ：「姫様、きっと大丈夫でございますよ。あなたならきっとみなの心を解ときほぐし、兄妹がまたひとつにまとまる日が来ると―――ばあやは信じております」

ピアニィ：はい（笑）。期待を寄よせられるとなんか照れるな～。

ＧＭ：そんな照れるピアニィの顔を微笑ましく思いながら、ジュリアナがパン、と手をひとつ叩く。「……おお、そうだ。久しぶりに、ばあやお手製のシチューをふるまいましょう……！　食べていかれませぬか！」

ピアニィ：わあ、それは楽しみっ、とジュリアナおばあちゃまの腕をとります！

ＧＭ：と、ほぼ同時のことだった。『……陛下っ、陛下っ!?』『お気をしっかりお持ちくだされ……！』と、背後のドアの向こうから悲痛な声がキミの耳に届いた。

ピアニィ：っ!?　お父様っ!?

ＧＭ：直後、威勢よく開いてあわてた様子で飛び出してくるのは、文官。

ピアニィ：ど、どうしました!?

ＧＭ：「陛下のご容よう態だいが再び……っ、また昏こん睡すい状じよう態たいに……！」

ピアニィ：またー!?

ベネット：ああ、これで必要な情報が聞き出せなくなった。

アル：まあ、一年も昏睡状態だったわけだしな。普ふ通つうに考えたら起きていられる方が奇跡だ。

ピアニィ：あ、あの、あたしもお父様のところへ……。

ＧＭ：だが、そんなピアニィを制したのは、ジュリアナだ。彼女は腕を横に広げて首を振り……「―――姫、いいえフェリタニア女王陛下。ここは、わたしたちにお任せを。あなたには、他にやるべきことがあるはずです」

ピアニィ：う……。

アル：たしかに国王から国を任されたわけだしな。

ナヴァール：では、陛下に私も意見しよう。……左様、失踪したヒューバード殿下の探索、国内の平定、連絡が取れませぬがベルフト殿下への指示―――今、陛下が父君につきっきりになるわけにはいきませぬ。

ピアニィ：……ナヴァール。

ベネット：（ぽそっと）あんたさっきまで壁にめり込んでなかったでやんすか……？（笑）

ＧＭ：「あなたはもはや、個人の感情で動ける立場にありませぬ。どうか、どうかジュリアナの言うことを―――」

ピアニィ：……わかりました。ジュリアナ、この場は任せます。あたしは、あたしがやるべきことを。ナヴァール、行きましょう。

ナヴァール：は。

ＧＭ：では、振り返ってナヴァールを従え、立ち去っていくピアニィを満足げな笑顔で見送ったところで……このシーンを終えよう！







◆Opening 03◆ヒューバードを追って




　アルは、薄うす暗ぐらい通路の中を歩いていた。

　そこは、ノルドグラムの王城から外部へと続く抜ぬけ道。

　失踪したヒューバード王子追つい跡せきのため、その手て掛がかりを探さがしていた。




ＧＭ：では、次のシーン……アルのオープニングといこうか。時系列は、ピアニィのシーンから少し経った頃。ナヴァールの命により、失踪したヒューバードの手がかりを求めて捜そう索さくに出ている、ってシーンだ。

アル：妥だ当とうな役回りだな。

ＧＭ：舞台はノルドグラムの王城の地下にある隠かくし通路。えっと、第一巻収しゆう録ろくの第一話で、ピアニィが城の抜け道を通って脱だつ出しゆつした場面があったよね？　今、アルはその通路を調べている。

アル：ああ、あったあった。もはや懐かしい。で、俺はそこにひとりで？

ＧＭ：いや、アルの傍かたわらにはヒューバードの部下。彼を連れての実じつ況きよう見分をしている感じ？　その部下は、騎士に引っ立てられてアルのうしろをついてくる。

ベネット：（いきなり部下になって）「……へっへっへっ、なんでも話しますぜ、アルさん。いやあ、あのヒューバードって奴はねえ……」

ＧＭ：ちげぇよ!?　なんでそんなにゲスな奴なんだ!?（笑）

アル：（笑）。で、実際はどんな奴なんです？

ＧＭ：ヒューバードに忠ちゆう誠せいを誓ちかった気弱な文官タイプ。これまでの取り調べでも失踪した主に関して一切、口を割わらなかった男だ。……もっとも、ヒューバードにあっさり置き去りにされたわけだし、そんなに重用されていたわけでもないだろう。

アル：それなら、なんかあったらポロッと吐はいてくれるかもしれんな。

ＧＭ：さて、どうだろう？（笑）　ただ、宮きゆう殿でん内ないでは王が昏こん睡すいに陥おちいったのはヒューバードが原げん因いんだという噂うわさもちらほら流れるようになっており、彼にも迷まよいがあるって感じだね。

エルザ：もう一ひと押おしって感じかな？

アル：で、現状は？　なにか手がかりは[image: ]めるんですかね？　この抜け穴、道を知ってる王族でないと絶対に迷まようような複ふく雑ざつな道だって……ノベルで書いた覚えがあるんですよね。

ＧＭ：え、あ、そう。捜索が難なん航こうし、未だ手掛かりが得られないのはそのためだね、うん。

アル：うわっ、よけいなこと言った！（笑）




　むやみに設せつ定ていをつけるとこうなります。




ＧＭ：うひひ。まあ、ノベルに書かれてるからってわけでもないけどね。

アル：じゃあ他の騎士と一いつ緒しよに歩きつつ……その部下に話題を振ってみよう。なあ、俺は、実のところよくわからないんだがよ……。

ＧＭ：その声に、男はどこか疑ぎ惑わく交じりに視線だけをアルに送る。

アル：そう警けい戒かいするなって。なあ、ヒューバードってのはいったいどういう奴やつなんだ？

ＧＭ：「……ヒューバード殿下はオーギュスト王の第一子。その功こう績せきも手しゆ腕わんも、すでにご存ぞんじだと思うが？」

アル：ああ、通り一遍のことは知ってるさ。俺が聞きたいのはそういうことじゃない。……最近、おかしな様子はなかったか？

ＧＭ：「なぜ、そのようなことを聞く」

アル：深い理由はない。ただ、敵とはいえ一ひと角かどの人物だと聞いている。だから興味があってな。ちょっとでも知りたいだけだ。

ＧＭ：「……」　文官は、その言葉に沈黙を続け―――。

アル：ま、言いたくないならいいさ。

ＧＭ：「お前は、他の騎士どもとはちがうのだな」

アル：あ？

ＧＭ：「城の者たちは、殿下が失しつ踪そうしたと知るとみんな手のひらを返した。その中には殿下より多くのものをもらった者もいたというのに、な。失踪されたあとは言いたい放題だ」そう言いながら、周囲の騎士をちらり。ばつが悪そうに視線をそらしたのは騎士の方だ。

アル：おい、あんまりそう責めてやるなよ。まあ、いいや。ともかく調査を続……。

ＧＭ：「……殿下の様子が変わられたのは、ここ数年のことだ」

アル：え？

エルザ：しゃべり始めた（笑）。なんか認められた？

ＧＭ：まあ、他とちがうということは感じたんでしょう。まるで独り言でもしゃべるような雰囲気で男は語り始める。「……数年前、殿下は城の中に怪あやしげな連中を囲うようになった。それはいい。それが明めい確かくになったのは、一年と少し前―――ピアニィ姫がヒューバード殿下を裏うら切ぎってこの城を出た少し前のことだ」

ベネット：そのあやしげな連中……バルムンクでやんすかね？

アル：……だろうな。まあ、続けてくれ。

ＧＭ：「ある時、ヒューバード殿下は私にだけ話してくれたことがあった。『おそらく、自分が父に成り代わってこの世界に平和をもたらすことになるだろう』と。少し自じ嘲ちよう気味な口調で、な」

アル：自嘲気味に？　自信満々とか、そういう風じゃなくてか？

ＧＭ：「少なくとも、私にはそう見えた」

アル：世界に平和を、ねえ。そのわりには王威の竜輝石に固こ執しゆうしてる様子もなかったんだよなあ……。

ＧＭ：「私も、ヒューバード殿下が竜輝石を欲ほつしているとは聞いていない」

アル：王威の竜輝石以外になんか救済の方法があるってことなのか？

ＧＭ：「さあな。兄妹の中で年長と言うこともあり、もっとも多くオーギュスト王と言葉を交わしていたのはヒューバード殿下だ。その内容が、外に漏もれ聞こえてくることはないさ」

アル：そりゃそうだな。……さて、つい話し込んだけど結局手がかりは見つからない感じ？

ＧＭ：そうだね。その後、アルは捜そう索さく隊たいを率いて調ちよう査さしたものの―――抜け道は元々複雑に分ぶん岐きしているうえ、最初にアルが通って以降に増ぞう築ちくされた箇所もあり、捜索は混こん迷めいを極める。

アル：まだ増築してるのかよ！（笑）　じゃあ、手がかりはほんとになし？

ＧＭ：ヒューバードが通ったのではないかという痕こん跡せきを発見するのがせいぜいだ。その行き先を特定できるような手掛かりは、見つけることはできないね。長時間の調査の末……キミらは隠し通路を抜けて外気が流れ込んでくる出口に近い場所にたどりつく。

アル：つまり、俺と姫さんがベネットを拾った海岸に出る、と（笑）。

ピアニィ：懐かしい（笑）。

ＧＭ：そこでも、誰だれかが通った痕跡を発見することはできるが、この先から追跡できるようなものは残っていないようだ。

アル：しかたないな、この先の捜索は連れてきた連中に任まかせよう。

ＧＭ：「はっ、捜索を続行します！」　アルの言葉に、騎士たちは洞窟の外へと散っていく。

アル：すまないな、無む駄だ足あしになるかもしれん。

ＧＭ：その声に、ヒューバードの部下ほっとした雰囲気で肯こう定ていの言葉を加える。「ああ、すでに殿下は国外に出られているだろう」

アル：だろうな。それにしても、よ―――。

ＧＭ：「なんだ？」

アル：世界に救済を、って話だが……ヒューバードが目指す平和な世界って、なんなんだろうな？

ＧＭ：「……私なんぞが想像も及ばぬなにかをお考えなのだろう。私にはわからん」

アル：ま、そうだわな。

ＧＭ：「ただ、ヒューバード殿下は苦しんでおられる。そんな気がするのだ」

アル：は？　苦しむ？　ヒューバードが？

ＧＭ：「……アル・イーズデイル、だったな？　私がこんなことを言うのはおかしな話だが……殿下の心、救ってもらえぬだろうか」

アル：……それは、俺の役目じゃねえよ。

ＧＭ：そんなアルの言葉にふっと笑って息を吐き―――文官は、言った。「……そうだな、今のは聞かなかったことにしてほしい」

アル：俺は、それには返事はせず……背せを向けて元来た道を戻もどろう。

ＧＭ：ＯＫ。では、アルの姿が通路の薄い闇やみの中に溶けていき……そこでシーンがフェードアウトしていくって感じで締めようか。

アル：あ、最後に内心でひと言だけつぶやいていい？

ＧＭ：ほい、どうぞ。

アル：世界に平和を、か……。




　アルは文官の言葉を聞いて、心の奥に引っかかりを覚えていた。

　いったいその違和感がなんであるのか……気づくまでにそう時を要することはなかった。

　そして、声には出さずそれを言葉にした。




「―――同じこと言いやがるんだな、姫さんと……」







◆Opening 04◆グラスウェルズからの使者




　ノルドグラムの執しつ務む室で、ナヴァールはデスクワークに追われていた。

　やらねばならないことは、山ほどある。

　相談役にドーントレスを迎むかえて今後の対たい策さくについて語り始めた、夜。




　―――訪問者は、突然にやってきた。




ＧＭ：では次のシーンに移うつろう。シーンプレイヤーはナヴァールだ。キミは今……。

ナヴァール：うん、私はたぶん書類仕事とかしてるんだろう。

ＧＭ：そうそう、ノルドグラムの城の一室を執務室にして、各所に命令する書しよ簡かんを作成したり、上がってくる報ほう告こく書しよに対たい処しよしたりね。

ナヴァール：戦争の事後処しよ理りで忙いそがしいだろうしな。

ＧＭ：今回の戦争で不安定となったレイウォールで、一部の人間と協力しながらなんとかその情勢を収おさめようとしているところだ。

アル：そういや、俺たちって連れてきた軍隊のほとんどをステラに任せて、一部の人間だけでここに来たわけだけど……ここには何人くらい駐ちゆう留りゆうしてるんだっけ？

ナヴァール：一千人ほどだな。前回と変わりなければ。

ＧＭ：そう、ノルドグラムに来たのは一千人だけ。

ナヴァール：まったく、一千人でもいろいろ問題は発生するというのに、もしこの先、ステラに任せた一万の軍をノルドグラムに呼び寄せるって話になれば―――。

ＧＭ：直前まで敵味方に分かれていた人員を一箇所に集める……どころかレイウォール兵から見れば、敵方の将は亡命した自分たちの国の王女だぞ。

アル：…………なるほど、大変だ。ナヴァールが忙しいのもよくわかる。

ナヴァール：第一、フェリタニアの軍師の言うことをレイウォールの人間は素す直なおには聞かないだろう？　だから、私の途と中ちゆうにドーントレス卿きようを挟はさんでやりとりをしているのだ。
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アル：なるほど、そうだったのか……というか、ほんとに大変だ（笑）。

ＧＭ：ドーントレス卿はもともと親ステラ派……つまりはフェリタニア側に友好的だし、間をつなぐにはよい人材だという。

ナヴァール：まあ、オーギュスト王がピアニィを正式に認めてる、って事実が広まっているだけで、レイウォールの主だった者の相当数がフェリタニアに協力的になってるだろうが。

ＧＭ：まあ、そうですな。……さて、ナヴァールが内ない政せい処理に追われていると―――「……ナヴァール殿」と、部屋にやってきたのはドーントレス卿だ。

ナヴァール：おや、これはこれはドーントレス卿。難しい顔をされてどうなさった。

ＧＭ：難しい顔をしているのか。

ナヴァール：している。なんとなく。

ＧＭ：じゃあ、それで。えー……「うむ、実は貴公に相談申し上げたいことがある」

ナヴァール：ほう？

ＧＭ：「ヒューバード殿下の探索はこのまま続けるとして……ベルフト殿下にはこの現げん状じようを伝えるべきだろうか？　現在、王がふたたび昏睡状態に陥おちいり、ピアニィ陛下にも会うことになると思うが……」

ナヴァール：それは、義ぎを尽つくして説明申し上げるしかあるまい。オーギュスト王の意思でピアニィ陛下がレイウォール王国の王位継けい承しよう権けん第一位になられたのだから。

ＧＭ：「ベルフト殿下が納得するであろうか？」

ナヴァール：私はお会いしたことはないが、意外に快こころよく引き受けてくれるのではないか？

エルザ：さっきの回想シーンからすると、そうかもしれない（笑）。

ベネット：ジュリアナお婆ちゃんの言うことなら、聞くかもしれんでやんす（笑）。

ナヴァール：今のピアニィ陛下にお会いになれば、殿下もその力をお認みとめになるだろう。

ＧＭ：「そうだろうか？」

ナヴァール：まあ、確かく実じつにとは言えんがね。

ＧＭ：「……ナヴァール殿。あなたは、ピアニィ陛下をどのような目で見てらっしゃるのですか。よろしければ、教えていただきたい」

ナヴァール：うむ、それは―――。

ＧＭ：「それは？」

ナヴァール：―――……立りつ派ぱな、女王だよ？

ピアニィ：その間はなにっ、その間はっ!?　ナヴァールっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：あー、いや……国王としてちゃんと政せい務むに励んでおられますよ？（笑）

ＧＭ：素す晴ばらしい強兵策さくを打ち出したことは有名ですが。

ベネット：国民総《ディスコード》計画……っ！

ピアニィ：あれは、夢ゆめと消えちゃった（笑）。

ＧＭ：……って、そんな話はどうでもよく（笑）。「ふむ、わかった。ともかくベルフト殿下が、ピアニィ陛下との会談の席に素直についてくれるといいのだが―――」と、そんな話をしているところで―――（と、ちらりエルザのプレイヤーを見る）。

エルザ：ふふふ、わたしがノルドグラムに到着ですね？　登場しますよ！
















ＧＭ：お願いしまーす（笑）。……というわけで執務室のドアがノックされ、ドアの向こうから伝令の声。「……ナヴァール殿、エルザ・ブルックスと名乗る御方が面会を求めておりますがいかがいたしましょうか？」

ナヴァール：ほう、エルザ殿がこのノルドグラムへ？　では、ここにお通ししたまえ。その方は私とは旧きゆう知ちの間あいだ柄がらだ。

エルザ：では、ドアを開けて入ります。こんにちわ～！

ナヴァール：お久しぶりです、エルザ殿……って、あんまり久しぶりでもないか（笑）。

エルザ：ですね（笑）。まだ一ヶ月も経ってないくらい……？

アル：あれ？　前にナヴァールとエルザが会ったのっていつだっけ？

エルザ：ええと、『無印』第五巻、連合王国の長老議会の時にラドフォード伯の名代で出席してます。ＮＰＣでですけど（笑）。

ＧＭ：もう読んだのっ!?　あ、ありがとうございます（笑）。




　本セッションは『無印』第五巻の発売直後に収録されているのである。




エルザ：その前にもファンブックのボイスドラマ、『無印』第二巻の時にもＮＰＣで（笑）。

アル：そうか、けっこー会ってるな。

ナヴァール：そういうわけで、私からするとエルザは完全に連合王国の一員なのだよ。

エルザ：光栄ですわ、ナヴァールさん（笑）。

ナヴァール：そして、くわしいことを知らないナヴァールはこう聞くのであった。……エルザ殿、ノルウィッチでなにかありましたか？

一同：ノルウィッチ？

ＧＭ：……あ、そうか。ナヴァールとしてはエルザが最近、なにをしていたか知らないのか。

ナヴァール：知らないよ？　エルザがグラスウェルズに行ってファントムレイダーズと一緒に戦っていたなんて（一同爆笑）。で？　で？

エルザ：ノルウィッチはとりあえず問題はないんですけど―――わたし、ついこの間までフィリップ陛下救援のために、グラスウェルズに行っておりまして。

ナヴァール：おお、それはそれは。きっと大変な事態になっていたのでしょうな。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）なんだこの茶番……（笑）。

エルザ：それで、グラスウェルズの王国軍師アンソン伯より、書しよ状じようを預あずかってまいりました。

ナヴァール：それはちょうどよかった。いやー、グラスウェルズの方、気になってたんだよねー。兵力を送ってないんでアンソンがすねるかと思ってさー（笑）。

ピアニィ：いきなり軽くなったっ!?（笑）

ＧＭ：「なにをおっしゃるナヴァール殿。あなたのその見けん識しきと知ち恵えをもってすれば、グラスウェルズでなにが起こったかぐらいお見通しでございましょう？」とドーントレス。

ナヴァール：まあ、私が起こしたことだからー……いやいや、そうじゃなくて（笑）。

ピアニィ：ナヴァールが壊れた（笑）。




　えー……念のために……あくまで念のために説明しておきますと。

　エルザがグラスウェルズで体験した事件……そのＧＭを担たん当とうしたのは、ナヴァールを演えんじる鈴吹太郎である。

　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第四巻を参照のこと。




ナヴァール：じゃあ、救援に向かうくだりを聞いて……で、結果はいかなることに？

エルザ：あら、おわかりでしょう？　ナヴァールさんの目もく論ろ見み通り……エダム公アンリは始末いたしました。

一同：始末っ!?

ＧＭ：「エルザ殿、エルザ殿っ!?　その、言葉をお選びにですね……！」（一同大爆笑）

アル：怖えぇ……しれっと始末って言ったぞ（笑）。

エルザ：ええと、言い直します（笑）。アンリ公の野望は阻そ止しされ、フィリップ国王陛下の下、グラスウェルズはひとつにまとまろうとしております。

ナヴァール：ほう、それはなにより。

エルザ：でも、そこで問題が―――わたしは、それを伝えに参りました。

ナヴァール：ほう、問題というと？

エルザ：アンリを支援すべくグラスウェルズに上陸したベルフト王子が、二万九千の軍勢と共に忽然と消息を絶ちました。
















ナヴァール：なんと、消息を絶った!?

ＧＭ：衝しよう撃げきの事実ってやつだね。プレイヤー的には知っていても（笑）。

ナヴァール：だが、ナヴァールとしては初耳だ！（笑）

エルザ：アンリ公のもとに向かったのはわずか千人の陽動に過すぎず、残りの二万九千を率いて……おそらく船をもってその地を離れたものと思われます。

ナヴァール：くわっ！　と、目を開く。『ブレイク』では語られなかった事実が！

アル：し、社長社長、素すが出てきてますよ（笑）。

ナヴァール：ふうむ、なるほど。ベルフト殿は力押しするだけの方ではないということか。

エルザ：そうですね、思ったより頭がいいみたい。

ＧＭ：しかも手先は器用で、手芸も得意という一面が。

アル：ほんと誰だ、そんな一面をくっつけたのはっ！（笑）

ピアニィ：（←笑顔で挙手）

ナヴァール：つまりは、ベルフトはもはや命令に縛られることもなく……その軍勢をもっていきなりどこかの国に上陸してもおかしくない、か。ふむ、いったいどこを……。

ピアニィ：ん～、あたしだったらフェリタニアに行って暴あばれるな。

ＧＭ：な、なるほど、陛下はそのような予よ測そくを……（笑）。

アル：い、いや、船で来るんだろ？　フェリタニアって実は海岸線ないし（笑）。

ナヴァール：いやいや、いきなりフェリタニア本土を攻めるは戦せん略りやく的に非ひ常じように有ゆう効こう。さすがはピアニィ陛下。

ピアニィ：わーい、褒ほめられた♪

ＧＭ：……って、シーンに登場してない人と話してますが（笑）。

ナヴァール：ともかく、ノルウィッチに手紙でも書くか。海岸の警けい備びを強めよ。海の索さく敵てきをして情報を集めろ、と。ええと、他には―――。

エルザ：わたしもお手伝いしますよ。それもアンソンに頼まれたことですから

ナヴァール：かたじけない。この国はこれから整せい備びしなければならないことが多い。あなたのような方が陛下の傍で働いてくれるととても頼たのもしい。ぜひ、お願いしたい。

エルザ：わたしもピアニィ陛下とはちゃんとお話ししたいと思ってましたわ？　そ・れ・と、アルくんにも聞きたい話がたーくさんあるし……ぃ？

ピアニィ：こ、こわい、エルザ先生こわい……！（笑）

アル：なんか背筋に悪お寒かんが……（笑）。

ＧＭ：ではそんなところで一いつ旦たん、シーンを終了しまーす♪







◆Opening 05◆ある晴れた良き日に




　―――その日の午後。

　ベネットは港へと出かけて猫ねこと戯たわむれていた。

　寄ってきた子供たちは当然のごとく、英えい雄ゆうベネットのサインをねだる。

　そう。それは心地ここちよい潮しお風かぜが吹ふく……晴れた日のことだった。




ＧＭ：では、オープニング最後のシーンは……我らがベネット！

ベネット：い、いいんですか？　ほんとにあっしがオープニングの最後でいいんでやんすか？　大だい惨さん事じになるでやんすよ……っ？（がくがく）

アル：大惨事になること確かく定ていかよ！（笑）

ＧＭ：だ、大惨事にするなよ？　ちゃんとストーリーに関係するシーンになるんだから。

ベネット：マジっすか!?　じゃあ、あっしは猫と一緒に港の堤防に座って話してます。……なあ、猫。どうするよ？　あっしがストーリーの中心……ＰＣ①よ？　ベネットがＰＣ①ですわよ、みなさま。

ＧＭ：いきなり無理矢理大惨事じゃねーかよっ！　えー……そうすると猫は言う。「ああ、別にベネットのストーリーではない」（一同爆笑）

ベネット：ちょっ!?　猫―――っ!?（笑）

ＧＭ：では、そんな風にノルドグラムの港で猫と戯れていると……「あっ、あれ英雄のベネットさんって人じゃない？」と、子供たちが駆かけ寄よってくる。

ベネット：おお、ちゃんとわかってる子もいるじゃなーい!?　サインもするでやんすよ？

ＧＭ：子供たちは、もじもじしながら……「あのベネットさんですよね？」と色紙を持ってきていたりして。

ベネット：ほうほう、サインが欲ほしいでやんすか？　ふっふっふ、それでその気になってサインしようとするといきなり「お前のサインじゃねえ！」とか、そんなこと言われるオチが待ってるんでやんすね？　ん？（笑）

エルザ：!?　な、なんで自分で自分を落とすんですか……（笑）。

ＧＭ：「あの、ぼくはベネットさんのサインがほしいんです」と言ってくるが。

ベネット：なんだって―――っ!?　夢!?　どりぃむ!?


アル：よ、よく見ろベネット！　きっと外がい泊はく許きよ可か証しように見せかけた、なにかサインするとおそろしいことになるサムシングだったりするんじゃないのか……っ!?（笑）

ベネット：ああ、ちゃんと見ますよ。外人部隊に売り払はらわれないかをね。

ＧＭ：ただの色紙だよ？

ベネット：よ、よし、それなら！　一応、周囲を警戒しつつ……。

ＧＭ：「ぼく、ベネットさんをみたいな立派な英雄になりたいと思ってるんです！　ベネットさんだったら、どんな敵が攻めてきてもすぐやっつけちゃうんですよね！」

ベネット：もちろんっすよ、超ちよう楽らく勝しようでやんすよ。ほら、もうちゃんとこのサインに契けい約やくもつけちゃいますよ。『どんな敵がきても守ります』……どうっスかこれ！（笑）

ＧＭ：「うわあ、すごいやー！」「あたしもほしい～ぃ！」「ボクも守ってもらいた～い！」なんか、大人気だ。

ベネット：はっはっはっ、並んで並んで？　このサインさえあれば、ケセドだろうとベルフトだろうと、どんな奴からもこのジェネラル・ベネットが守ってやるでやんすよ……っ！




[image: ]




アル：も、持ち上げられるとお前、あっという間にいい気になるな……（笑）。

ＧＭ：でもそんなベネットの名調子に、子供たちは満面の笑顔でサインを受け取る。「わー、わたしも将しよう来らいベネットさんみたいになるー」とか言う子供すらいる。

ベネット：ほうっ、あっしのように！　そうでやんすかそうでやんすか……っ！　あ、それならひとつ重要なことを教えよう。

ＧＭ：「わ～、なになに？」

ベネット：（渋い口調で）―――防ぼう具ぐは、着ておけよ？

一同：お前が言うな―――っ!?（大爆笑）

エルザ：（←大爆笑している）こ、これが生ベネットちゃん……っ！（笑）

ＧＭ：……とまあ、それはベネットにとってちょっとした幸福な出来事。幸せを[image: ]かみしめたそんなうららかな午後―――ふいに吹いた潮風がキミの前髪を揺らした。

ベネット：ほお、潮風？　いつもは肌にべたつく風も今日は心地よいでやんす―――。

ＧＭ：そして、何気なく振り返って見入った海の果て―――キミはそこに見る。水平線上に浮かぶ、無数の船影を。

ベネット：……。

アル：無数の……船影？

ベネット：なに――――――っ!!　ベルフトの船団か―――っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：軍船は白い帆ほに赤い竜の紋もん章しようを染そめ抜ぬき、はためく軍旗に描かれるは竜りゆう炎えん騎き士し団だんのシンボル……っ！　まちがいない、一ヶ月前にレイウォールより出港したベルフトの船団だ。

アル：うおっ、ノルドグラムに直撃で来やがった！（笑）

ＧＭ：「ベネットさん、こわいよー！」「守ってー！」

ベネット：どけい、そこのガキ共―――っ!?　あっしの逃げ道をふさぐんじゃね―――っ！　というかさっきのサイン返すんじゃコラ―――っ!?


エルザ：え、えぇぇえええええぇ……え―――っ!?（大爆笑）

ナヴァール：な、なんという醜しゆう態たい……っ！（笑）

ＧＭ：「でも、ベネットさんはどんな敵も倒たおすんだよねー？」　子供たちは、不安そうにしつつも、すがるような目で見ていますが。

ベネット：やめろ―――っ!!　そんなキラキラした瞳ひとみで見るな―――っ！（笑）

ＧＭ：「守ってくれるんだよね？　このサインがあるから……」

ベネット：…………あの、白い旗を振ふったりわするのはどうだろう？

アル：ダメだろっ!?（笑）

ナヴァール：きっとベルフトなら白い旗は死ぬまで戦うってことだと解かい釈しやくするぞ。

ベネット：くっそ―――っ、久しぶりにいい目にあったと思ったらこのオチか―――っ！　ていうか最初から狙ねらってただろ―――っ!?（大爆笑）　誰の陰いん謀ぼうだ……っ、誰だサインしろとか言ったの！　子供っ、お前かっ、それともそっちのお前か―――っ!?


アル：サインするって言い出したのはベネットだろっ!?（笑）

ベネット：じゃあ、そのまま灰はいになって消えます。

ＧＭ：消えるなよ!?（笑）

ベネット：その灰は風に乗って消えるでやんす。ああ、キャプテン・ベネット、完―――。

ＧＭ：……毎回思うんだけどさ、どっからそういう発想が出てくるんだ……？

ベネット：（自分の頭のてっぺんを指さして）この辺りぐらいから。

エルザ：（大爆笑しながら）ま、待って、待って……っ、ベネットちゃん、リプレイと全然変わんない……っ（笑）。

ピアニィ：すごいの、いつも勝手に死んじゃうの。

ＧＭ：あー……ともかく生き返れ。猫が灰を集めて復ふつ活かつさせるぞ。

ベネット：……はっ!?　灰になったと思ったら、泡うた沫かたの夢だった！

ＧＭ：ベルフトの船団が来たのは本当だけどな。

ベネット：ま、まあ……約束はしたけど、約束を守るとは言ってないでやんすしな？

ＧＭ：……最低だな、お前っ!?（一同爆笑）

エルザ：英雄……っ、これで英雄～……っ？（←呼吸困難になりかけ）

ピアニィ：っていうか、大人げない……（笑）。

ベネット：（シリアスな口調で）……大人になんかなりたくない。英雄にあこがれる夢を持った子供のままの自分でいたいんだ。

ＧＭ：今、お前がその子供の夢を奪うばおうとしてるよっ!?（一同爆笑）

ベネット：と、ともかく城！　城へ……っ！　子供たちよ、お前らも早くお城に逃げ込むでやーんすっ！　そしてあっしはもうエリンディルに帰るでやんすっ、うお―――っ!?


ＧＭ：帰れねえよっ！（笑）　ともかくベネットが咆ほう哮こうをあげたところでシーンを切ろう！

エルザ：（←呼吸困難）







◆Opening 06◆ベルフト、上陸




　赤竜の紋章の描かれた帆を掲げ、単縦陣を組んだ数十隻の軍船が雪崩れるように港湾部へと突入した。湾内に入ると各船はそれぞれ右へ左へと舵を切り、思い思いの岸壁へと……そう、まるで乗り上げんばかりの勢いで接舷する。

　最初に接せつ舷げんした軍船より港へと飛とび降りたのは、無ぶ骨こつな鎧よろいをまとった将しようだった。

　無む論ろん、それはレイウォール最強の武将ベルフト。

　港の側からも衛えい兵へいが対たい応おうしようと駆かけつけるが、その姿を見るや息を呑のむ。

　アルディオン大陸に住まう者にとって、ベルフトといえば鬼き神じんも避さけて通る人型の災さい厄やくだ。

　対応に出てきた兵士たちは恐きよう慌こうに襲われ立ち尽つくした。

　そして、ベルフトがその隙すきを見み逃のがすはずもなく―――。




ＧＭ：と、そんな感じでオープニングの最後はマスターシーンとなる。「ベ、ベルフト王子……っ」と、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる港を守る衛兵たち。その前で、ニヤリと笑みを漏もらしたベルフトが、ぶんっ！　と剣を薙なぐと、数十名の兵士が一斉に倒たおれる！

アル：うは。

ＧＭ：それを皮切りに、続々と竜炎騎士団の将兵たちも続々と上陸を開始して―――。

ナヴァール：きっとあれだ。若い兵士が「ひゃっはー！　一番槍やりだー！」と出てくる。

ベネット：そうすると「待て！　待つんだー！　ベルフト様の前に出るなー！」と。

ＧＭ：その忠ちゆう告こくもむなしく、巻まき込こまれて死ぬ兵士、と。

ピアニィ：う、うわぁ……。

エルザ：味方の人たちまで、恐きよう怖ふでしたがっているって感じなのね。

アル：歩く爆ばく弾だんみたいなもんだからな、こいつ……。

ＧＭ：そして、港湾部での戦い……いや、戦いと呼ぶにはあまりにおぞましい一方的な虐ぎやく殺さつは、ものの三〇分で終結した。

エルザ：で、ベルフト様万ばん歳ざいの大だい歓かん呼こが巻き起こると！

ＧＭ：いいね（笑）。では、ベルフトは眉まゆひとつ動かさず兵士たちの歓呼を聞いて……つぶやく。「―――さあ、待っていろよピアニィ」　余よ人じんに聞き取られないようそう告げたところで……このマスターシーンは終了だ。

ピアニィ：べ、ベルフト兄様……。




　ベルフトの紋章を掲かかげた軍勢は、グラスウェルズから離れてしばし海上にその身を置いてのち……今再び、軍ぐん靴かを朱あけに染そめてアルディオンの大地を踏ふんだ。

　これが、新たな戦いの始まりを告げる警鐘だった。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ノルドグラム包囲




　その日、ピアニィは久ひさしぶりに恩おん師しであるエルザと再さい会かいした。

　思わぬ再会に喜び、昔話に花を咲かせる……そんななんの変へん哲てつもない一日を迎えるはずだった。

　……ノルドグラム近郊に布陣した、かの軍ぐん勢ぜいを見るまでは。




　帝紀八一三年一〇月二〇日、ベルフト軍ノルドグラム上陸―――




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ろう！　場面はノルドグラムの王城。王都郊こう外がいにある港町に、ベルフトの軍旗を掲げた軍勢が上陸したって報ほう告こくを受けるってシーンだ。

アル：シーンプレイヤーは？

ＧＭ：ピアニィとしよう。ただ、結果的には全員に登場してもらう。タイミングを見計らって登場してほしい。あ、判はん定ていなしでシーンに登場できることとする。

ピアニィ：じゃあ、まずはあたしから。えーと……どこから始めましょう。

ＧＭ：そうだな、ジュリアナと別れて一いっ旦たん、自室に戻もどったとこからにしようか。

ピアニィ：はーい。

ナヴァール：さっそくだが登場しよう。エルザを連れて陛下の元を訪おとずれるって感じで……。

エルザ：じゃあ、わたしも出ます。

ナヴァール：……コンコン。陛下、いらっしゃいますか？　嬉うれしいお客様がいらしています。

ピアニィ：じゃあ、ドアを開けて出迎えます！

ＧＭ：そこに現われたのはナヴァールと……大きな黒い帽ぼう子しを被かぶった女じよ性せいだ。

エルザ：お久ひさしぶり、ピアニィさん……じゃない、ピアニィ陛下（笑）。

ピアニィ：エルザ先生！　な、なぜ？（笑）

エルザ：いやあ、わたしもこの戦役の陰かげでこう……ごちょごちょと、ね？

ピアニィ：ごちょごちょって（笑）。

エルザ：とりあえず……陛下、戦勝おめでとうございます、と言えばいいかな？

ピアニィ：エルザ先生、陛下なんてやめてくださいよー。

ナヴァール：いえいえ。エルザ殿はラドフォード伯はくの代理ゆえ、公式にはピアニィ陛下の臣下に当たりますので。

ピアニィ：な、なんと、先生があたしの臣下に（笑）。でも、先生は先生ですから……。

ＧＭ：そして、実はアルのお姉さんだったという奇跡。

エルザ：そうそう、うちのアルくん、ご迷めい惑わくをかけていないかしら？　一〇年前に家を飛び出したあの子が、こんなところで騎き士しになっているだなんてねえ……（しみじみ）。

ピアニィ：迷惑どころかいつも助けていただいております。いやほんと、深々とお礼を。

エルザ：敬けい語ごはやめましょうよ！（笑）

ピアニィ：いやいや、やっぱり先生なわけですし。

エルザ：いやいや、やっぱり女王なわけですし。

ピアニィ：いやいやいや……！

エルザ：いやいやいや……っ！

ベネット：なんだこの会話（笑）。

ＧＭ：まあ、むずかしい関係だわな。ブルックス商会はフェリタニアの資金的なバックボーンであるって部分も忘れちゃいけない。

ピアニィ：そういうやらしい話はいいん……。

エルザ：はっ!?　じゃあ、こっちの方が立場強いんだ……っ！（くわっ）

ピアニィ：!?

ＧＭ：先生と生徒、国王と臣下、金を出す側と出される側―――そのどれに重きを置くかで立場の強さは変わりそうだが。

エルザ：ふふふふふ……！




　重きはお金のようである。




ピアニィ：エ、エルザ先生……こんな人だっけ!?（笑）

アル：まあ、出資に関して主導権を握ってるのはうちのおかんなわけだが（笑）。

エルザ：そっかー、じゃあ……敬いつつもちょっとフランクな感じに接するということで！

ベネット：うん、よくわかった。エルザ殿は確実にあのエルゼリエの娘でやんす……（笑）。

エルザ：あー、母も今、このノルドグラムに来てるんですよね？

ＧＭ：来てるどころか、前回のノルドグラム攻略戦に参加してるよ。

アル：そ、そーいやそうだ！　戦力修正が０だったんで忘れてた！（笑）

エルザ：陛下、うちの母はあんなですけどご迷惑はかけて……ない？

ピアニィ：あ、いえ、そんな。エルゼリエさんはとてもいい人で……。

アル：ば、ばかっ、やめろ！　おかんの話なんかしてたら……っ！

ＧＭ：きゅぴーん……っ！

一同：きゅぴーんっ!?


ベネット：こ、この波動は……っ!?

ピアニィ：来た……っ!?（笑）

ＧＭ：〝ドゥン……！〟　ピアニィが声を上げると同時に、勢いきおいよく扉とびらを開けて満面の笑顔で登場したのはエルゼリエだ。

一同：きたぁぁぁぁああ―――っ!?


ＧＭ：「あらぁ、エルザ！　こっち来たのね？　グラスウェルズの方はうまくやったの？」

エルザ：ばっちりよっ！

ＧＭ：「支し店てんの契けい約やく書しよは？」

エルザ：手て抜ぬかりないわ！　グラスウェルズにふたつの支店の出店許きよ可かを取り付けました！

ナヴァール：ちょ……。

ＧＭ：「どれ！　契約書を寄よこしなさい！」

エルザ：はい、お母様♪

ＧＭ：エルゼリエはパラパラパラっ、と書類に目を通し―――「……なるほど、なにかあっても言い抜けができるよう、うまく書かれてるわね」

ナヴァール：い、言い抜けって……（笑）。

エルザ：でも、お母様。今はまだ足場ができただけ。仕事はこれからですわ？

ＧＭ：「そうね。じゃ、グラスウェルズはお願いね。私はレイウォールに根を張はるから」

ピアニィ：うちにも根を張るのぉ!?（笑）

ナヴァール：なにか不ふ吉きつな言葉を聞いてしまった……（笑）。

ベネット：このふたりをどうにかしないとアルディオンの危機でやんす……っ（笑）。

ピアニィ：こ、これがアルのお母さんと、お姉さん……。

エルザ：あ、陛下？　今の話は別に気にしないでくださいね？　単なる家庭の事じ情じようなので。

ＧＭ：「あー、エルザ。いいのいいの、そんな気を遣った言い方しなくても。どうせ陛下はうちの嫁よめに来るんだから」

ピアニィ：行かないですよ!?

エルザ：嫁……っ!?　なんですか、それっ！

ＧＭ：「あら、エルザは『無印』第二巻の内容、知らなかったっけ？」

エルザ：いえ、プレイヤーとしては知ってますけどエルザとしては初耳なので？　……あれ、『ブレイク』第四巻のセッションでもその話はしたっけ？　……ま、いっか（笑）。

ベネット：……（笑）。

エルザ：えー、ともかくわたし的には嫁って話が気になります。食いつきます。

ピアニィ：えっ!?　ちょ、待って！　それは……っ、アル～、出てきてっ!!（笑）

アル：……嫌いやな予感がして扉の前で立ち止まる、俺おれ。

ピアニィ：……アルっ!?


エルザ：ふーん、そう……わたしの知らない間に、アルくんにお嫁さんがねえ……。

ＧＭ：「血筋かしらねえ？　お父さんも手が早い男でさあ……」

ピアニィ：とにかくあたしとアルに結けつ婚こんの予定はないですって……っ！

エルザ：そんなこと言っても、単に照れているだけに見えるわけで……（笑）。

ＧＭ：「まだ若わかいんだから、素す直なおには言えないわよねぇ」

エルザ：うんうん。

ナヴァール：……なあ、ベルフトにこのふたりをぶつければ勝てるんじゃね……？

ピアニィ：た、たしかに……っ。

ベネット：なるほど……って！　いったいなんのシーンでやんすかこれは！（笑）

エルザ：あ（笑）。

ＧＭ：つ、つい盛もり上がってしまった。

ベネット：そろそろあっしが見た情報を伝えに登場したいわけですが！

ＧＭ：お、ＯＫＯＫ。では、いつ終わるともしれぬピアニィの嫁話が最大の盛り上がりを見せたころ……っ！　はい、どうぞ。

ベネット：大変だ―――っ、大変でやんすよ―――っ!?


ナヴァール：おや、どうした、ベネット。

ベネット：ベルフトだ―――っ！　ベルフトが来るぞぉ～～～ぉっ！　さあ、あれを見るでや―――んすっ!!　と、窓から身を乗り出して海の方を指さす！
















ＧＭ：ベネットが指し示した先―――そこは王都をぐるりと囲む城壁越し……そうだな、南東二～三キロに位置する港町だ。そこから黒煙があがり、街に接する海上は無数にも思える軍船が埋め尽くしている。

ナヴァール：ぬうっ、あれは……！　って、兵士たちが上陸する様子、見える？　それがベルフト軍だってわかると嬉しいのだが。

ＧＭ：ええ、もちろん。一目でそれが一ヶ月ほど前、グラスウェルズ遠えん征せいに向かったベルフトの船団だとわかるね。

ナヴァール：では、こう言おう。……むうっ、あれはベルフト軍っ！　このノルドグラムにきたのか！　陛下の命令に従したがって帰き還かんした……わけではなさそうだな。

ＧＭ：ちがいますな。軍船から上陸した軍勢は、有無を言わせず港こう湾わんを警備する守しゆ備び隊たいへの攻撃を始めているとわかるからだ。

ピアニィ：え、え？　話し合う余地もなしっ!?

ナヴァール：ベルフト殿どのは陛下の命令を聞く気はないようですな。

ピアニィ：そんな……。

アル：じゃあ、そこで〝ばぁーん！〟とドアを開けて駆かけ込こんでこよう。

ピアニィ：アル！

アル：駆け込んだ俺は、すでに鎧よろいに返り血とか浴びている。

ＧＭ：すでにベルフト軍と戦ってきたのか（笑）。じゃ、上陸してきたベルフト軍の先せん遣けん隊たいと少し剣けんを交えたということで。

アル：そして、この場にエルザとおかんがいることに驚おどろく（笑）。

エルザ：アルくん久しぶり～♪

アル：げえぇえっ!?　エルザ姉、なんでここにいる……っ!?

エルザ：げえっ、ってどういう意味よ、こら。というか、なんでここにいるって、あなたの親友のアンソンに頼たのまれてフェリタニアに情報を伝えにきたのよ。

アル：その親友って話がひとつも理り解かいできないが……っ、まあ、くわしい話はあとにする！　みんな、ご覧らんのとおり敵てき襲しゆうだ！

ナヴァール：アル、ベルフト殿とはやりあったのか？

アル：やりあってたら、無事にここに戻ってねえよ！（笑）

ＧＭ：そりゃそうだ。えーと、アルはベルフトとは出会ってないね。とはいえ、敵は鍛え上げられた部下……正式には、ステラが育て、無慈悲なベルフトの指揮による竜炎騎士団だ。交戦開始より数分で、その港町は甚大は被害を負ったようだ。

アル：警備側から見れば味方に襲われたとしか思えないもんな。まともに戦えるはずがない。

ピアニィ：ナヴァール！

ナヴァール：は！　では、ドーントレス卿に言おう。……城じよう内ないにすべての兵を呼よび戻し、門を閉ざせ。兵たちには抗こう戦せんよりも城内にこもることを優ゆう先せんさせるのだ。

ＧＭ：「……承しよう知ち！」

アル：待て、門の外……というか、街の外にいる連中はどうする？　今から引き入れるんだと間に合わねぇぞ？　戦った方がよくないか？

ナヴァール：いや、相手にはベルフトがいることを忘れるな。味方と市民を城壁の内側に避難させることが優先だ。ベルフト殿が出てくるまでは、門を閉しめなくともよい。交戦しつつ、後退……避難までの時間を稼ぐ。

アル：ベルフトの姿すがたを見たら？

ナヴァール：全力で門を閉めろ（きっぱり）。決してベルフト殿と刃を交えてはいかん。

ピアニィ：そうです！　けっしてお兄様に近づいてはいけません！

エルザ：陛下、わたしもお手伝いしてよろしいかしら？

ピアニィ：もちろんです、先生！

ナヴァール：手を貸かしていただけるなら、ありがたいことこのうえない。

アル：よし、そうと決まれば兵と住民の収しゆう容ようを急ごう。

ベネット：みんな、がんばるでやんすよ～……と、言いつつ城から逃にげ出す準じゆん備びを。

一同：おいっ!?（笑）
















エルザ：ベネットちゃん、あなたも手伝ってね？

ベネット：ええっ、あっしなんてなんの役にも立たんでやんすよ!?

エルザ：だってあなた、中ちゆう距きよ離り武ぶ器きを使うんだからこういう時に支し援えんしないと。

ナヴァール：そうだな、門の外側に住んでいる住民も引き入れないとならん。その牽けん制せいのためにも、ベネットにはひと働きしてもらおう。

ベネット：やだー!?　だって、ネズミもこの城から逃にげ出してるでやんすよ!?

アル：ネズミは、沈ちん没ぼつ船せんからも真っ先に逃げると言うよな（笑）。

エルザ：ベネットちゃん―――。

ベネット：お、おお？

エルザ：あなたは隣の大陸の英雄。この窮地を救えるのはあなた……いえ、あなたにしかできないの……っ！

ベネット：あっしにしかっ!?


エルザ：ええ。だから……頼りにしているわ？　お・ね・が・い♪

ベネット：（ガラリとシリアスな声になって）……ふっ、まかせていただこう。やはり、隠しても英雄のオーラは隠せないものでやんすなっ、みんなあっしに続くでやんす―――っ！（←走っていったらしい）

一同：…………。

エルザ：あー、らくちんな子♪

ピアニィ：エ、エルザ先生……（笑）。

ＧＭ：なんか『アクロス』の時と性格が変わってませんか……（笑）。

ナヴァール：……と、ともかく。アル、しんがりを頼たのむ。最後まで踏みとどまって、避難してくる住民たちを守る壁となってもらいたい。

アル：ああ、了りよう解かいだ！　

ナヴァール：陛下は、城内にて私と共に避難民への指示や混乱する兵士たちの鼓こ舞ぶ、エルザ殿は城壁の上に配置、ベネットと共にアル殿の支援を。

ピアニィ・エルザ：はーい！

ＧＭ：ＯＫ、ではナヴァールの指示のもと、キミたちは所定の位置へと散っていく。

ピアニィ：で？　で？　ここから戦闘？

ＧＭ：いや―――まずはちょっと、状況の説明を入れよう。えー……キミたちが作戦を開始してより、四〇分ほど。ノルドグラムを囲む城壁の外で、兵や近郊住民の収容作業が進んでいるわけだが……。

ピアニィ：その人たち、攻撃を受けたりしますよね？

ベネット：逃げる背中をばっさりと。

アル：まあ、そのために俺らが出るわけだが。

ナヴァール：ベルフト軍が三万弱いるとして、上陸し終えるまでにまるまる一日は掛かりましょう。敵の先遣隊だけを凌ぎつつ、その間に収容を済すませてしまおうという方ほう針しんです。

アル：まあ、ベルフト自らが橋きよう頭とう堡ほを築きずいたとはいえ、軍隊の上陸というのはかなり大変なものだからな。……で？　状況は？

ＧＭ：ええ、その上陸しつつある敵軍なんだけど……港町を制圧したあと、城を攻めてくる様子はない。

エルザ：……攻撃してこない？

ＧＭ：そうです。なので、周辺の人々を城門内に収容する作業は無事に完かん了りようする。

アル：陣じんを張って、様子見をしてるってわけか……。

エルザ：なんだか予想していたより慎しん重ちようですね。じゃあ、それを城壁の上から見つつ、つぶやきます。……やっぱり、ただの勢い任まかせのおバカさんじゃないってことなのかしら？

ナヴァール：ふむ、さすがはベルフト将しよう軍ぐん。正せい統とう派はの傭よう兵へいということなの……か？

アル：で、結局はにらみ合いに？

ＧＭ：そのとおり。ベルフト軍が攻撃してくる気配はない。彼らは約一日で上陸を完了、街に三カ所にある門を塞ぐように陣を構築し終えて以降は沈黙を守っている。

アル：な、なんかかえって不気味だ。

ＧＭ：うひひ。ではそんなところで一旦、シーンを切ろう！







◆Middle 02◆ベルフトの意図




　レイウォール王都ノルドグラムは、突とつ然ぜん襲しゆう来らいしたベルフト軍によって釘付けとなった。

　膠着した状態が発生してより数日―――状況が動く気配はない。

　焦こがれるような籠城戦の始まり……かと思いきや、ベルフトの真意は他にあった。




　―――帝紀八一三年一〇月二五日。




ＧＭ：それでは、次のシーンといこう！　舞台はノルドグラムの城内にある会議室、全員が登場となる。

アル：状況は？

ＧＭ：両者が対峙する状況は相変わらずで、敵は相変わらず沈黙を守っている。その状態のまま時間だけが過ぎ去り……ここはさっきシーンのラストから三～四日ほどが経過する。

アル：そんなに時間が過ぎちゃうのか。

ＧＭ：あ、なんかしておきたいことある？　ここで、選せん択たく肢しを出そうと思ってたんだが。

アル：選択肢？

ＧＭ：そう。キミらの選択によってシナリオの内ない容ようが変化するという趣しゆ向こうだ。大おお雑ざつ把ぱに言うとこのまま城に籠こもるか、それとも討って出るかという……。

ベネット：こっそり逃げ出すというのは？

ピアニィ＆エルザ：ベネットちゃん？（←Ｗ笑顔）

ベネット：ひ、ひィっ!?　ジョークですよジョーク!?　陽気なアメリカンジョーク!!

アル：なんでアメリカン……（笑）。

ナヴァール：むう……こちらから討って出るというのはちょっと考えにくいな。

アル：様子見がてら、ひと当たりしてくるという手もあるけど？

ナヴァール：いや。ここは本来敵てき地ちの上に、兵力は圧あつ倒とう的てきに敵の方が多い。無理は避さけるべきだろう。

アル：まあ、それが無ぶ難なんだよな、どう考えても。

ピアニィ：じゃあ、籠城を続けるということでよろしく。

ＧＭ：ＯＫ。ではあらためて……前のシーンから三日が経けい過かした。さっきも言ったとおり、全員登場で場所はノルドグラム城内に設もうけられた会議室ね。

アル：三日経たってしまうのか……。まあ、無事に収容が終わってよかったけど……。

エルザ：ベルフト軍に動きがないのが不気味よね。

ナヴァール：まあ、こちらとしては他に打てる手しゆ段だんは使者を送るくらいだな。逆ぎやくに、向こうから使者が送られてきたりは？　交渉を持ちかけてくるとか、ないのだろうか。

ＧＭ：その動きもないね。

エルザ：……どういうつもり？

ベネット：な、なーんかおかしい感じがするでやんすな。

アル：そうだな。（少し考えて）……とりあえず使者を送って様子を探さぐってみるのがいいかな。

ナヴァール：ではあらためて、オーギュスト王の名で停戦の命を出すとしよう。その返答を求む使者を送るぞ。

アル：その返答やいかに、ってことだな。

ピアニィ：あ、三日経ってるんなら、そういうやりとりしておけばよかったですね。

アル：ベルフトのことだから、使者を斬きって捨すてそうだよな。

ベネット：ぎゃあぇぁああ――――――っ!?


エルザ：（←びくっとした）

ベネット：ば、馬鹿な……っ、あっしは平和の使者だったはず…………がくり。

ピアニィ：なんで勝手に使者にっ!?（一同大爆笑）

アル：しかもなんでもう斬られてるんだよっ!?（笑）

エルザ：（←目を丸くしている）　び、びっくりした……（笑）。

ベネット：（むくりと起きて）いやなに、緊きん迫ぱくした場を和ませるためのジョークでやんすよ。

ピアニィ：でも、ベネットちゃんに正式に使者になってもらうのは悪くないかも。

ベネット：本気で殺す気か―――――!?（笑）

ピアニィ：じょ、冗談冗談。

アル：しかし……使者を送るにしろ、向こうの動きがまったくないってのは不安だな。

ピアニィ：もやっ、としますよね。

ナヴァール：…………もしかして……敵は、時間稼かせぎをしている？

アル：いったいなんのために？

一同：……う～ん。

ＧＭ：じゃあ、ここで判定してもらおうかな。全員、【感知】で判定を！　難なん易い度どは15だ。

ナヴァール：12なら、ファンブル以外は成功だ。（ダイスを振ふる）……18だ。

アル：（ダイスを振る）まあ、なんだ。10なのでわからん。

ピアニィ：（ダイスを振る）……成功。20です。

エルザ：（ダイスを振る）成功でーす。15。

ベネット：（ダイスを振る）あっしは21でやんす。

ＧＭ：では、成功した人ならわかる。布陣しているベルフト軍の規き模ぼなんだけど……よくよく監察と調査をすれば、それは二万九千人の陣容には大きく欠けるものとわかる。

一同：…………。

ナヴァール：は？

ＧＭ：そうだな……経験則から言えば、敵の陣容は約一万。これを、軍旗をたくさん立てたり、天幕を余分に作ったり……見せかけの数を水増まししていると分析できる。

ピアニィ：水増し!?

ベネット：さらに兵士が全員、反はん復ぷく横よこ跳とびで大おお勢ぜいに見せかけていただと……っ!?

ピアニィ：反復横跳びっ!?


アル：それならすぐ見み破やぶるよ!?（笑）

ナヴァール：まあ、戦力を大きく見せるのは古来よりよくある手だ……って!?

アル：じゃあ、残りの一万九千はどこに……っ!?

ナヴァール：いや、いや……っ、それよりもベルフト本人はどこだ!?

アル：は？　上陸した時、派は手でに暴あばれ回っていたろ？　マスターシーンで。

ナヴァール：だがそれ以い降こう、ベルフトは攻撃する素そ振ぶりを見せていない。

一同：…………。

ＧＭ：そう、ちょうどそのことについても言うつもりだったのだが……ちゃんと断言しておこう。ノルドグラムに敵軍が上陸して以来、キミたちはベルフトを一度たりとも見てない。

一同：え？

ナヴァール：ＧＭ、今「一度も」と言った？

ＧＭ：言いました。

ピアニィ：え、ベルフト兄様……いないの？

アル：………………まさか（笑）。

ＧＭ：そこで、ちょっとカットインの演えん出しゆつを入れよう。

アル：な、なんだろう。

ＧＭ：それは、ベルフト軍の天幕でのこと―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ノルドグラム港湾部に布ふ陣じんする竜りゆう炎えん騎き士し団だん―――その陣中。

　その中央に、あきらかに他とはちがう装飾の縫ぬい込まれた大きな天幕があった。

　軍の将……すなわちベルフトのものとおぼしき天幕の前に、ひとりの騎士が礼をもって跪ひざまずく。騎士の口から伝えられるのは、戦せん況きよう報告だった。

　その言葉を、黙だまって受けているのは―――。




ＧＭ：……と、そんな場面。騎士は、その天幕の中にいるベルフトに向かって淡々と告げる。「ノルドグラム城は依然、沈ちん黙もくを保たもったままです。兵を出兵する様子もありません」

アル：そりゃあ、まあね。

ピアニィ：攻撃する余よ裕ゆうもないもんね（笑）。

ＧＭ：そして、天幕の中よりなにか言葉を掛けられているのだろう。騎士は、どこか萎い縮しゆくした態度で「……はい。はい。では、そのように」と、声を返している。

ベネット：天幕の中には……ベルフト？

ナヴァール：いや、これは……。

ＧＭ：そして、言葉を聞き終えた将軍が一礼して立ち去ったあと―――ふいに吹いたのは、一陣の風。風は、天幕の出入り口を覆おおう、布をはらりとめくる。すると―――。

一同：…………。

ＧＭ：その天幕の中に、人影は―――ない。

ベネット：げぇええっ、やっぱりいない―――っ!?（笑）

アル：なるほどな……なんかわかってきた……（笑）。

ＧＭ：お察しのとおり、ノルドグラムに上陸してきた敵の兵員数の偽ぎ装そうは、実はすべてはギルドスキル《偽装情報》による効こう果かだ。




《偽装情報》

　偽いつわりの情報を流すギルドスキル。

　対象がその情報が偽りであると気づくためには、【感知】判定を行なう必要がある。




アル：【感知】判定に成功した人は《偽装情報》を見み破やぶって敵の数が見かけよりも少ないこと、それとここにベルフトがいない事実に気がついた、か。俺は気づかなかったがな！（笑）

ピアニィ：……お兄様はいませんっ、ぴきーん！（←気づいた人）

ベネット：陛下はなにを根こん拠きよにお気づきで？

ピアニィ：妹の勘かんです。

ナヴァール：い、妹の勘ですか。

アル：いろいろと、嫌いやな言葉だ（笑）。

ナヴァール：……しかしベルフトがいないとなると、あの上陸シーンはいったい。

ベネット：実は幻げん影えい。

ＧＭ：幻影のわけないだろ（笑）。

ナヴァール：上陸後、ベルフトだけすぐに引き払って、海上に待機させてた残る一万九千人の軍と合流、どっかに行った？

エルザ：最初に大おお暴あばれしただけ？

ＧＭ：思い出してもらおう。わたしゃさっきのマスターシーン、一度でも「ベルフトがノルドグラムに上陸した」と言ったでしょうか？

一同：え？

ベネット：……そういや、敵が上陸してきた時、アルは真っ先に戦いに出たでやんすよな。

アル：ああ。

ベネット：その時も「ベルフトとは会ってない」ってＧＭが断言したような。マスターシーンでベルフト、真っ先に突とつ撃げきしてたし、ぜんぜん姿を見ないっておかしくない……？

ピアニィ：あれ？

一同：…………。

ナヴァール：ああっ、そういうことかあ!?（笑）しまった！　この私としたことが……！

ピアニィ：え？　どういうこと？

アル：ノルドグラムにベルフトが上陸したというのは敵が仕し掛かけた虚きよ報ほうだ！　ベルフトはここにはいない。つまり別のどこかに上陸したんだ！

ＧＭ：そのとおり！

一同：なに――――――っ!?

ＧＭ：そう、実はオープニングのラストで描写したマスターシーンは、舞台がノルドグラムではなく……別のとある港街で起こった戦闘描写だったんだ。

ピアニィ：な、なるほどっ!?

ナヴァール：そう言われてみれば……たしかにあのシーンではノルドグラムと一度も言っていなかったような気がする。

ＧＭ：うん、そこは気をつかって描写した！

エルザ：叙じよ述じゆつトリックってやつですね……（笑）。

ナヴァール：やられた……（笑）。

ピアニィ：うーん。……ベルフト兄様のイメージに引きずられて思考停止しちゃったかも。

アル：くそっ、最初から討って出るべきだったのか！　変に時間を稼かせがれた！

ＧＭ：その時はその時で、他に用意はあったんだけどねー。うひひ（笑）。

エルザ：きくたけさんが悪い笑顔を浮うかべている（笑）。

ナヴァール：済んだことは仕方がない。では、ベルフトはどこに上陸したのだ？

ベネット：んー……ここはあっしのマブダチ・動物の王に聞くでやんすかね？

アル：ああ、《クウェリィ》か！　それはナイスアイデア！




《クウェリィ》

　動物の王を召しよう喚かんし、質しつ問もんすることができるサモナーのスキル。

　使用すると、ＧＭに直ちよく接せつ質問し、その回答をもらうことができる。




ベネット：じゃ、使うでやんすよ！　こい、動物の王よー！

ＧＭ：じゃあ……ぽんっ、とベネットの手のひらの上に出てきた。

ベネット：手乗りサイズ!?（笑）

ピアニィ：動物の王、ちっちゃ！（笑）

ＧＭ：「―――なんでも聞くがいい。私が答えられることなら、すべて答えよう」

ベネット：（揉もみ手しながら）へっへっへっ……では動物の王様、ちょっとベルフトさんの現げん在ざい位置を教えていただけないかと……。

アル：……そこまで下手にでなくても（笑）。

ピアニィ：じゃあ、テーブルの上に地図を広げます。

ＧＭ：ほい、では窓の外から一匹のリスが飛び込んできて……とととっと、地図の上に乗る。そして、両手にくるみを持ったそのリスは地図の上で―――。

アル：ああ。

ＧＭ：くりっと首をかしげた。かわいい。

アル：演出はいいから早く教えろよっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：そ、想像しちゃった……（笑）。

アル：いいから早く早く……！（笑）

ＧＭ：ち、余裕のない奴だ。ではリスがととっ、と地図の上を指し示した。ベルフトが通ったと思われるルートは……こうだ（と、地図の上にマーカーで線をひく）




　一同、地図をのぞき込んで沈黙する。




一同：ノルウィッチか――――――いっ!?

ＧＭ：そう、ベルフトはメルトランドの北岸に上陸、ノール川沿ぞいにノルウィッチに向かっていると示される。

ピアニィ：あ、あれっ!?　さっきあたしが言ったとおり!?　フェリタニアを目指してる!?

エルザ：い、言ってましたね、あたしならここを攻せめるって。

ベネット：（ゲラゲラ笑いながら）すげ―――っ、さすが兄妹！（大爆笑）

ＧＭ：いや、実は内心びっくりしてたんだけど、顔に出さないようがんばった（笑）。

ナヴァール：（地図を見ながら）……つまりこれはあれか？　陸路でノルウィッチに進軍する時間を稼かせぐために、一万の軍を割いてノルドグラムに上陸、我われ々われを釘くぎ付づけにした……？　こ、このナヴァールともあろうものが……っ、我々は、ベルフトの名前だけでノルドグラムに釘付けにされたのだ。ベルフト殿の影かげに怯おびえてな……！
















アル：大軍で陽動しておいて、その隙すきにこっちの王都を直ちよく撃げきかよ……やるか、そんなこと？

ＧＭ：なに言ってんだ！　前巻であんたらがやったのと同じ戦法だよっ!?

アル：そ、そう言われてみればそうだったっ!?（笑）

ＧＭ：キミたちにできることなら、相手だって同じ方法が使えるってことだ。

アル：反はん論ろんの余よ地ちがない（笑）。

ＧＭ：ではここで一回シーンを切って、マスターシーンを挟みます！







◆Middle 03◆ベルフト進軍




　その報告に、連合王国王都ノルウィッチは騒そう然ぜんとした。

　メルトランド北岸に突とつ如じよ上陸を開始した正体不明の軍……彼らの掲げる軍旗に描かれた紋章の意味を、城の誰もが理解していたからだ。

　―――ベルフト。

　かの魔神が、フェリタニア・メルトランド連合王国の大地を踏んだのだ。




　―――帝てい紀き八一三年一〇月二一日。




ＧＭ：では、マスターシーンといこう！　時間的には少し巻き戻って……数日前。ちょうどベルフトの軍勢の一部がノルドグラムに上陸した翌日かな。

アル：ああ、オープニング最後のマスターシーンのあと。

ＧＭ：そうそう。シーンはまず、ノルウィッチから始まる。現在、ノルドグラムに向かったピアニィたちに代わり、ノルウィッチで指し揮きを執とっているのはイザベラだ。




[image: ]




ナヴァール：妥だ当とうなところだな。

ＧＭ：執務室に駆け込んできた部下よりの報告を聞き、イザベラが手にしたティーカップを取り落として叫ぶ。「馬ば鹿かな、ベルフトだと……っ!?」

アル：そ、そりゃびっくりだよなあ……。

ＧＭ：「は、先ほど入った報告によれば間違いはないかと。メルトランド北部の港街バーラエ、その警備軍を一いつ蹴しゆうし……約二万を擁するベルフト軍は現在、ノール川沿いにこのノルウィッチをめざしている模様です」

ナヴァール：（地図を見て）……それなりの距離はあるな。少しは余裕がありそうだ。

アル：三〇〇キロくらい？　んー、一〇日くらいは掛かるか。

ＧＭ：イザベラもそれと同じことをつぶやく……が。部下は、報告書に視線を落としたまま悲壮な声で叫んだ。「……イザベラ様っ、は、速い……速いのです！　ベルフト軍は通常の三倍の速度で行軍中っ！　あと三日と半でこのノルウィッチに来ます……っ！」

一同：なにぃっ!?


ベネット：（げらげら笑いながら）さすがに三倍とかないだろ――――――っ!!（笑）

ナヴァール：いやいや、中国の司馬懿は通常の行軍で一ヶ月はかかる道程を、昼夜問わずの進軍を強行して八日で踏破した……なんて逸話もあるぞ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ベルフトはこの奇襲のため、行軍を遅くするすべての要素を切り捨ててきたのだ。足の遅い砲兵や重装兵はすべてノルドグラム包囲に回し、連れてきたのは軽騎兵や銃騎兵のみ。それどころか衛生兵や補給部隊すら連れておらず、食料も兵士たちが各自、上陸のさいに補給を受けたもののみだ。切り詰めても三～四日分しか保持していない。

アル：て、徹底してるな。それ、戦えるのか？

ナヴァール：敵地で戦い、勝利し、略奪するつもりなんだろう。

ＧＭ：基本ですな。

ピアニィ：!?

エルザ：それだけ戦いに自信があるってことね。

アル：くっそ、これって何日か前のシーンだよな。俺たちがノルドグラムに釘付けにされてる間にノルウィッチを襲うって話か。

ベネット：逃げてイザベラ！　超逃げてっ!?


ナヴァール：いや、イザベラは逃げないだろ。むしろ……。

ＧＭ：そう。報告を受けてから、イザベラの対応は早かったっ！　「……全軍に通達っ！　これよりノルウィッチ常備軍は戦せん闘とう警けい戒かい態勢に入る！ 　ふ、ふふ……ベルフトか、相手にとって不足なし！　このノルウィッチ城の底力を見せる時……っ！」

一同：やっぱりか―――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：あああああ……っ！（笑）

ＧＭ：そして―――……。




　ベルフト軍上陸の報しらせは、ノルウィッチを震しん撼かんさせるに十分だった。

「すぐに出せる兵はどのぐらいある？　近隣に配備している兵をすべて呼び戻し、ベルフト襲来に備えさせろ。それと例の〝あれ〟は間に合うか？」

　戦支じ度たくを整えながら、イザベラは兵に問う。

「は、ベルフト襲来が三日半後となると、正直ギリギリな線かと―――」

　時間が足りないことは理解していた。今は少しでも時間とそれを稼ぐ戦力が欲しい。

　イザベラは逡しゆん巡じゆうしてのち、脳裏にひとりの男の顔が浮かべた。

「……オトガル殿は今日、ノルウィッチに来る予定になっていたな？」

　不遇な立場に立たされてきたメルトランドを長く支え続けたオトガル……実戦経験豊富な彼なら、今回の指揮を執らせるにふさわしい。現在、彼はシャールズベリを警護する任にあたっているが、本日、軍議のためにこのノルウィッチに帰還することになっていた。

　それは、イザベラにとっては幸運なこと―――そのはずだった。

「オトガル殿はまだお戻もどりには……。遅れるという連絡も……」

　その言葉を受けてのち、雲行きの妖しくなった空を見上げてイザベラは呟つぶやいた。




「―――まさか、な」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：………………。

ナヴァール：な、なんだその不吉な雰ふん囲い気き……。

ＧＭ：ではここで、シーンが暗転してベルフト軍の行軍風景が映うつし出される。場所はどこか薄暗い山峡に差し掛かった辺りとしよう。巨大な軍が、ベルフトを先頭に縦隊となって山間の細い回廊に進入していく―――そんな光景。

ナヴァール：ど、どこだそれは。ノルウィッチに向かう途中だよな？

ＧＭ：まあ、そうなんだけど……進路上にちょっと邪魔なものがありまして。

一同：邪魔？

ＧＭ：（地図を広げて）さて、ここで問題です。上陸したベルフトが首都ノルウィッチを狙ねらうとして―――その進路になにがあるでしょう？

一同：…………（地図をのぞき込こむ）。

アル：レスノールか……っ！

エルザ：レスノールってメルトランドの旧きゆう王おう都とですよね？

ＧＭ：です。で、この山峡を抜けた先にレスノールがあると思ってほしい。そして今、山峡に入っていく一軍を近くの崖から見下ろす武装した数名の男がいると思ってほしい。

ベネット：男？

ＧＭ：そう、先頭に立っているのは将とおぼしき初老の男だ。「……副官、どうやら間に合ったようだぞ」「はい、オトガル様」
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ナヴァール：やっぱりオトガルかよっ!?


アル：なぜオトガルがそこにいるっ！　ベルフト軍に挑いどむ気か!?

ＧＭ：オトガルはメルトランドを愛する男。ベルフト上陸の報を聞き、この地を……旧王都レスノールの危機を看過することはできなかった―――そういうことだ。

ナヴァール：む、そう言われると……そうだな。

ＧＭ：ベルフト上陸の報を聞いた彼はシャールズベリに部下を置いたまま、転送装置を使用して単身、レスノールに移い動どうしたんだ。

ピアニィ：部下を置いたまま？

ＧＭ：そう、軍を連れて移動となると時間がかかるからね。で、街の警備隊をまとめて……というか、かき集めて今、ここに立っている。その数、およそ一千―――。
















アル：たった一千か……（笑）。

ベネット：こ、この流れは……。

ＧＭ：「ベルフトの目的はレスノールにあらず。おそらくは、ノルウィッチであろうな」

ナヴァール：（副官になって）「はい、あの人数で連合王国すべてを制せい圧あつするのは不可能。だとすれば王都陥かん落らくが目標でありましょう」

ＧＭ：「副官、かき集めたこの一千の兵をもって、あのベルフトをどれだけ足止めできるか、お前の意見を聞きたい」

ナヴァール：（副官になって）「―――二時間です」

一同：そんだけっ!?


ＧＭ：みじけーな、おい!?（気を取り直して）「ならば、この二時間に生命を懸かけるとよう」

ベネット：やっぱりそのパターンか――――――っ!?


ピアニィ：わー！　死なないで―――っ!?


ナヴァール：（少し考えて）副官の青年は、オトガルに言うだろう。「この生命、無駄にはなりません。その二時間でレスノールの民は難なんを逃のがれることができましょう」

ＧＭ：その言葉にオトガルは落ち着いた笑顔で頷き……わびる。「―――すまんな」




　そう告げてオトガルは眼下を行軍する敵へと向き直り、表情を引き締める。

　祈るように、そして万感の想いを込めて剣を掲げ―――号令を発した。

「旗を揚あげよ……っ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　山峡を行軍するベルフト軍の左右に切り立つ崖……その上にメルトランド軍旗が翻ひるがえった。

「敵襲―――っ！」

　その声が上がるや否や、左右より雪崩れ落ちる岩がベルフト軍の隊列を大きく乱す。

　左右を山に挟まれ、逃げ場はない。ひときわ巨大な岩石が先頭を征いくベルフトめがけて落とされるも、しかし彼はこともなくそれを自身の大たい剣けんを振ふるって払はらい落とした。

　それを合図とするように、オトガルの軍勢が砂塵を巻き上げて一気に崖を駆かけ降りる。

　ベルフトは浮き足立つ部下を鎮めんと声を上げようとして……眼前に立ちふさがる、一騎の騎馬に気づいた。

　馬にまたがる初老の騎士は手綱を握ったまま、強い声をもって告げた。




「レイウォール王国第二王子ベルフト殿とお見受けする。

　我はメルトランドが騎士オトガル・カルカーニ……しばしの間、お付き合いいただこう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：オトガルかっこえ―――っ！（笑）

エルザ：ベルフトは、剣を抜きながら……「ならば、我が全霊をもってお相手しよう」と！

ＧＭ：そうそう、にやりとふてぶてしい笑みを浮かべてね。……さて、ではここでダイスを振ってもらおう！

ナヴァール：ダイス？

ＧＭ：そう、ベルフトに挑いどんだオトガルが、どれだけベルフトの戦力を削けずれるかを決定するダイスロールだ。……先に言っちゃうと、今回のクライマックスは大軍同士の大だい規き模ぼ戦闘になるの。それまでに、どれだけベルフト側の戦闘力を削れるか……そこが地味に大事になる。

ナヴァール：なるほど……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ベルフトの修しゆう正せいを加えると敵軍の戦力は[image: 158]。ここでは大規模戦闘による戦力の減衰とか内政による回復分とかもろもろ込みで……16＋１Ｄ分だけ減げん少しようさせられる。

アル：あ、ここはオトガルの生みの親である社長に振ってもらいましょうよ（笑）。

ＧＭ：ええ、もとよりそのつもり！　さあ、どうぞ。

ナヴァール：よ、よし。じゃあ、振る……前に。フェイトでダイス増やしてもＯＫ？（笑）

ＧＭ：前巻と同じように、ここは特とく殊しゆなロールなんでダメです。あ、ただしフェイトによる振り直しだけは認みとめます。

ナヴァール：わかった。では……たあ！（ダイスを振る）ダイス目は……４っ！

ＧＭ：ということは合計20！　それはかなりの善ぜん戦せんだな。ベルフト軍戦力が[image: 138]になった。

アル：20戦力……単純には換算できないけど六千人ほどの被ひ害がいを与あたえたことになるな。

一同：六千っ!?

ベネット：ベルフト軍相手に六千っ！

ナヴァール：たったの一千人で！　オトガルすげ―――っ！（笑）

ＧＭ：そう言われると、本当に大健闘だ。しかし……数時間の戦闘ののち、山峡の回廊……南側より悠然と姿を現わしたのはベルフトの軍勢。彼らの前方には旧王都レスノールが佇む。

ナヴァール：む……。

ＧＭ：ベルフトが無言で突き上げた腕を振ると、配下の兵たちが一斉にレスノールへと襲いかかった―――と、そんな光景が展開されて……。

アル：だけど、ここで時間を稼いだおかげでかなりの住人が避難できたはず……。

ナヴァール：……うむ。

ピアニィ：あ、あれ？　オトガルさん……は？

ＧＭ：では、視点をそちらに移そう。そこは山峡の回廊―――静寂に満ち、木漏れ日がちらちらと光を落とす中……無数の兵士たちが無造作に、そして軍の区別なく折り重なるように転がっている。辺りに立ちこめるのは血の臭いだ。

ピアニィ：あ、あれ？

ＧＭ：そんな光景の中、ぴくりと動く騎士がひとり。もはや込める力もなく、両腕をだらりと下げて……正座しているような姿勢のままに座り込んだオトガルの姿がある。

一同：お。

ＧＭ：彼は胸で大きく息し、相当に苦しそうだ。視線で周囲の状況を探れば、傍らに目を見開いて物言わなくなった若き副官の姿。

ピアニィ：!?


ＧＭ：残る最後の力を振り絞って副官の顔に手を伸ばし、その瞼を伏せる。もはや言葉はなく、満足げに微笑みかけるのみ。オトガルの腹にも鎧を貫いて穿たれた、おそらくは致命傷であろう傷がある。

ナヴァール：え、死ぬ!?　死ぬのかっ!?


ＧＭ：オトガルはそのまま力なく天を仰いで、木々の隙間より垣間見える空を見つめる。その蒼穹にスリスやピアニィ、誰よりもナーシアの姿を思い浮うかべて、そして―――……。
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「―――次の時代を作るのは、あなた方だ」




　心でつぶやいて……まるで糸の切れた操り人形のように崩れ落ち、首をうなだれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナヴァール：オ――ト――ガ――ル―――っ!!


ピアニィ：し、死んじゃった―――っ!?


ベネット：そりゃ叫びたくなる……社長が生みの親でやんすからなあ、オトガル……。

ナヴァール：こいつ、『ブレイク』二巻で死ぬ予定だったんだよなあ……。

アル：そ、そうだったのか……（笑）。

ベネット：とりあえずこのマスターシーンはここまで……？

アル：いや、俺らがノルドグラムに釘付けになってた日付まで演出するんじゃ……？（笑）

ＧＭ：うん、そのとおり。つまり、ここで数日の時間を経て―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――帝紀八一三年一〇月二五日。




　オトガルとベルフトの交戦より、幾ばくかの時が流れた。

　イザベラは、城のテラスより地平の彼方を見つめながらその時を待っていた。

「……地平線に敵てき軍ぐん見ゆっ！」

　見み張はり塔とうの兵が巻まき上がる土つち埃ぼこり……すなわち、進軍する軍勢を確認して声を上げる。

　イザベラも、ほぼそれと同時に目視した。

　ノルウィッチに向けてまっすぐ迫せまる、鬼神の軍団を。




ＧＭ：ここで場面はノルウィッチに戻る。イザベラは敵軍を地平の彼方に目視してのち、武者震いしながらつぶやく。「―――きたか、ベルフト。ここがお前の終しゆう焉えんの地となる」

アル：自信たっぷりっ!?（笑）

ピアニィ：ノルウィッチ城対ベルフト兄様（笑）。

ＧＭ：動どう揺ようする城兵たちに向け、「……静まれぃ！」と声を上げて制し、宣言する。「ここは、我わが連合王国の王都である。これを蹂じゆう躙りんせんとするベルフトは看過できぬ……！　ピアニィ陛下が戻もどるまで、なんとしてもここを護まもるのだ！」

ベネット：（いきなり兵になって）「は！　……ノルウィッチ城、起動せよ！」

一同：起動っ!?（笑）

アル：起動ってなんだよ!?　城に対する命令じゃないよ！（笑）

ＧＭ：いや、だいたい合ってる。「今こそノルウィッチに秘ひめられた真の力を見せる時！」その声に呼応するように〝ゴゴゴゴ……〟　―――盛大な地響きと共に、土煙を上げながらノルウィッチ城が悠然と立ち上がる。

ピアニィ：立ち上がる!?


アル：立ち上がるってなにっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：そのままの意味だ。「……砲ほう門もん、開け！」　命令が下されると城のてっぺんが開いて巨きよ大だいなレンズが出現する！　「……これぞ我がメルトランド王家に代々伝わる古代の超兵器！　太陽と月と星、空の光をすべて集めて撃ち放つ……超ノルウィッチ砲ほう！」

一同：超ノルウィッチ砲!?


アル：き、きっと、ほんとはもっとちがう名前だったんだろうなあ……なんと言うか、古式ゆかしい名称でさ……（笑）。

エルザ：き、きっと、そうでしょうねえ……（笑）。

ＧＭ：あきれないでいただこう！　「偏光角、合わせ！」　その声に、等間隔に並ぶいくつかの尖塔……その最上部に備えられた鏡の方向が、イザベラの声に動いてく、く……と微調整される。偏光板が反射した光はノルウィッチ砲の後部機関に集められ、まばゆい光を放った。

ベネット：もう次のイザベラのセリフ、わかったでやんす。

ＧＭ：「薙なぎ払はらえ……っ！」（一同大爆笑）

ピアニィ：ビームがぴしゃーって（笑）。

ＧＭ：そのとおり！　イザベラの声に、収束して放たれた光の束は、瞬間で行軍するベルフト軍がいる場所を横一線に薙いだ。光の白に風景が染められ……一瞬の沈黙ののち、轟ごう音おんと閃光が巻き起こる。

一同：おお（笑）。

ＧＭ：イザベラは強い笑みを浮かべ、拳こぶしを握にぎりしめて言った。

ベネット：「……や、やったか!?」

アル：そのセリフはダメだろ―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：絶対にやってないんだ、そういう時はっ!!（笑）

ＧＭ：そのとおり！　濛もう々もうと沸き立つ煙けむり、そして炎！　その中より悠ゆう然ぜんと姿を現あらわしたのはベルフトだ。「……なかなかの見せ物だ。が、我が剣を抜ぬかせるほどではない」

一同：なに――――――っ！（大爆笑）

ＧＭ：「馬鹿な、ノルウィッチ砲が効きかない!?」　困こん惑わくする兵士たち。

アル：い、いや、困惑してるのは俺らの方だから……と、その砲台を見つつ（笑）。

ＧＭ：そして、やがてノルウィッチ外周部まで到達したベルフト軍。レスノールで調達したのか、攻城戦用の破は城じよう槌づちをもって攻撃は開始された。そんな状じよう況きようの中……城内、執務室。歯は嚙がみするイザベラに抱きしめられたまま、スリスは泣き出しそうな表情で震ふるえており―――。

ピアニィ：ス、スリスちゃん……。

エルザ：そ、それで……？

ＧＭ：ここで画面はフェードアウト、一いつ旦たんシーンを終了しようか。

一同：ここで切るのか――――――っ!?（笑）







◆Middle 04◆外と内と




　ベルフト不ふ在ざい―――この事実は衝しよう撃げき的てきをもって周囲に伝えられた。

　かの鬼神の影に怯おびえ、貴き重ちような時間を無む駄だにしてしまった事実はもはや取り戻せない。

　だが、このまま黙っているわけにはいかなかった。




　―――帝紀八一三年一〇月二五日。




ＧＭ：お待たせしました！　ここで舞ぶ台たいは再びノルドグラムへ。《クウェリィ》によりノルドグラムを包囲する軍勢にベルフトがいないことが判はん明めいした直後だ。もちろん全員登場！

エルザ：えっと、ベルフト本隊がノルウィッチを攻めていることは知ったんですよね？

ＧＭ：うん、その状況も《クウェリィ》で知ったことにしよう。このシーンでは、ＰＣが具体的にどうするかを決めてもらうことになる。

ピアニィ：は、早く救きゆう援えんに向かわないと！

ナヴァール：（少し考えて）……それには問題がある。

ピアニィ：問題？　なんですか、ナヴァール？

ナヴァール：今、我々がノルドグラムを離はなれるとこの街を捨すてていくことにならないか？

アル：戦争が終わったばかりだし、今のノルドグラムに一万の敵兵に耐たえる力はない……？

ナヴァール：それもあるが、城兵の大半はレイウォール兵だ。敵の兵士と同じく、な。

アル：ああ、それもあった！

ベネット：いくらオーギュスト王がピアニィを第一継けい承しよう者しやとして認みとめたからといって、すぐに全員が従したがうってわけじゃないでしょうからねえ。

ナヴァール：そのとおり。戦場スキルの《内ない応おう》でレイウォールの兵を味方につけて城は落としたが……だからといって二万もの城兵が同どう胞ほうと戦うかと言えば、答えは否いなだろう？

ピアニィ：あたしたち、ちょっと前までレイウォールの敵だったし……。

ナヴァール：そんな状況で、我々が連れてきた一千人を置いて四人でノルウィッチに行くことができるかね？

ピアニィ：う、きびしいですね……。

ＧＭ：つか、よくそんなことに気づくな……（笑）。

ナヴァール：ちなみにステラが率いる一万の連合王国軍は……（地図を見て）今から引き返しても間に合わないな……。

アル：しかし、どうする？　このまま睨にらみ合いを続けるわけにもいかないだろ。

ナヴァール：……だから、お前たちの軍にベルフトがいないのはわかっているぞ、という使者を送ってみよう。ベルフト不在を見み破やぶったからお前たちの負けだって通達するのだ。

エルザ：でも、ベルフト不在とはいえ、そんなに簡かん単たんに降こう伏ふくするかしら？

ナヴァール：揺ゆさぶりにはなるだろう。最低でも相手の様子をうかがい知ることはできる。

アル：よし。じゃあ、俺とナヴァールで行こう。いいか？

ナヴァール：うむ、異論がなければそれで。

ピアニィ＆エルザ：いいでーす（笑）。

ＧＭ：では、ふたりが布ふ陣じんしているベルフトの陣営に向かうってことでいいかな？

ナヴァール：……ああ、大手門は危あぶないから開けない方がいいな。これだけの都市だ、搦からめ手て門や脇わき門があるだろうからそれを開けて外に出よう。

アル：俺とナヴァールの旦那が出たらしっかりと門を閉しめてくれよ。

ベネット：任まかせるでやんす！　これ以上はないってくらいきっちり閉めたるで―――っ!!


アル：そ、そういう言われ方だと閉め出されたように聞こえる……（笑）。ま、まあいいや。ともかく俺たちは馬に乗って敵陣に近づくわけだが……。

ＧＭ：するとすぐに、敵軍の兵士たちが警けい戒かいして駆かけつけてくるな。

アル：フェリタニア・メルトランド連合王国の騎士、アル・イーズデイル。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアに仕える者だ。この軍の指し揮き官かんを出してもらおうか。

ＧＭ：「殿下は貴様のような者と交渉するつもりはない」と、兵士は突つっぱねようとする。

ナヴァール：白を切るつもりらしい。

アル：そうはいくか！　この陣中にベルフト将軍がいないことは知っている！　指揮官を出してもらおう！　と、わざとらしく大声で言うぞ。

ＧＭ：その声が響くと、兵士たちはそろって驚おどろきの表ひよう情じようを浮かべる。で、小声で相談を始め……ややあって、格上であろう人物が後方の天幕の中より護衛兵を引き連れてやって来る。

ナヴァール：乗ってくれたようだな。ここからが本番だ。

ＧＭ：「私はベルフト殿でん下かに従うツナギ・オシミヤだ。殿下よりいくらかの兵を預かる身である」　そう朗ろう朗ろうと語るのは左目を眼帯で覆った黒髪の少女だ。年齢も二〇歳そこそこ、といったところだろう。ちなみに読者投稿キャラだ（笑）。




ツナギ・オシミヤ／二二歳／ヒューリン

　エリンディル大陸東方の出身で、しかもダイミョウの娘であった。

　そこで陰謀に巻き込まれて大陸を脱出、アルディオンに落ち延びてきた。ある時、酒場でレイウォール兵と諍いさかいになり、逮たい捕ほされるも、のちにそれが縁で竜炎騎士団に入ることとなった。
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アル：東方のサムライ、か。ひと目見てこいつ、できるな―――と感じて警戒する。

ＧＭ：眼光鋭くにらむアルの視線に気づき、ツナギは言った。

アル：ああ。

ＧＭ：「あ、あの、そんなにらまないで……くれると…嬉うれしいです。え、あ、もしかしてにらんでない……？　す、すみません」

アル：なんでいきなり弱腰なんだよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、投とう稿こう内容をよく読んだら、自分に自信が持てない人らしく。しかも、なにかにつけてすぐに謝あやまるらしい。ゆえに、部下への指示も甘く……いつも大変なことになる、そんなレイウォール三二将・ぶっちりの三二番目。

アル：って、三二将かよこいつ！（笑）

ナヴァール：ともかく交渉を続けよう。読者投稿だからといって、手て加か減げんはできん！（笑）

ＧＭ：ふたりの決意に怯おびえる、ツナギ。しかし、うしろについていた護衛兵が……「ちょっと隊長隊長、ここはもっと毅き然ぜんとした態度を見せるべきでは。隊長は、やればできる子なんですから」「う、うん、そうだね」

アル：…………き、緊張感が……（笑）。

ＧＭ：ツナギは、そこで気を落ち着け深呼吸をして……すっ、と目を細める。
















アル：お？

ＧＭ：「まずは貴君らに聞きたい。我がレイウォールが王都を不当に占せん領りようした者たちが、いかなる言い訳わけをするつもりか？」

アル：キャラ変わったっ!?


ＧＭ：自分に自信はないだけで、元々資質を備えた誇り高き東方のサムライだからな。むしろ、こっちが本質なのだ。うん。

ナヴァール：ＧＭがやりたい演出と、キャラ設定が……交ざっちゃっただけだな？

ＧＭ：わかる？（一同爆笑）

アル：い、いや、そっちの口調の方が相手しやすいのでそれで！　ええと―――このノルドグラムにはお前の主たるオーギュスト王がいる。姫さん……ピアニィ陛下は、オーギュスト王から直接王位継けい承しよう権けん第一位を認められた。それで不当な占拠と言えるのか？　むしろ、王都に軍をもって迫るお前たちこそ王に不義をしていると思うが？

ＧＭ：「我らにとって、ベルフト殿下の命は王命より優先する」

アル：な、なにい……!?　開き直りやがった！

ＧＭ：「今回の軍事行動は、すべてベルフト殿下の命に基もとづくもの。よって、この包囲を解とくわけにはいかぬ。貴き公こうらの意見は聞けぬ」

アル：おい、てめえら。お前らはベルフトにおいていかれたんだぞ？　捨て駒にされたんだ。このままじゃいずれは全滅、もしくは反逆罪で捕まるんだぞ？

ＧＭ：「なぜかは知らぬが、殿下がここにいないと確信している様子。いいでしょう、その通りです。ならば今一度、言いましょう。我らが殿下から命ぜられたのは、貴公らを足止めすること。貴公らがここを出るというのなら、我々は武ぶ力りよくをもって応じよう」

アル：全滅しても、か？

ＧＭ：「無論」

アル：こいつら、全部わかった上でやってるのか！　死ぬ気でここに陣を敷しいてやがる！

ナヴァール：なるほど、つまりベルフト殿は知ち略りやくにおいてもそのカリスマ、指導力においても一流であるということ。貴公たちが王として従うのもよくわかる。だが……。

ＧＭ：だが？

ナヴァール：……これ以上、好きにはさせんよ！　おぬしたちを力で打ち破やぶってみせよう！

一同：おおっ!!

ＧＭ：「面白い、では互いに戦支度を整えて明日、陽が天の一番高いところに昇るを開戦の合図としよう。よいな？」

アル：ああ。時間はかけられねえ。踏ふみつぶすぜ。

ＧＭ：「その言葉はそっくりお返しする」ツナギ・オシミヤは最初のおどおどした態度はどこへやら、自信たっぷりに言い返す。

アル：そうと決まれば、俺たちも城に戻って戦の準備だな。

ＧＭ：では、お互いに背せを向けて去るってところで、このシーンは終了としよう！







◆Middle 05◆エルザ無双～決戦前夜の決戦～




　ツナギ・オシミヤ率いるベルフト軍との決戦が決まったその夜―――。

　アルは、姉エルザの部屋を訪たずねた。

　そしてここに……もうひとつの戦いは始まった。




ＧＭ：では、次のシーンにいこう。ノルドグラムの城にアルたちが戻もどってきたあとの場面だ。希望者だけ登場して、会話するシーンを作ろう（笑）。

アル：じゃ、姫さんへの報ほう告こくを終えたあと……エルザ姉に会いに行きたい。

ベネット：せっかく姉がいるし、演えん出しゆつしておこうってことでやんすね（笑）。

アル：うん、そう！（笑）

ナヴァール：じゃあ私わたしは決戦の準じゆん備びがあるってことで、退たい場じよう（笑）。

アル：ああ、ナヴァールの旦だん那な。またあとでな。というわけで、エルザ姉に声を掛かけるぞ。

エルザ：じゃ、わたしは用意してもらった部屋にいることにします。

アル：俺おれはその部屋をノックするわけだ。とんとん。

エルザ：アルくん？　入っていらっしゃい。

ピアニィ：あ、あたしも一緒に登場していい？

エルザ：あ！　まずはふたりきりにしてもらえると嬉うれしいっ！

アル：なに……っ!?


ピアニィ：えええぇぇぇぇっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：……どうやら、姉弟で話をしたいようだ。

ピアニィ：あ、なるほど。……はーい、それじゃしばらく見てまーす（笑）。

エルザ：ふっふっふ……ありがとう。じゃ、アル君、入ってらっしゃい？　用事はなに？

アル：こ、こええぇぇええ……っ！　い、いや、ちょっとエルザ姉に話があってさ。

エルザ：話？　なんの？

アル：真面目な顔をして言うぞ？　俺は、エルザ姉がこれまでなにをしてきたか、あまりわかってないって方向で話すが！　……エルザ姉は、母さんを連れて逃にげた方がいい。

エルザ：なによ、藪から棒に。

アル：わかってるだろ？　すぐにここは戦場になる。ふたりは少しでも遠くへ逃げてくれ。

エルザ：まあ、母さんに脱だつ出しゆつしてもらうのはわたしも賛さん成せいだけど。

アル：そうか。だったら、早く一いつ緒しよに……。

エルザ：でもわたしは、あなたたちの戦いについていくわよ？　そのためにここに残ったようなものだし、最初からそのつもりだし。

アル：ま、待ってくれ!?　城の中にいるならまだしも……ついてくるって!?

エルザ：なに驚いてるのよ。アル君は全然知らないだろうけどさ……わたしも家を出てからちょっと傭よう兵へいをやっていたりするのよ？（笑）

アル：いや、その話はちらっとは知ってるけど……橋を落としたり燃やしたり（笑）。

エルザ：それに、今回は少しだけレベルも上がってたりするし？

ピアニィ：少しどころじゃ（笑）。

エルザ：そーいえばさ、この間のノルウィッチの会議であなたたちがバルムンクの話をした時には驚おどろいたわ。わたしも、バルムンクとはやりあってたから。

アル：そ、そうなのか？

エルザ：うん、バルムンクの始し祖そのひとりを倒たおしたわ（一同大爆笑）。
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アル：なにぃっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：超ちようストレートだよ!!（大爆笑）

アル：待て、待ってくれ待ってくれ！　バルムンクの始祖……を？

エルザ：正せい確かくにはわたしとわたしの仲間たちで、だけどね♪

アル：ど、どういうことだ!?　そんな話、初めて聞いたよ！（笑）

エルザ：ま、あなたたちが関わってる奴以外にも、バルムンクはいるってことよ。彼らはそれぞれがそれぞれの思おも惑わくで動いてる。これまでも、歴史の裏うら側がわにそういうことがたくさんあったの。たとえば、五年前のアヴェルシアの崩ほう壊かいとか、ね？

アル：う、うん。

エルザ：まあ、始祖といっても過か去この英えい雄ゆうに一度倒たおされていた残ざん骸がいのようなもの。そういう意味では、わたしたちはただ単に死しに損ぞこないにトドメを刺さしたってくらいだけどね。

アル：ざ、残骸っていったって、おいそれと人が手を出せるようなもんじゃなかっただろ……？

ナヴァール：少なく見積もっても、テオドールやファラフナーズと同じランクだろうしな。
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エルザ：もちろんすべては、たくさんの仲間がいたから、やってこられたこと―――（←どこか遠い目）。

ＧＭ：そこに仲間たちの笑顔が……。

ベネット：夜空にキラーン（笑）。ダイン、無茶しやがって……。
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アル：それ、死んだみたいじゃないか!!（一同爆笑）




　注：エルザの仲間は、全員生きています。




エルザ：あ、ちなみに今回、グラスウェルズの内乱に参戦したのも、いろいろお世話になった人があっちで戦っていたからでさ。

アル：そ、そう……。もう、開いた口がふさがらない俺（笑）。

エルザ：まあ、そういうわけだから、わたしのことなんて心配しなくていいわよ？

アル：そ、そうかあ、商売しか考えてなかったあのエルザ姉がなあ……（しみじみ）。

エルザ：コラ。商売は好きだけど、基き本ほん的てきにはお金というより、それを介して人と交流するのが好きって話よ？

アル：……で、でもさ、危き険けんどころの騒さわぎじゃないぜ、きっと。

エルザ：わかってる。でも、ノルウィッチには家族や一族がいっぱいいて、守りたい人がいる……だから、戦う。それっておかしいこと？

アル：…………いや、そうか、そうだな。ノルウィッチは俺たちの故こ郷きようだもんな。

エルザ：そういうこと。

アル：わかった、前言は撤回する。一緒に戦ってくれ。

エルザ：もちろん♪　……あ、そうだ。わたしからも聞いておきたいことがあるんだけど。

アル：あ？

エルザ：（シリアスな声で）―――あなた、ナーシアさんとはどういう関係なの？

ＧＭ：こんどはそっちかよっ!?（一同爆笑）

アル：ええっ!?　どういうって……。

ピアニィ：あー、それは聞きたい……っ。

ナヴァール：陛下、我々は登場してないので……。

ピアニィ：……はい、おとなしくしてます（笑）。

アル：ど、どういう関係って言われても……その……なあ？

エルザ：なあ、じゃなくてはっきりしなさいよ。

アル：う、うう～……ん……なんというか……兄妹弟子、かな？

エルザ：それだけ？　ほんとに？（ギロリ）

ベネット：お姉ちゃんの追つい及きゆう、きた―――っ!!（笑）

アル：まあ、その……助けてももらったよ、何度も。……それ以上にひどい目にもあわされた気もするが……（笑）。

エルザ：……じゃ、ピアニィさんのことは？

ナヴァール：うわ……っ（笑）。

ＧＭ：意図しないところからの攻こう撃げきが……っ。

ピアニィ：じー。

アル：ひ、姫さ……。

エルザ：「姫ひめさんがどうかしたのか？」みたいな答え方はしないわよね？

アル：ええっ!?（笑）

ベネット：逃にげ道みちを封じた!?

ピアニィ：ど、どうなんですか？（どきどき）

アル：え、ええと……「姫さんのことは」っていきなり聞かれても……なあ？

ナヴァール：だからといって、単なる王と騎き士しだよ、とも言いにくいし？

エルザ：うーん……その態度を見て、難むずかしい顔になって考えますよ。

アル：なに難しい顔してんだよ。そもそも騎士になったのは成り行きでだな……。

エルザ：成り行きぃ!?　ちょっと、あなたはどういうつもりであの子の第一の騎士ってポジションにいるのよ!?

アル：話すといろいろ長いんだが……ひと言で言うと―――やっぱり成り行きかなぁ？

エルザ：すると、もっと怖こわい顔になっていきます。

ＧＭ：ゴ、ゴゴゴ……地鳴りのような音が、たしかにアルには聞こえた。

ピアニィ：あああ～……っ（笑）。

エルザ：アルくん。あなたは、もう中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでいてはいけないと思うのっ。

アル：……へっ？

エルザ：すべてを決めるのはあなたの自由よ？　でもね……っ!?

ＧＭ：説教に入ったぁっ！（爆笑）

ピアニィ：あ―――っ、もう、そわそわしちゃう！（笑）

ナヴァール：陛下、我々は……（笑）。

ピアニィ：はいはい、なにも知らない、なにも聞こえない……っ。

ベネット：お説教されている本人より、そわそわしている人がここにいます（笑）。

エルザ：うふふふ（←素敵な笑顔）。




　もう誰もこのお姉ちゃんの邪じや魔まはできそうにないの図。




エルザ：とりあえず、ちょっとそこに座すわりなさい。

アル：す、座ります。正座します。

エルザ：コホン……まず教えてあげる。いい？　女の子というのはね……っ。

一同：……へ!?

アル：いや、待って！　待って……！　え、えぇぇえええ……っ、な、なんの話だ!?


ナヴァール：それかっ！　そこなのか……っ!!（大爆笑）

エルザ：そこですよっ？　今日はそこをやりにきたんですよ！　わたし、ずっと考えていたところなんですから！

一同：なんだって――――――っ!?（爆笑）

アル：え、あ、いや、ちょっと待って待って……!?

ベネット：（大爆笑しながら）……こ、これは面白いっ！　アルがここまでたじたじなのは初めて見たっ！（笑）

アル：俺……黙だまって聞いていればいいのかな？（笑）

エルザ：ええ、まずは聞きなさい。いい？　女の子って好きな人、大事な人のためにはどこまでだって力が出せるの。

ピアニィ：ふっ……（←笑いをこらえる）。

アル：は、はあ……。

エルザ：いつもなら絶対無理ってことも、できちゃったりする。でも逆ぎやくに言えばその相手の人に裏うら切ぎられた時、本当の力なんて全部なくなっちゃって、ただの女の子に戻っちゃう。

アル：…………（黙って聞いている）。

エルザ：ピアニィさんはすごくがんばってるけど、まだたった一八歳さいの女の子でしかないから。だから、すべては側にいる人次第なのよ？

アル：え、あ、まあ……。

ベネット：うんうん、あっしも同感でやんすよ。

アル：べ、ベネットっ!?　お前だけは味方だと思っていたのに！　男の気持ちがわかる奴だと思っていたのに……っ！（笑）

ベネット：あっしもれっきとした嫁入り前の女の子でやんす。

アル：い、言われてみればそうだった―――っ!?（一同爆笑）




　つい忘わすれがちだが、ベネットの性せい別べつは女性である。




エルザ：ほいっ、話をそらさない！

アル：とりあえず……正せい座ざするのは、やめよう（笑）。

ピアニィ：やめちゃうの？（笑）

アル：ああ、最初はエルザ姉のお説教に「げっ!?」って顔をしたが……女の子がどうこうと言い出したあたりで「けっ、またいつものお説教かよ」ってぶーたれる（笑）。

エルザ：ちょっとー、アルくん。聞いてるの？

アル：……なあ、エルザ姉。それは今、俺に言うべきことなのか？

エルザ：もちろんよ！　あなたの言動は、女王としてのピアニィさんにとても大きな影えい響きようを与あたえるから。そのことだけは忘わすれないで。もし、彼女の気持ちにきちんと向き合うことができなかったら、彼女は王じゃなくて、ただの女の子になってしまう。

ピアニィ：むごー！　むごー！　それ以上あたしの心をえぐらないでー！　飛び出していって、話の腰こしを折りたい……！（笑）

エルザ：待って！　もうちょっと待って！

アル：そ、そこで、俺はあんまりわかんないや～って顔をしてですね……。

エルザ：……くわっ!!


ベネット：目を見開いた!?（笑）

ＧＭ：くわっ、て。

アル：な、なんだよ、急に……。

エルザ：いい、アルくん？　とても残ざん酷こくなことなんだけど……彼女はただの女の子でいることが許されないの。彼女の選択ひとつ、気持ちひとつで、この世界そのものが変わってしまう。そんな彼女の気持ちを支えること……それは、アル君かもしれないのよ？

アル：……いや、俺がそこまで影響を与えるなんて正直、思ってないし。

ピアニィ：ええ～!?

アル：俺は、自分の言動が他人に影響を与えるってことに、すごく無自覚というか……トラウマになっているから、あえて考えないようにしている。

エルザ：……。

アル：だから朴ぼく念ねん仁じんとして振ふる舞まっているというか、自然とそうなっているというか……。

エルザ：そっかあ。それなら…………が―――っ、と[image: ]つかみかかります!!


アル：……うおっ!?


エルザ：アルくーん、しっかりしなさ―――いっ!!　がしゃがしゃ！

アル：[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]～～……っ（笑）。

ＧＭ：やべっ、アルがキャラ崩壊を起こしてる……っ！

アル：い、いや、だってこれは……！（笑）

エルザ：なによもう、この朴念仁の弟は―――っ!?


アル：な、なんだよ……っ、しょうがないだろう!?

エルザ：……あなたは、自分が思っているよりずっと多くの人に愛されているのよ！　自信を持ちなさい！　人の気持ちを考えなさいっ！

アル：自信……人の気持ち……？

エルザ：そうよっ！　だって―――あなた、いい男なんだから。

アル：そ、そうなのか？

エルザ：だって、わたしの弟なんだもの。

アル：………………（笑）。ま、その……言われたことは覚おぼえておくよ。ともあれ、今はやるべきことがあるから。まずは目の前のあいつらをなんとかしなきゃいけねえ。

エルザ：……んー、そうね。じゃあこの話、今日はこのぐらいにしておきましょうか。

ピアニィ：終わった――――――っ！（笑）

エルザ：あー、すっきり♪　じゃ、わたしは部屋を出て……あ、きっと近くで様子をうかがっているピアニィの横をスッと通りすぎて、ぽん！

ピアニィ：あたっ。

エルザ：目も合わせないでひと言だけ……「がんばんなさい」、と言って立ち去ります♪

ピアニィ：あ、あ、うー……（笑）

ＧＭ：（毒気を抜かれたように力なく）……さ、ピアニィ。アルと話すならどうぞ……。

ピアニィ：い、いやもう……おなかいっぱい……（笑）。

ベネット：で、ですよねー。

ピアニィ：でもね、あたし、こう……ほっとしているんです。

ＧＭ：ほっとしている？

ピアニィ：そう、アルがなにも答えなくてよかった……って。

ＧＭ：心中複ふく雑ざつですな。まあ、ピアニィのことでも、ナーシアのことでも、アルがなにかを語れば関係性が変わっちゃいそうだしね（笑）。

ピアニィ：です。今はこれでいいんだと思います（笑）。

アル：あー……じゃあ、そこで疲れ切った俺が部屋から出てくる。……お、姫さん。

ピアニィ：見つかっちゃった!?


アル：だって、登場しているし（笑）。

ピアニィ：そうだった。あ、あれ。アル、疲れた顔をしてどうしたの？（笑）

アル：……い、いや。なんでもねえ。

ピアニィ：ふ、ふ～ん……なんだか難しい顔をしているみたいだけど。

アル：……ちょいと、エルザ姉に宿題を出されちまってな。

ピアニィ：そ、そうなんだ。

アル：そんなことよりさ、姫さんも明日の戦いの準備、あるんだろ？

ピアニィ：え、うん。あ、あたし、自分の部屋に戻ろうかな。じゃあ、そんな感じで……。

アル：あ、姫さん。

ピアニィ：はい？

アル：まあ、なんだ。あー……いまさらのことでもあるが……。

ピアニィ：な、なに？

アル：俺がいるから、あんま無理すんなよ。

ピアニィ：う、うん！

ナヴァール：あ、アルから励はげましの言葉が……！　めずらしい！（笑）

ベネット：お姉ちゃんのお説教の賜たま物ものでやんすな。

エルザ：ふふん♪　少しは効こう果かありね、と、陰からこっそり。

一同：まだいた――――――っ!?（笑）

ＧＭ：わはははは！　では、シーンを変えましょう！







◆Middle 06◆本音と建て前




　ノルドグラムに集結した、ピアニィ麾き下かフェリタニア・メルトランド連合王国軍は、街を囲む防壁を挟んでベルフト軍と相対した。

　空を仰げば、太陽が街の直上……天のもっとも高き位置に差し掛かろうとしていた。




　―――帝てい紀き八一三年一〇月二六日。




ＧＭ：では、次のシーン……大規模戦闘へと入る、前に。出陣するシーンをちょっとだけ演出しておこうか（笑）。戦いの前にこれをやっておきたい、ってことがあればどうぞ！

ナヴァール：では、フェリタニアから連れてきた一千人の兵を王宮の庭に集結させよう。

エルザ：ああ、そうか。彼らにも出しゆつ撃げきしてもらわないといけないんですよね。

ナヴァール：ピアニィ陛下にも閲えつ兵ぺいのため、テラスに出ていただこう。なにせこの一千人でベルフト軍一万人を破やぶらなければならんのだ。

アル：兵力比一〇倍か……。

エルザ：レイウォール軍の兵士を合わせればもっとどうにかなるんじゃないですか？

ナヴァール：ベルフト軍を破るのに、レイウォールの兵は一兵たりとも使わぬ。

ＧＭ：その言葉に、ドーントレスも驚おどろく。「せめて私の直ちよく属ぞくの兵だけでもと思いますが」

ナヴァール：城に残ったレイウォールの兵士には、別の命を与えてほしい。

ＧＭ：ドーントレス卿は、けげんな顔で聞き返す。「……別の命とは？」

ナヴァール：我われらが勝ったあと、あのベルフト軍の将しよう兵へいを丁重に扱うように、と。死者も負ふ傷しよう者しやも出るだろうが……彼らもまたレイウォールの戦士なのだ。

ＧＭ：……まあもともと、レイウォール側から戦力を出すつもりはなかったが（笑）。

ベネット：同どう胞ほう同士が戦っちゃったら、いろいろと遺い恨こんは残るでやんすからね。

ＧＭ：ドーントレスは、少し考えてのちに納得。その意見を了承する。

ナヴァール：包ほう囲い軍を破った後、連合王国から連れてきた兵は本国に撤てつ収しゆうさせる。そして我々四人はすぐに本国へと救きゆう援えんに向かう。

エルザ：五人ですよ、ナヴァールさん。

ナヴァール：（わざとらしく）……え、五人!?　ここでびっくりする（一同爆笑）。

アル：エ、エルザ姉がついてくるって言ってきかねーんだよ。

ピアニィ：エルザ先生は強いから頼たよりになります。

ベネット：へへへ、エルザさんがいりゃ百人力っスよ、へへへへ。

ナヴァール：エルザ殿どのには兵を連れて本国に戻ってもらおうと思ったが……まあよかろう。

エルザ：ありがと♪

アル：しかし、一千人で一万人を破るとは大きく出たな、ナヴァールの旦那。

ナヴァール：なに、フェリタニアの第一の騎士は一いつ騎き当とう千せんだ。

アル：ま、一千人で三万の軍を破り、ノルドグラムを落としたのは俺たちだけどな。

ＧＭ：ドーントレスは頼もしそうに笑顔を浮かべ……「貴公らにすべてを託たくしましょう」

ピアニィ：はい、任まかせてください！

ＧＭ：フェリタニアから付き従ってきた一千の兵を前に、決意を新たにする一同。集結した兵士たちも、最後まで戦おうという意い志しを見せ、士気も高い。（ナレーション風に）だが……決意だけでは勝利を得ることはできない。それもまた、歴史が示しめす事実である―――。

ナヴァール：あ、ひとつ言っておかねば。……ドーントレス卿きよう、もし我らが破れた時はオーギュスト王を連れてここの地より落ち延のびよ。生き残ることこそが、あなたの使命だ。

ＧＭ：「……ナヴァール殿？　それは……？」

ナヴァール：なに、念のために言ったまでのこと。そう重く取らないでいただきたい。

ＧＭ：笑顔で語るナヴァールの心の奥に潜む決意……それに敬服してのち、ドーントレス卿は言葉を返す。「―――心得た」と。

ナヴァール：……これは私の本音だが、こんなことは兵の前では言えないからな。

ベネット：言ったら、味方の士気がダダ下がりでやんす（笑）。

ＧＭ：では、シーンはここで終了……大規模戦闘に入ろう！







◆Middle 07◆敵の包囲を突破せよ




　その日の正午、陽がもっとも高みに昇のぼる時。

　ツナギ・オシミヤ率いる一万の軍ぐん勢ぜいはノルドグラムの包囲を解とき、平野に陣取っていた。

　ノルドグラムから現あらわれる軍勢と一戦交える構かまえであった。




ＧＭ：では戦いを始めようかっ！　ノルドグラムを包囲していたツナギ・オシミヤの軍勢はノルドグラムの周囲に分散配置していた兵力をひとつにまとめ、見通しのよい平野に陣取って野戦の構えを見せている。

アル：正面からぶつかる気か。

ナヴァール：少ない兵力の我々がわざわざ城から出てきたのだ。兵力を分散して各かつ個こ撃げき破はされるよりは兵力を集中させ、より広い地形で戦った方が有利だと考えるのは自然だ。

ベネット：っていうか、あっしらは調子にのって城から出ちまったわけですが、本当によかったでやんすか？

ピアニィ：それは仕方ないんじゃ？　包囲を破らないと本国に帰れないんですよね？

ナヴァール：陛下のおっしゃるとおりだ。ここは性しよう根ねを据すえて敵てき軍ぐんを破る他はない。

ＧＭ：では、準備はいいかな？

ナヴァール：それでは陛下、号令をお願いします。

ピアニィ：はい！　開門！　連合王国軍……前へ！

ＧＭ：ではその掛け声を合図にノルドグラムの南門が開き、一千人からなるフェリタニア軍が順次……そして整然と出撃を開始する！

アル：敵側は？

ＧＭ：うん、キミたちの正面で重装の騎士を前に押し立てて密集陣形を組み、待ち構えている形だ。その後方には砲兵の列が見えるね。そして……本陣では、先ほど言葉を交わしたツナギ・オシミヤが悠ゆう然ぜんと立って戦場を見渡している。

アル：奴は本陣か。

ＧＭ：うん。彼女の脇わきには、まだ若い……そう、戦場に出たばかりであろう少年の騎士の姿。

ベネット：……ん？　読者ＮＰＣ？

ＧＭ：そう（笑）。彼の名はゼクト。投とう稿こうではフォーキャスターなんだが、今回はまだ軍の軍ぐん師しになる前……経験を積むためにツナギ付きの騎士見習いって形で戦場に出てきたって演出で使わせてもらう！（笑）
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アル：どんな奴？（笑）

ＧＭ：えーと……（設定が書かれた紙を見入って）……一一歳の男性で……素直な性格ゆえ、言われたことはなんでも鵜う呑のみにしてしまう子だ。まだ田舎いなかから出てきたばかりで、ちょっと人見知り。高いフォーキャスターの資質を持ってるけど、まだ自分に自信がないゆえ、その力が発揮されるのはしばらく先のことだ、うん。

一同：…………。

アル：さっきのツナギといい、この軍には自信ない奴しかしないのか！（笑）

ＧＭ：まあ、それゆえにツナギと仲がいいんだろう。彼女は、気楽にしゃべれる彼をお気に入りのようだ。「……ゼクトくん。わたしたち、もう足止めって役目は……果たしたよね？」

アル：果たされました。くそう（笑）。

ＧＭ：その言葉に、ゼクトは笑顔で頷うなずく。「はい！　でも今は前向きに、この戦いに勝つことを考えましょう。それが、覇は道どうを歩まれるベルフト殿下の助けになります。お互たがい、気を強く持ちましょう、あは」

ベネット：い、いい奴そうでやんす。で、ツナギはその言葉で自信を持つ、と。

ＧＭ：ええ。ツナギは力強く笑んで―――先ほどのようにスッ、と目を細める。「全軍、前へ……！　ゼクト、あなたも所定の位置へ！」「はい、勝ちましょう！」……と、そんなやりとりが。

ピアニィ：た、戦いにくいなあ……（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ここから戦せん団だん管理シートに記入していこうか。

一同：はーい。

ＧＭ：まずは、ツナギ・オシミヤ率いる軍勢について。

ベネット：一万人だと戦力は75。敵てきの将しよう軍ぐんの分も含ふくめると、それだけで結構な数値になりそうでやんすなぁ。

ＧＭ：それではベルフト軍の別働隊――これからはオシミヤ軍と呼こ称しようする戦団の情じよう報ほうを公開しよう。その動員人数は一万人で戦力75、戦団レベルは９。参加ＮＰＣが四人いて、ツナギ・オシミヤの戦力修正値は＋４。

ナヴァール：あと三人は？

ＧＭ：戦力修正値を持っているだけのＮＰＣで、その値は全員＋２となっている。というわけで、戦力の合計は85だ。




●オシミヤ軍

代表者名：ツナギ・オシミヤ

動員人数：一万人

戦団レベル：９

戦力：85

　動員人数：75

　ＮＰＣ：ツナギ・オシミヤ：＋４／ゼクト：＋２／その他２名：＋２×２

ＮＰＣ参戦数：４




ＧＭ：そして、この大だい規き模ぼ戦闘におけるＦＳ判はん定ていの終了条じよう件けんは５ラウンド。判定はとりあえず【敏びん捷しよう】となっている。

ナヴァール＆エルザ：【敏捷】っ!?

エルザ：ダメですね。わたしは役に立ちそうもないです。

ベネット：まあまあ、ここはあっしに任せてほしいでやんすな。なんといっても、あっしの【敏捷】は12っすよ、12（超ちよう余よ裕ゆうの表情）。

ナヴァール：なら、本ほん陣じんはまかせたぞ、ベネット。

ベネット：はは、お任せを。前に出なくていいなんてなんて素す晴ばらしいんだ！（笑）

ＧＭ：さて、そしてこのＦＳ判定の難なん易い度どだが……。

ベネット：ほほう、いくつでやんすか？

ＧＭ：26だ。

ベネット：ぶっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみに、完かん了りよう値は14ね。

ベネット：しかも、判定にマイナス２の修正があるから……ダイス目だけで16を出せと！

ＧＭ：そのかわり、支し援えん判定は任にん意いの能のう力りよくだよ。こっちの難易度も26だけど。

ピアニィ：きつーい！

アル：こりゃ大変だ！




名めい称しよう：ベルフト軍の包囲を突とつ破ぱする

終了条件：５ラウンド

判定：【敏捷】

難易度：26

完了値：14カウント

支援判定：任意の能力値
















ＧＭ：そして、今回の戦場は平原。フィールドタイプとしては野戦となる。

アル：勝利条件は？

ＧＭ：ＦＳ判定に勝利するか、敵の戦力を０にすることだね。

ナヴァール：うん。

ピアニィ：他に条件は？

ＧＭ：特とく殊しゆな勝利条件として、ツナギ・オシミヤを戦闘不ふ能のうにするというのがあります。

ナヴァール：なるほど、直ちよく接せつ代表者を狙ねらっても勝利できるのか。

ＧＭ：ＰＣ側の敗北条件は、戦力が０になること、ＦＳ判定に失敗すること、ＰＣ全員が戦闘不能、もしくは死し亡ぼうすることの三つです。では、戦場スキルを選せん択たくしてください。

アル：まずは、作戦を決めないと、戦場スキルを選べないな。

ナヴァール：我々が狙える勝利条件は「敵の指し揮き官かんを倒たおす」だが……。

アル＆エルザ：それを狙おう。

ベネット：さすがは姉弟。息ぴったりでやんすな。

ピアニィ：ちなみに、ツナギ・オシミヤってどんな人？

ナヴァール：実は、ベルフトに惚ほれているというキャラだな（笑）。

ベネット：それは、忠ちゆう誠せいではなーい！（笑）

ＧＭ：あと、何かあるとすぐ切せつ腹ぷくしようとするらしいぞ。

アル：うーん、今すぐにでも切腹してほしいが、まあそういうわけにもいくまい。

エルザ：方ほう針しんは「ツナギ・オシミヤを狙う」で決まりとして、戦場スキルはどうしましょう？

アル：この時点ではオシミヤ軍の指揮官がどこにいるかわからないので、なんとも。真面目にいくなら《伏ふく兵へい》だが、結局そのラウンド中に倒さないと意味がないな。




《伏兵》

　軍ぐん団だんの任意のキャラクターひとりを、任意のフィールドに配置する戦場スキル。




ナヴァール：なら、《一いつ騎き駆がけ》か？




《一騎駆け》

　使用したキャラクターを敵の戦団の本陣フィールドに配置する戦場スキル。




一同：う～ん……。




　どの戦場スキルを選択するかでしばらく相談する一同。だが、兵力に劣おとる連合王国軍に選択の余よ地ちはあまりない。ツナギ・オシミヤを倒すしか道はないのだ。




アル：……よし、《一騎駆け》にしよう。本陣の敵を狙う方法は限かぎられているからな。敵の布ふ陣じんを見て、使うかどうかを決めればいい。

ナヴァール：もし指揮官が中ちゆう衛えいにいたら、本陣も前衛も無む視しして中衛に火力を集中だな。

ピアニィ：じゃあ、あたしたち五人が千人の前に立つって感じ？

アル：ああ、もう俺たちが大将の首を取らないと勝利はない。

ナヴァール：というわけで、我々の戦場スキルは《一騎駆け》《戦意上じよう昇しよう》《策さく謀ぼう看かん破ぱ》の三つだ。

ＧＭ：では、連合王国側の戦団データを整理しよう。代表者名はピアニィ。動員人数は一千人。戦団レベルは３。つまり、戦力は30ということになる。

アル：戦力30っと（書き書き）。

ＧＭ：参戦するＮＰＣは、ふたりいたんですが……。

アル：まずは例の馬か。戦力修正値＋２のダロスＮＴ―１。

ＧＭ：もうひとりは、エルゼリエです（笑）。

アル：母ちゃんかっ！

エルザ：お母さん!!　戦争に参加するのっ!?

ナヴァール：ついて来ちゃったんです（笑）、まぁ戦力＋０ですから、今回は参加していただかなくてもよろしいかと（笑）。

ＧＭ：じゃ、ＮＰＣはダロスひとりね。

ナヴァール：それとＰＣの分を合計すると―――63。

エルザ：ということは戦力の差は22。修正値はマイナス２？

アル：おーう、絶ぜつ妙みように嫌な感じだ。




●ピアニィ軍

代表者名：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

動員人数：一千人

戦団レベル：３

戦力：63

　動員人数：30

　ＰＣ：31（５（19レベルＰＣ）×５＋５（上級クラス取得ＰＣ数）＋１（《グランドマス　　　　ター》））

　ＮＰＣ：ダロスＮＴ―１：＋２／エルゼリエ：±０

ＮＰＣ参戦数：２

戦場スキル：《一騎駆け》《戦意上昇》《策謀看破》
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ＧＭ：それでは配置するよー。




▼オシミヤ軍の配置

前線：竜りゆう炎えん騎き士し団だん歩兵Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ

中衛：砲ほう兵へい隊Ａ、Ｂ

本陣：ツナギ・オシミヤ




ＧＭ：ツナギ・オシミヤは本陣にいる。

アル：やはりそうなるか。

ベネット：基き本ほんに忠ちゆう実じつってやつでやんすな。

エルザ：（しれっと）じゃあ、前線を全部潰つぶして、さっさと本陣を攻撃できるようにしましょう。

ベネット：さ、さすがピアニィ陛下の先生。さらりと怖おそろしいことをつぶやいているでやんす（笑）。




▼ピアニィ軍の配置

前線：ピアニィ、アル、ナヴァール、ベネット、エルザ

中衛：（崩壊中）

本陣：（崩壊中）
















ＧＭ：では、戦闘本番へといきましょうかね。

一同：はい！




第一戦場ラウンド

ＧＭ：まずはセットアップ。【行動値】を申告してもらおう。オシミヤ軍の司令官、竜炎将軍ツナギ・オシミヤの【行動値】は31！

ピアニィ：はやーい。

ＧＭ：そして中衛にいるのは大たい砲ほうを装そう備びした部隊で【行動値】は14。そして、前線には【行動値】10の竜炎騎士団歩兵が配置されている。というわけで、行動順は次のとおりになる。




▼行動値（開始時点）

　ツナギ・オシミヤ　　　　　　　　　　　　　31

　ベネット　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　エルザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

　砲兵隊Ａ、Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　14

　竜炎騎士団歩兵Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ　　　　　10

　アル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、まず、ツナギ・オシミヤが戦場スキル《鎧がい袖しゆう一いつ触しよくの陣》を宣せん言げん。これで、オシミヤ軍はラウンド終了まであらゆるダメージを＋５。

ナヴァール：ほう。《鎧袖一触の陣》とは意い気き込ごんでいるな……（笑）。

アル：数に任せて突とつ撃げきしてくるってか？

エルザ：まあ、一〇倍の大軍を擁ようしているのだから当然の作戦ね。

ＧＭ：そして、オシミヤ自身は《司し令れい塔とう》を使う。《司令塔》は７レベル。対象は［場面（選択）］なので前線を指定する。これで、竜炎騎士団歩兵全員の判定値に＋14だ。

アル：これは、大変だ。

ＧＭ：敵はみな口々に「ベルフト殿でん下かの為ためにー!!」などと言いながら、連合王国軍を押おしつぶすようにして前進してくる。

ベネット：次は行動値26でこのあっしの番ですが、その前に何か戦場スキルを使いますか？

ナヴァール：うむ。ここで《戦意上昇》を使おう。

ベネット：《戦意上昇》！　さぁみんなやる気を出せ！　やる気を出すでやんす！

アル：なんというか……やる気を出しにくい激げき励れいだなあ（笑）。

ピアニィ：これで、このラウンド中にすべての行こう為い判定にダイス＋１Ｄですね。

ベネット：さぁ、このあっしに続けぇー！

ＧＭ：じゃ、次はエルザ。

エルザ：戦団識しき別べつします。《エンサイクロペディア》のおかげで固定値は23ですから……（ダイスを振ふる）達成値は30です！

ＧＭ：では、オシミヤ軍の布陣の様子などから、エルザは敵のだいたいの強さなどが分かる。前線の竜炎騎士団はレベル15（モブ）、属ぞく性せいなし。中央の砲兵はレベル18で属性なし。そして将軍ツナギ・オシミヤのレベル32、属性なし。

エルザ：ということよ。

アル：まあまあの数字だな。

ＧＭ：そして、次はピアニィ！

ピアニィ：《ウィークポイント》を前線にかけます！　みなさんダメージに＋14です。

ベネット：おお、見えるっ！　見えるぞぉ！　あっしにには敵の弱点が見えるぞぉぉ！

ナヴァール：フッ、ツナギ・オシミヤよ。お前は達成値＋14かもしれないが、こちらはダメージに＋14だ！（笑）

アル：……達成値の方が強い気がするが（笑）。

ＧＭ：次は砲兵隊のセットアップはなし。次は竜炎騎士団歩兵は定番の《グランディア》を宣言。一いつ斉せいに剣けんを掲かかげて「すべてはベルフト殿下のために！」と、さらなる力を漲みなぎらせる。

ベネット：ふははは、竜炎騎士団歩兵どもが吠ほえよるわ！（一同爆笑）

ナヴァール：おい、悪役が言って負けそうなセリフ言うなよ!?（笑）

ベネット：いや、熱意に溢あふれる若わか者ものをみると、ちょっと（笑）。

ＧＭ：それはともかく、《グランディア》に《アグランダイズ》の効果がプラスされて、命中判定に＋１Ｄ、ダメージが＋３Ｄ＋15だ！

アル：俺は、セットアップなし。

ナヴァール：では《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》をケセドの杖つえを使って使用！　……えぃっ！　（ダイスを振る）よし、行動値＋24だ！

ベネット：ナヴァール以外は先手を取ったでやんすよ。

ナヴァール：惜おしい、行動値があと１高ければ私も先手を取れたのだが。

アル：だが、結けつ構こう微び妙みような線かな？　その１は。

ナヴァール：アル。そんなに責せめるなよ（一同爆笑）

ＧＭ：では、ここからイニシアチブプロセスに入りますよ。

ベネット：ふひひ、あっしの行動値は今50でやんすよ、50！　まさに敵が止まって見えるぜ―――っ!?


エルザ：さすが、《ポストヘイスト》。

ベネット：―――でも、あっしも止まって見える。待機を宣言！（一同爆笑）

ＧＭ：お前が止まってどーする!?


ベネット：しかし、これが戦せん術じゆつなんでやんすよ？

アル：……いや、わかってるよ？　お前が待機して、ピアニィとエルザ姉が先に行動するのが正しいってことは（笑）。

ナヴァール：だよなー（笑）。

ベネット：そういうわけで、陛下。こいつらを氷漬づけにしてやってくださいよ、へっへっへ。




　大軍の利を活かして連合王国軍を正面から打うち破やぶろうとするツナギ・オシミヤの軍。

　対する連合王国軍は、前線にアルを配置して敵の突撃を防ふせぐ構えに見えた。

　だが、寡か兵へいである連合王国軍はその後ろに恐おそるべき二本の牙きばを隠かくし持もっていたのだ！




ピアニィ：じゃ、マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクションは《フロストプリズム》で中衛の砲兵隊を攻撃します。それに《ダンシングヒーロー》も使って、命中判定で振ふれるダイスは７Ｄ！　（ダイスを振る）えーい、はーっ！　命中は34。

ＧＭ：（ダイスを振る）……だめだ、二体ともピアニィの気き迫はくに恐おそれをなしたらしく、ダイス目が悪すぎるわ（笑）。

ナヴァール：命中したなら、ここで《チェックメイト》！　出し惜おしみをすると後こう悔かいしそうだから、ケセドの杖の効果も乗せよう！

ピアニィ：ダメージいきまーす。（ダイスを振る）……〈氷〉と〈光〉属性の[image: 127]点！

ナヴァール：それに《チェックメイト》で40点！

ＧＭ：うぉっ!?　こんなにくるのか！　砲兵隊は二隊とも全ぜん滅めつ、これで中衛が崩壊！




　竜炎騎士団歩兵の後方には、味方越ごしに連合王国軍の兵士を打ち砕くだくべく砲兵隊が配置されていた。だが、彼らが敵に砲ほう弾だんを撃うち込こむより早く、轟ごう音おんと共に何かが飛来する。

　それは魔ま法ほうによって生み出された氷と光こう刃じんによる嵐あらし！　レイウォール軍砲兵隊は連合王国軍に一いち撃げきも加えることなく、壊かい滅めつしてしまう。




アル：よし！　これで射しや程ていがある攻撃なら、本陣を攻撃できるようになった！

ＧＭ：くっそー。一撃で撃破か！

エルザ：それじゃ、わたしは本陣を狙った方がいいってことね？　ケセドの杖を使って、さらに《ウィークポイント》の効果が乗るから、固定値だけで99点になります（笑）。

一同：固定値99　!?

ＧＭ：お、おそろしい……。

エルザ：じゃあ、マイナーアクションは《マジックサークル》、メジャーアクションは《フレイムクラック》。１点でもダメージが通れば対象は転てん倒とうします。

ピアニィ：つよーい！

エルザ：じゃあ、５Ｄで魔ま術じゆつ判定いきます！　（ダイスを振る）……残念、６は一個こしかでていないのでクリティカルはせず、命中は39です。

アル：ダイス目もすごい……。

ＧＭ：回かい避ひは、21＋２Ｄ。クリティカルのみか……（ダイスを振る）惜しい!?　５と６で11！　あと一歩だったのに!?

エルザ：惜おしかったですね。でも、クリティカルじゃないとダメなんですよー。

ＧＭ：やかましいっ!?（笑）

エルザ：えっと、〈火〉と〈地〉属性の[image: 147]点ダメージ！

ＧＭ：ちょっと待て!?　ええと、こっちの【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が40点だから……[image: 107]点ダメージもくらったか！

ナヴァール：おっ、【魔法防御力】が結構あるな。

ＧＭ：では《フレイムクラック》によって噴き上がる溶岩。燃もえさかる岩が次々飛来し、オシミヤ軍の本陣を直ちよく撃げきする。……しかし、さすがはベルフトお気に入りの将だけあって、その炎の中から立ち上がる。「……なかなかの炎だ。しかし、我をひざまずかせるにはまだまだ足りぬ！」と、踏ふん張ばりを見せる！

ベネット：なにぃ！　ツナギ・オシミヤはバッドステータスを無む効こうにできるだとぉ！

ＧＭ：あ、いけねえ！　《バッドステータス無効》は持ってないや……転んだ（笑）。

ベネット：ひざまずいたぞ―――っ！（笑）

エルザ：やったー。

アル：エルザ姉、単純な戦闘力なら姫さんよりすげえかも……（笑）。

エルザ：ふふっ、まだ切り札は残してあるわよ？

ピアニィ：まだ《リゼントメント》残してますもんね♪

ＧＭ：と、ともかく次だな。

ナヴァール：アル！　今が好機です！

アル：わかってる！　《カリキュレイト》を使用、《一騎駆け》で一気に本陣へ突つっ込こむ！

ＧＭ：アルが《カリキュレイト》で割り込んでくるのか？

アル：いや、《カリキュレイト》で割り込むのはベネットだ。同時に、俺が《一騎駆け》を宣言する。

ベネット：なら、《カリキュレイト》でやーんす！　で、行動に割り込んで撃うつ。撃つのだ。マイナーアクションは《デスターゲット》、メジャーアクションは《ダブルショット》！　リンメルの矢も使う。（ダイスを振る）命中は37！




　兵士たちの怒ど号ごうが響ひびき、騎き馬ばの蹄ひづめの音がそのいななきと共に戦場に轟とどろく。

　魔法による氷の猛もう撃げきと火砕の痛つう撃げきは、オシミヤ軍に深しん刻こくなダメージを与えていたが、それでも大陸最強と謳うたわれる竜炎騎士団は組そ織しき的てきな行動を続けていた。

　だが、騒そう然ぜんとした戦場の中で敵てき将しようを狙そ撃げきせんと、ベネットは冷静に狙ねらいを定めていた。

　エルザの攻撃から立ち直り、再ふたたび立ち上がろうとするツナギ・オシミヤ。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがすことなく、ベネットは一度に二本の矢をつがえて放つ妙みよう技ぎを見せた。

　敵てき味み方かたの軍勢の頭上。放物線を描えがいて飛んだ矢は、狙い違たがわず女おんな将しよう軍ぐんの脚あしを射い貫ぬいた。




ＧＭ：くっ、ツナギ・オシミヤは転倒しているのでダイスはマイナス一個。もう回避はできない。ベネットが放った矢が、戦場をひゅーんと飛んでいき、ツナギ・オシミヤを貫く！

ベネット：（ダイスを振る）《ウィークポイント》の効果も入れて、ダメージは97！　ちなみに、魔法ダメージでやんすよ？

ＧＭ：うお!?　ということは、57点ダメージか！

ベネット：では、２発目！　命中は35。

ＧＭ：（ダイスを振る）……避さけるのは無理！

ベネット：《デスターゲット》で……[image: 106]点！

ＧＭ：合計で[image: 123]点もくらったか。

ベネット：ひゃっはー、踊おどれ踊れー！

アル：お前は、なんでわざわざ雑ざ魚こなロールプレイをするんだ（笑）。

ベネット：気持ちが高ぶると、つい（笑）。

ＧＭ：とりあえず、死にはしない。ツナギ・オシミヤはまだ生きている。

アル：そして、ここで《一騎駆け》が効果を発はつ揮きし、俺が前に出ます！

ＧＭ：では、中央の有象無象の敵の竜炎騎士団歩兵をぶっちぎってアルが行く。演出馬に乗って（笑）。

アル：演出馬って言うな！（笑）　……たしかに騎き乗じよう状じよう態たいにはならないけどさ（笑）。まあいい。いくぞ、ダロスＮＴ―１！




　エクスマキナの馬に騎乗し、両手に持った刀で敵をなで切りにしながらアルは一直線に敵の本陣へと進んでゆく。敵の侵しん入にゆうを食い止めようと、大陸最強と呼よばれる軍団の兵士たちがアルの前に立ちふさがった。

　だが、疾しつ風ぷうのごとき進撃を誰だれも止めることはできない。

　さながら無人の野を行くがごとく、連合王国第一の騎士は敵軍の司令官の前へと躍おどり出た。




ＧＭ：「ぐっ、おのれ！」と、ツナギはベネットの放った矢を叩たたき折ると、痛いたみに顔を歪ゆがめながら立ち上がる！　だが、その目の前には単たん騎きで突つっ込こんできたアルの姿すがた！

アル：そこに俺は斬きりかかる！　マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションは《クロススラッシュ》だ。……命中は、38！

ＧＭ：こっちは回避で振れるダイス１個こだよ。クリティカル以外回避できないから無理ー。

アル：ダメージロールでスピリッツソードを使って、ＨＰ10点減げん少しようさせてダメージ＋10点上昇。（ダイスを振る）……ダメージは、[image: 141]点！

ＧＭ：こちらの【物理防御力】は54点。87点ダメージ。まだ生きている！

アル：なら二発目だ。

ＧＭ：命中でファンブルを振ふらない限かぎり当たりです。

アル：では、命中！　ダメージは[image: 139]点！

ＧＭ：こちらの【物理防御力】を引いて、85点くらう。

アル：……まだ立っているか？

ＧＭ：いや―――。




　矢に貫つらぬかれ、傷きずついた脚でようやく立ち上がったツナギ・オシミヤの前に一騎の敵が肉にく薄はくしていた。慌あわてて長なが柄えの槍やりを構かまえる女将軍に向かって、アルの双そう刀とうが煌めく。

　次の瞬しゆん間かん、ツナギ・オシミヤは地に伏し……もはや自力で起き上がることはできなかった。

ＧＭ：……「く、ベルフト…殿下……」。ツナギ・オシミヤはアルの連撃によって倒たおれた。

ナヴァール：……アルよ。ここで勝ち名乗りを上げるのだ。

アル：うーん。そういうのは性に合わないんだが……。

エルザ：こら！　勝ち名乗りを上げないと戦闘が終わらないわよ。その間にも無む駄だに兵士たちが傷ついていくんだから。

アル：……は、ぐうの音も出ません（笑）。それじゃあ……レイウォールの将軍、ツナギ・オシミヤは連合王国軍の騎士アル・イーズデイルが討うち取った！

ＧＭ：すると、「おお！」というざわめきと共に、打ち合っていた剣けん戟げきの音が止む。連合王国の兵は勝ちどきを上げ、オシミヤ軍の兵士はうなだれて武ぶ器きを棄すてます。

ピアニィ：よかったぁ！　とりあえずこれ以上兵士たちが傷きずつくことはないんですね。

アル：ツナギ・オシミヤにはトドメは刺ささない。生かしたまま捕ほ虜りよとするぞ。

ＧＭ：こうなった以上、ツナギ・オシミヤは抵てい抗こうできない。オシミヤ軍の兵士たちも抵抗を止め敗北を認みとめている。

ナヴァール：よし、勝ったな！

ＧＭ：では、大規模戦闘が終わったところで、シーンを終了しよう！







◆Middle 08◆バルムンクの影




　千人のフェリタニア遠えん征せい軍ぐんがノルドグラムにて、一万人のベルフト軍を破った。

　その一方で……連合王国王都ノルウィッチ。

　戦勝に沸くノルドグラムとは対照的に、ここでは凄惨な戦いが繰り広げられていた。




　帝紀八一三年一〇月二六日―――。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンを入れよう。場面は再び、ベルフトとの交戦状態に陥ったノルウィッチとなり―――。

ベネット：いったいノルウィッチ城はどうなってしまったのか。

ＧＭ：そう、イザベラの指揮の下、人々の希望と期待を一心に背負って果か敢かんにも立ち上がったノルウィッチ城であったが……。

アル：ほ、ほんとに立ち上がったんだ……城。

ＧＭ：〝ゴ、ウゴゴゴゴ……っ〟　今、大陸最強の騎士ベルフトの猛攻の前に力尽き、ゆっくりと倒れていく。

アル：ああ……っ（笑）。

ベネット：ていうか城が倒れるとかシュールすぎるだろ―――っ！（笑）

ＧＭ：ノルウィッチ城を支える鉄の脚も一本が断ち折れ、その巨[image: ]の方々からは黒こく煙えんが吐はき出されている。轟音と共に内股で街中に倒れ伏したノルウィッチ城―――戦いは、終わった。

ピアニィ：内股て。

ＧＭ：というわけで、オトガルの時と同じように、ここでもベルフト軍の戦力がどれだけ減るか……ダイスを振ふってもらおう！　今回は８＋２Ｄだ。

アル：ここは故郷でもあるし俺は振りたい！

ＧＭ：あ、ここは２Ｄなのでベネットと１Ｄずつ振ってほしい。

ベネット：では、それで（と、ダイスを握る）。

アル＆ベネット：せーの……おりゃっ！（ダイスを振る）

ベネット：出目の合計８……ノルウィッチ城、がんばった！　16戦力減らした！

ＧＭ：……ってことは、ベルフト軍の戦力は[image: 122]になる、と（シナリオにメモする）。

ナヴァール：これでベルフト軍は一万を若じやつ干かん割わったくらいの兵力か？

ＧＭ：そう聞くと、すごい損耗率だな。さすが、鉄の城と呼ばれたノルウィッチ城。

ベネット：イザベラもがんばったでやんすな。

ＧＭ：そして、ノルウィッチ城内部に視し点てんは移り……その王の間。普ふ段だんはピアニィが謁えつ見けんに使っている部屋へと移る。

ベネット：玉ぎよ座くざも傾かたむいてるんでやんすね？（笑）

ピアニィ：ああ、あたしの椅子が……（笑）。

ＧＭ：え、あー……いや、王の間を含む城の重要防御区画バイタルパートはフロート構こう造ぞうになっていて、傾くことはないんだよ、うん。

ベネット：な、なんという無駄な機き能のう……っ（笑）。

アル：その技ぎ術じゆつ力りよくをもっとちがうところに使えよ！（笑）

ＧＭ：おいといて！　今、そのピアニィが座すわるべき玉座に座っているのはベルフトだ。その眼前には、スリスとイザベラが縛られ、転がされている。

ピアニィ：ああっ、スリスちゃんが!?

ＧＭ：ただし乱らん暴ぼうに扱あつかうようなことはない。「お前がこの城の城主イザベラに……そちらの子供がスリス・ロイドスか。メルトランドの竜輝石の……所持者だな？」

ベネット：げ。

アル：こいつ、それが目的……？

ＧＭ：「あんたいったい……！」　イザベラが歯嚙みしながらベルフトになにか言いかけたその時。両者の間の空間に黒い影が三つ、染しみ出るように現われて人型を作り、ふわりとその場に降り立つ。

ナヴァール：し、城の中に直接《テレポート》か。何者だ、と言うまでも……ないか。

ＧＭ：ええ。現あらわれた三人は全員が黒いローブとフードをまとい、しかし赤、青、銀……それぞれがちがう色の仮か面めんを被っている。リーダーとおぼしき銀仮面は、くっ、と歪んだ笑みを口元に浮かべて告げる。「我らはバルムンク一二人衆しゆう―――」

アル：うお、出てきたぞ一二人衆っ！

ナヴァール：そういえば一二人衆もあと残り三人……だったか？（笑）

ＧＭ：なんか次世代一二人衆候補とか出てきて、わけわかんなくなってるんだよな……まあ、ＡＫＢ48だって48人いるわけじゃないし、それに同じと考えよう。

アル：バルムンク一二人衆はグループアイドル扱いかっ!?（大爆笑）

ベネット：ま、まあ、ある意味アイドル的な存在ではありますが……一部で……（笑）。

ＧＭ：……さて、現われた三人は、ベルフトを囲んで口々に言う。「さすがはベルフト殿下。ノルウィッチ城をわずか一昼夜にして陥かん落らくさせるとは」「やはりヒューバードよりあなたの方が使えるようだ」「我らが盟友にふさわしい」

ピアニィ：えっ、ベルフト兄様もバルムンクと結んでいたの!?

アル：いや、これは……。

ＧＭ：「……ヒューバードは使い物にならぬ。代わってベルフト殿下、ここは我らと―――」と言い終わる間もなく。……どん！　ごろごろごろごろ……血しぶきと共に三つの首が床に転がり落ちた。

ベネット：げええええっ!?（一同大爆笑）

アル：え!?　ま、待って―――っ！　一二人衆、最後の三人……今ので終わりっ!?


ピアニィ：ひ、ひどい……ひどい！（笑）

ＧＭ：「……間違えるな。俺は前々から貴き様さまらが気にくわなかったのだ」　ベルフトは血に濡ぬれた剣を握ったまま、不愉快そうに呟つぶやく。バルムンク一二人衆を名乗った三人の首は、哀あわれに床ゆかを転がるばかり。イザベラは、スリスがその残酷な光景を直ちよ視くししないよう、身体を動かして視し線せんを遮さえぎった。

アル：（わなわなと）バ、バルムンク一二人衆がこうもあっけなく……いかん、面白い。

ＧＭ：「……ふむ、この玉座も大して座り心地はよくないな」と、立ち上がり―――マントを翻して玉座の間の出口へと向かう。

ピアニィ：えっ、またすぐにどっか行っちゃうんですか？

ＧＭ：　「あなた、次はいったいどこに行くつもりなの!?」というイザベラの言葉に、ベル人は悠ゆう然ぜんとした態度で答える。

アル：あ、これはたぶん……。

ＧＭ：そう、ベルフトはふと足を止め、振ふり返って答える。「ノルドグラムだ―――」

ピアニィ：こっちに来るんだ！

ＧＭ：―――というところで、シーンを一いつ旦たんノルドグラムのキミたちに戻もどそう！







◆Middle 09◆届けられた手紙




　―――ノルウィッチ城、陥落。

　このアルディオンにおいて、最高の戦闘力を誇るかの城も〝魔神〟の前には子供のおもちゃ程度の代しろ物ものだった。

　ベルフトを打ち倒すべく今、ノルドグラムを出立するのは……。




　帝紀八一三年一〇月二七日―――。




ＧＭ：では、ＰＣ側のシーンに戻ろう！　えー、舞台は再びノルドグラムへ。

アル：包囲していた軍隊に勝ったところ？

ＧＭ：そこからもう少し時間が経ち、これからノルウィッチへ出発する……そんなシーンだ。もちろんＰＣは全員、登場ね。

ナヴァール：ベルフト軍がどこに向かっているかは、もう見当はついている。

アル：ああ、俺おれたちもさっさと行こうぜ。

ＧＭ：あ、なお。ツナギ・オシミヤ軍との戦せん闘とう直後、前ぜん巻かんでノルドグラムより出発していた竜炎騎士団が帰還したことは伝えておこう。

ピアニィ：セレステちゃんですね！




[image: ]




ナヴァール：彼らは敵てき対たい的てきな行動はとらない？

ベネット：たしかに出発した時と城の主が変わっているわけでやんすから（笑）。

ＧＭ：指し揮き官かんがピアニィと顔見知りだし、オーギュスト王の命と伝えられて、とりあえずはおとなしく合流したようだ。

アル：ベルフト軍を破やぶる前だったら、どうなっていたか……。

ナヴァール：よかった。ともかくノルドグラムはドーントレスに任せ、我々は出発しよう。

ピアニィ：ドーントレスさんとセレステちゃんに任せれば大丈夫ですね！

ＧＭ：と、そんなピアニィの背後から弱々しい声。「あ、あの～……ピアニィ陛へい下か。お役に立てず申しわけありません……」そう、帰投してすぐこの場に駆けつけたセレステだ。

ピアニィ：セレステちゃん！

ベネット：？　で、役に立てないってなんでやんす？

ナヴァール：自分がノルドグラムに残らざるを得ないことを言ってるんだろう。つまり戦場で陛下のお役に立てないと思ってのセリフかと。

ピアニィ：いいえ、セレステちゃん。あなたが無事に帰ってきてくれただけで十分です。

ＧＭ：「……はい。もしステラ様と戦っていたら、きっとこっちが一方的に打ち負けていたと思います」

アル：お前のそういう態たい度どがナヴァールと相あい性しようが悪いんじゃー（笑）。

ピアニィ：もう、その話はやめましょう。今は共に戦う仲間です。昔と一いつ緒しよです。

ＧＭ：「はいっ、申もうし訳わけありません～」と頭を下げ……ゴン、と机つくえにぶつける。

ピアニィ：あはは。

ＧＭ：セレステはナヴァールに視線を転じ、請うように言う。「あの、ナヴァール様、わたくしにもなにかお命じください。可能ならば、ピアニィ様と共に……」

ナヴァール：だめだ、一ヶ月前まで友軍だった者と戦わせるのはあまりに忍しのびない。

ピアニィ：セレステちゃんはここにいてください。もしなにかあった時は、あなたが指し揮きをしてください。

ＧＭ：「わ、わかりました……。でも、ピアニィ様はあのベルフト様と戦いに行かれるのですよね。それは兄妹同士で殺し合うということでしょうか？」

ピアニィ：まだわかりません。ただ、お兄様を止めるのは、あたししかいないのです。

ＧＭ：「では、ひとつだけお願い、聞いてくださいますか？」

ピアニィ：なに？

ＧＭ：「必ず、帰ってきてください」

ピアニィ：……はい♪　じゃあ、指切りしましょう。

ＧＭ：（ナレーション風に）ピアニィはセレステと指を絡からめ、約束をする。きっと帰ってくる―――そんな想いを込こめて。

ベネット：しかし、それがふたりが言葉を交わす最後の機会になろうとは……。

ピアニィ：ええぇぇえ――――――っ!?

一同：不吉なこと言うなよっ!?（笑）

ベネット：だって敵はベルフトでやんすよ――――――ぅっ!?

ＧＭ：「ではナヴァール様、ベネット様、エルザさん、そしてアル様。くれぐれも陛下のこと、よろしくお願いいたします」

エルザ：ええ、任まかせて！

アル：ああ。

ＧＭ：と、そんな会話をしていた時だ。「陛下……っ、大変でございます！」伝令が駆かけ込んできて、悲痛な声を上げる。

ピアニィ：ど、ど、どうしました!?

ＧＭ：「ノ、ノルウィッチが陥かん落らくいたしました！　同時に、イザベラ様、スリス様がベルフト軍の捕ほ虜りよにされた模様……！」

ピアニィ：あの城が落ちたのですか!?

アル：はあ？　そりゃなんかの間違いだろう？

ＧＭ：間違い？

アル：ああ。敵がこんなに早くノルウィッチまでたどり着けるわけがない。（わざとらしい声で）……まあ、通常の三倍の速度で進軍したってのなら話は別だがな！（笑）

ＧＭ：「は、その三倍の速度でございます」（一同大爆笑）

ピアニィ：で、ベルフト兄様はノルウィッチにいるのですか？

ＧＭ：「いえ、すでにノルウィッチを出発してフェリタニア領りよう内ないを西進、キール山脈に向かっているといるとのこと。それと……実は、ベルフト様よりこのようなものが……」

ピアニィ：えっ、スリスちゃんたちの首!?


ＧＭ：ちげえよ!?（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：いきなり首を送ってくるのかよ!?　……いや、やってもおかしくないが。

ベネット：この場合、いきなり首を送ってくるって発想をする妹の脳が問題でやんす（笑）。

ＧＭ：首じゃなくて、書しよ状じようだよ書状。「このような書状が届とどいております」

ピアニィ：じゃあ、ぺらっとめくって……この丸文字は、まさしく兄様!?


一同：丸文字なのぉ!?


ＧＭ：ま、丸文字でいいよ、もう（笑）。えーと、書状には―――「ノルドグラム陥落おめでとう。これで、お前は名実ともにこの世界の頂ちよう点てんと言える立場に立った」と、書き出しは勝利を祝う内容になっている（笑）。

ベネット：きっと絵文字とか入って……。

ピアニィ：お兄様、相変わらずラブリー……。

ＧＭ：で、ラブリーな手紙にもかかわらず、主となる内ない容ようはこのようなもので―――。




『俺は現在、ノルウィッチを陥落させ、そちらに向かっている。

　こちらはイザベラ、スリスのふたりに加えてメルトランドの竜輝石を確かく保ほしている。

　俺はこれを賭かけてお前との戦いを望む。

　お前はアヴェルシア、レイウォール、グラスウェルズ、ゴルフォード……四つの竜りゆう輝き石せきを賭け、俺と戦うのだ―――』




アル：竜輝石を賭けて戦えってか……？

ピアニィ：あたしと戦うための人質……？

ナヴァール：なるほど。これでひとつ謎なぞが解とけた。

アル：謎？

ナヴァール：うむ。ベルフト殿どのがなぜ自国の王都を救きゆう援えんするのではなく、敵てき国こくに攻せめ入ったのか合点がいったということだ。

ベネット：と、いうと？

ナヴァール：人質を取り、我々が戦う以外にないようにしてこれに勝ち、竜輝石を奪うばう。それが実じつ現げんすれば、その瞬しゆん間かんをもってアルディオン大陸の王者はベルフト殿になる。

一同：あー……！

アル：そうか。それだけの竜輝石を集めて、しかも逆さからう国がなくなれば統とう一いつ帝ていにだってなれるかもしれない……な。

エルザ：つまり、一気に情じよう勢せいを逆ぎやく転てんできるってことね。……ベルフト王子、たしかに単なる武将ではないわね。

ベネット：それどころかとんだ策さく士しでやんす。

ピアニィ：そ、そういえばベルフト兄様は子こ供どもの頃、〝気配りのベルフト〟と呼よばれていました……！（一同爆笑）

アル：……なんで姫ひめさんの語るベルフトはかわいくなっちゃうんだろうな……（笑）。

ナヴァール：ともかく竜輝石を四つか。だが、こちらの手元にあるのは―――。

ＧＭ：ここで、こっちの持っている竜輝石を整理しようか（笑）。

アル：まず、メルトランドの竜輝石はスリスが持っていて奪われた、と。

エルザ：で、グラスウェルズの竜輝石は、フィリップ王からピアニィさんに渡わたすという約定があるのよね？

ピアニィ：はい。本物はここにはないですけど（笑）。

ナヴァール：次にゴルフォードの竜輝石。……これがフェリタニアにあるということは……『デスマーチ』によって判はん明めいしている（笑）。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』を参照していただきたい。

　わりとびっくりな場所に隠かくしてあったのだ。うぅ……。




ナヴァール：これは、私とピアニィ陛下以外は知らないはず。

ピアニィ：まさかあんなところに隠してあるなんて……（笑）。

アル：で、レイウォールの竜輝石は姫さんのペンダントに付いている、と。

ピアニィ：はい、あたしが持ってます。

アル：あとはアヴェルシアの石だが……ちらっ、ちらっ（とエルザのプレイヤーを見る）。

ピアニィ：アヴェルシアの迷めい宮きゆうで手に入れたのは〝真実の竜輝石〟だったから、アヴェルシアの〝王位の竜輝石〟の在り処は、あたしたち知らないんですよね。

ナヴァール：そう、アヴェルシアの竜輝石の所しよ在ざいを知っているのは……エルザだけ（笑）。

エルザ：はい、わたしは知っています。てか、今持ってます（笑）。

ピアニィ：そっか、持ってるんだ……（笑）。

ＧＭ：この辺は、『アクロス』のエピソードだね～。

エルザ：ええ（笑）。でも、あっちのストーリーの引きもあって、ここではまだ自分が持ってることは言えないかなあ……（笑）。

アル：そうか。すると、その文面に違い和わ感かんを覚えるな。……は？　アヴェルシアの竜輝石……？　なに勘違いしてるんだ、と（笑）。

ナヴァール：まあ、そうだな。ベルフトは、我われ々われが持っている〝ひとつの石〟を〝王威の竜輝石〟だと思っているのかもしれないしな。

アル：まあ、俺たちが認識する事実として、アヴェルシアの竜輝石がないのは事実だ。

ナヴァール：そういうことだな。だから、我々がイザベラとスリスを救うには、ベルフトの申し出を受け、そして勝つしかない―――。

ピアニィ：そっか……。

ＧＭ：そういう状じよう況きようだけど、エルザはどうする？

エルザ：うーん……わたしはこの状じよう態たいだとやっぱり、石を持ってることは言わないかなあ？　変な話だけど、負けてもその〝ひとつの石〟を出せばいいって言っちゃえるし、状況が確定的になってから自分が持ってることを明かせばいいし。

ＧＭ：なるほど（笑）。

アル：というわけだ、どうする姫さん？

ピアニィ：ノルウィッチを攻せめられ、イザベラさんとスリスちゃんを人質にとられた以上、戦わないわけにはいきません。拒きよ否ひしても、こっちに向かってくるだけでしょうし。

アル：だな。たしかに逃にげ場はねえな。選せん択たく肢しは、ない。

ピアニィ：―――あたしも覚かく悟ごを決めました。イザベラさんとスリスちゃんを救うためにもベルフト兄様と戦います！

ナヴァール：……しかし人質を賭けて戦え、か。そんな戦いの果て、ベルフト殿はなにを目指しているのだろうな。

ベネット：統一帝……？　世界の覇者になりたい？

ナヴァール：いや、その先の話だ。支し配はい者しやとなり、それでなにを望むのか。どんな世界を創ろうというのか、という話だ。

ピアニィ：……そうですね。それにどうして、あたしに執しゆう着ちやくするのでしょう？　思い返せば、あんなに優やさしいお兄さんだったのに。一緒に遊んでいた記き憶おくによればですけど……。

アル：い、いや、その記憶は三歳さい児をいぢめる中学生の図だったわけだが……（笑）。

ピアニィ：ま、まあ戦闘もありましたけどっ、いい想おもい出もたくさんあるんですっ！　と、ともかく、出発しましょうナヴァール！

ナヴァール：は！

ＧＭ：では、そんな会話のあと―――決意を胸にしたキミたち五人がノルドグラムを出立する光景が描かれて……次のマスターシーンに移うつろう！







◆Middle 10◆英雄の剣




　ベルフトは、その屋敷の前に立ってほくそ笑んだ。

　子供の頃に聞かされた伝説の英雄―――そのひとりがここにいると、知っているからだ。

　目的は、ふたつあった。

　ひとつは戦うこと、そしてもうひとつは……。




　帝紀八一三年一一月四日―――。




ＧＭ：さて、再び視点は行軍を続けるベルフト軍に移って……マスターシーンだ。今、ベルフトは軍勢を率いて、ある場所へと向かっているわけだが―――。

アル：え？　ノルドグラムに向かう途中でってこと？

ベネット：ノルウィッチ以外にめぼしい場所ってこの辺にある？　バーランド……？

ＧＭ：いや、ちがう。たしかに山間にある場所だが……（と、きゅきゅーとマジックでベルフトの侵攻図を地図に描き込む）……この辺。あ、ベネットは前に来たことがあるな。

エルザ：……って…………あ、あぁぁぁああああぁぁぁあああああ―――っ!?　だ、だめっ、そこはだめ――――――っ!?

ピアニィ：え？

アル：あ、ああ……っ、ラドフォード伯はく領りようか―――っ!?


ピアニィ：あ、ノーブルファーマーさん!?

エルザ：やめて――――――っ!?

ナヴァール：エ、エルザは『アクロス』でラドフォート伯とは因いん縁ねんがあったからな。

エルザ：あったなんてもんじゃないですよ―――っ!?

ＧＭ：……場面はラドフォード伯の館、その一室だ。まだ幼い男の子を守るように抱きしめ、革張りのソファで不安げな表情で座すわっているのはマリア・ラドフォード・アヴェルシア。

ナヴァール：ティナ様の兄君の奥おくさんだな。

ピアニィ：つまり、あたしのおばさんですよね。

アル：男の子は、息子のウィルフレッドか。




[image: ]




ＧＭ：そのとおり。そして、その部屋の窓から外を一望すれば……そこには屋敷を包囲するように整然と立ち並ぶ、紅い鎧を纏った騎士たち。

エルザ：ちょ、ちょっとちょっと！　もうベルフト軍が!?

ＧＭ：マリアは不安げな顔を、そこにいるもうひとりの人物……彼女の父であるラドフォード伯に向ける。伯は厳しい表情でカーテンを片手でめくり、外の状況を確認しているね。

エルザ：あ、ああ……っ、逃げて―――っ!?





　怯おびえるウィルフレッドを抱だきながら不安げな表情を見せるマリアに気づき、ラドフォードは優しげに微笑みかけた。

「……お前はなにも心配しなくていい。ウィルフレッドと一緒にここにいなさい」

　ラドフォード伯は、娘むすめにそう言い聞かせると、ひとり部屋を出る。

　そして侍じ従じゆうを呼よび、鎧よろいと武ぶ器きを身にまとう。

　それは、ノーブルファーマーと呼ばれる伯の姿すがたとはちがう、騎き士しの出で立ちだった。




アル：ああ、ラドフォード伯が……。

ＧＭ：ラドフォード伯はいつもの麦むぎ藁わら帽ぼう子しと野良着ではなく、かつて自分が纏まとっていた軍ぐん装そうに身を包むと、館の外に出てひとりで待ち受ける。

アル：おお、そんな格かつ好こうに。

エルザ：農夫姿は、世を忍しのぶ仮かりの姿なのよ！

ベネット：そして、執しつ事じに「……農園のことは頼たのんだぞ」とか言い残し―――。

ＧＭ：そう、ラドフォード伯は先せん祖ぞから伝わっている、剣けんを久ひさしぶりに持ち出して構かまえる。

ナヴァール：そうか、ラドフォード伯の剣は、ノートゥングを斬り裂さいた剣だったはず。

アル：そっか、そう……言われると、かっこいいなラドフォード伯。

エルザ：『アクロス』視し点てんだと、ラドフォード伯はひじょーにかっこいいんですよ。

ＧＭ：そんなラドフォード伯の前に現あらわれたのは、誰だれあろうベルフトだ。歓かん喜きにも似にた獰どう猛もうな笑みを浮うかべ「お前たちは手を出すな」と、躊ちゆう躇ちよなく歩んでいく。それに対し―――……。




「……この先は一歩も通さぬ!!」

　ラドフォード伯は大だい喝かつし、先祖伝来の剣を構かまえた。

　その切っ先に、みるみる闘気が漲みなぎってくる。

　ベルフトも、ゆっくりとそれに応こたえるように大剣を構かまえた。

　お互たがいの隙をうかがうように対たい峙じしていたふたりは、やがてどちらともなく振ふりかぶった剣を相手に斬きりつけた。

　重い金きん属ぞくがぶつかり合い火花を散らす。

　その斬ざん撃げきの音は幾度も、周囲の山々に木霊した。




ＧＭ：そして、マリアは窓のカーテンを開けることもなく。息子のウィルフレッドとともに祈いのりを捧ささげている。外から剣を打ち合わせる音が聞こえるのだが、やがてその音も消えてシン……と、静まり返る。

ピアニィ：あ、あ……。

エルザ：決着がついた……？

アル：勝ったのは、やはり……。

ＧＭ：そう、ガシャリガシャリと鎧の音が迫せまり、部屋の扉とびらが開かれる。すると、そこに立っているのは、返り血を浴びたベルフトだ。

ピアニィ：ああっ……!!

ベネット：ラ、ラドフォード伯が。

ＧＭ：「マリア・ラドフォード・アヴェルシア。俺と一いつ緒しよに来てもらおう」と、太い声でいうベルフト。だが、その前に手を広げ、母を庇かばうように立ったのはウィルフレッドだ。

エルザ：「母上に近づくな……っ!!」って。

ＧＭ：そうそう。まだ五歳の子供にもかかわらず―――「人質にとるなら、このぼくを連れて行け！」と、毅き然ぜんとした態度で声をあげる。

エルザ：健けな気げな……って、ああ……これ、『アクロス』からの引きですね……。

ＧＭ：そのとおり。『アクロス』最終巻のセッションで、ツヴァイがウィルフレッドに言った言葉……覚えてる？

エルザ：―――『ウィルフレッドは男だから、母を守れよ』、だったかな……。

ＧＭ：そう。彼は今、その言葉を胸に恐怖に震ふるえそうになる身体を必死に抑え込み、気き丈じように振る舞っているのだ。

エルザ：うぅうう～……。

ＧＭ：「勇ましい小こ僧ぞうよ。よし、お前が人質になれば、他の者は助けよう」ベルフトはウィルフレッドに手を伸のばす。マリアは思わずすがろうとするのだが、「お母様、大丈夫です、心配なさらず」と、それを制せいする。

ピアニィ：いい子だ……。

アル：強い子だな、ウィルフレッド。

ＧＭ：そして、ベルフトは自らの軍を率いて再び行軍を始める。その側には、満まん身しん創そう痍いとなって立ったまま絶ぜつ命めいしようとしている男がひとり……ラドフォード伯だ。

ピアニィ：ああ……。

エルザ：あああああっ、ラドフォード伯があぁ―――っ!?　やばいですよ、泣く……！

ナヴァール：まさか、ここまで熱い最期を迎むかえるキャラになろうとは……。

ＧＭ：消えゆく意識。最後まで剣の柄を握り込んだまま、伯は祈りを込めるようにつぶやく。




「……エルザ、あとのことは頼たのむ。すべてはお前に託そう」

　その言葉を最後に、ラドフォード伯はゆっくりと―――瞳ひとみを閉とじた。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




エルザ：あああああぅうううううぅううう～～……っ！

アル：オトガルに続き、ラドフォード伯まで！

ＧＭ：では、２Ｄを振ふってもらおうか。今回は、戦力ではなくベルフト本人にどれだけダメージを与あたえたかを決定する。

ベネット：なるほど、ラドフォード伯が一いつ騎き打うちしたからでやんすな。

ＧＭ：２Ｄ×70点、ベルフトのＨＰが減へる。ここも、ダイスはプレイヤーに振ってもらう。

エルザ：あっ、じゃあわたし！　わたしが振ります……っ！（←挙手）

ナヴァール：うむ、ここはエルザ以外にはありえない……（笑）。

ピアニィ：い、いけーっ、やっちゃえー！

エルザ：（ダイスをがしっと握り込み）い、いきます……っ！（ダイスを振る）




　だが、気合いと共に振ったダイス目は、両方とも１だった。




エルザ：ああ～～～～っ、なぜ――――――っ!?

アル：ピンゾロかっ!?


エルザ：フェイト～、フェイト～、振り直すぅ～っ！

ピアニィ：エルザ先生っ、ふぁいとぉ～!!

エルザ：はい！　（ダイスを振る）……う、それでもあんまよくない、５。

ＧＭ：でも、それでベルフトのＨＰが[image: 350]点減へったな。

エルザ：あー……もうちょっといきたかったなあ……。

ナヴァール：いやいや、この[image: 350]点があとで我々の生死を分けるかもしれないし……。

ＧＭ：では、ここでマスターシーンは終了するわけだが……（と、地図を広げる）。

アル：ベルフト、次はどこに行くんだ。この先の重要な場所ってバーランドくらいだが……。

ナヴァール：バーランドは遠回りだろ。このまま山を越えてレイウォール領に入るんじゃな…………あぁああああああああああっ!?　ま、待て、菊池さん、待て……っ!?


ピアニィ：え？（と、地図をのぞき込み）……あぁああああああああ――――――っ!?

ナヴァール：そこ、キャメルウォータ平原！　前回の戦場！　ステラがいるだろうっ!?


アル：げ……！

ピアニィ：ち、ちょっと……っ、きくたけさ―――んっ!?


ＧＭ：では、ちょっとだけ演出を挟んで次のシーンへと移ろう―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……ん」

　ステラは、ふいに感じた気配にふと振り返って東の空を仰いだ。

　しばらくそのまま空に見入り、どこかけげんな表情を見せる。

「？　ステラ様、いかがなされましたか？」

　傍らに立つ副官がそれに気づいて、言葉をかけた。

　その声に振り返ることもせず―――。

「いや……なんでもない」

　そう言いながらも東より感じた違和感を……ステラは、心の中よりぬぐい去ることはできなかった。そして、感じたままのことを誰に聞かせるでもなく、言葉にした。




「―――来るのか、兄上」







◆Middle 11◆平原を埋め尽くす紅と紅




　ベルフト軍は、ラドフォード伯領を突破後、国境を越こえてレイウォール領内へと雪な崩だれ込んだ。だが、その到とう来らいを待ち受ける者たちがそこにはいた。

　ステラ率いる連合王国の精せい鋭えいである。

　大陸最強と名高い猛もう将しようと、大陸有数の知将と呼ばれる妹が、皮肉にもレイウォール国内で対峙することとなったのだ。




　帝紀八一三年一一月九日―――。




ＧＭ：さて、ではここでＰＣたちのシーンになるんだけど……その前に、ステラまわりのシーンを演出しておこう。

ピアニィ：どきどき……。

ＧＭ：ラドフォード伯領を突破したベルフト軍は、レイウォール領内に雪崩れ込こんだ。もはやその行く手を阻はばむものはない、と思われた。

ナヴァール：だが、それは甘あまい考えだった。

ＧＭ：そう、そのとおり。前巻でレイウォール領に侵しん入にゆうして以来、ステラ率いる軍ぐん勢ぜいはずっとその場に駐ちゆう留りゆうしていたのだ。

ピアニィ：今までステラ姉様はなにしていたんでしょう？

ＧＭ：うん。まずね……前の会戦以来、ずっとキャメルウォータ平原で陣を構えていた彼女には、ベルフト来らい襲しゆうの連れん絡らくが遅おくれた。

アル：まあ、俺たちも《偽ぎ装そう情じよう報ほう》に引っかかって時間を無む駄だにしたぐらいだからなあ。

ＧＭ：急いで連合王国にとって返そうとしたんだけど、ベルフトの進しん撃げき速度があまりにも速く、下手に移動すると背後から襲われかねない。そのようにステラは判はん断だんし、この地でベルフトを待ち構えることを選んだ。

ピアニィ：待ち構えないで―――っ！

エルザ：兵士たちの反対もあったでしょうに。

ＧＭ：もちろん、配下の兵士たちも浮うき足あし立だっている。「ステラ様、すみやかに兵を引き上げるべきです」と提てい案あんするのだが、ステラだけは冷静に「このまま無理に進めば貴き重ちような将兵を無駄に散らすことになる。私がピアニィ陛下から受けた命令は、一兵たりとも失うことなくこの軍を維い持じすることである」と言い、兵士たちを説得したのだ。

ナヴァール：ああ。さすがだステラ。

ＧＭ：「ただし、ただしむざむざベルフトの軍を進ませはしない。このまま、敵と戦闘を繰くり返しながら後こう退たいする。ピアニィ陛下が合流するその時に、我わが連合王国軍にとって有利な地形に敵を誘さそい込こむ！」とステラは宣せん言げんした。
















ナヴァール：遅滞戦闘というやつか。ベルフト軍を足止めしつつ、味方に有利な地形まで後退する……うむ、さすがはステラ。

ＧＭ：―――一方、ステラが遅滞戦闘の構えを見せたのを知ったベルフトも「さすが我が妹ステラ、臥龍と言われた軍ぐん師しだ」と。

ナヴァール：鳳ほう雛すうだってば。……久ひさ々びさのネタだ（笑）。

ＧＭ：ベルフトは「攻こう撃げきにおいては俺に敵かなうものではないが、防ぼう御ぎよにまわったステラは手て強ごわい」とその手しゆ腕わんを認みとめる。「……深追いはするな、ゆっくりと攻せめるぞ。ピアニィと合流させてやれ。そのほうが楽しめるというものだ」と、そんな指し示じを出しつつ、両軍は衝しよう突とつした。

ナヴァール：なるほど、だいたいの状況は理り解かいした。

ＧＭ：で、ここでもう一回、判定が入るんだけど……戦力は減へらない形で進みます。

ナヴァール：つまり、ステラがうまく後退できたかの判定ってこと？

ＧＭ：うん、そういう判定。ここは、ピアニィに判定してもらおう。

ピアニィ：あたしですね。がんばります！

ＧＭ：それでは、難なん易い度ど10の【知力】をしてくれ。実は、この判定の差分値……つまり、どれだけ難易度を上回ったかが関係してくる。

アル：達成値が高いほどいいってことか。

ＧＭ：うん、その差分値によってベルフト軍に不利なイベントが起こるよ。

ナヴァール：なるほど。ピアニィ陛下、なるべく高い目を出すのです。

ピアニィ：振りまーす。えい！　（ダイスを振る）ダイス目は９で、達成値は23ですっ！

ＧＭ：そうすると、差分値は13か。ベルフト側のＮＰＣが、ひとり倒たおれます。

ピアニィ：やったー！




　まるで二頭の竜が大地を駆かけめぐるかのような光景だった。

　ベルフトの軍が連合王国軍を[image: ]かみ破やぶろうと前進すれば、それをいなすようにステラは兵を退しりぞかせながら矢を射いかけていなす。

　戦線が間ま延のびするのを嫌きらい、ベルフト軍が後退しようとするとすかさず攻せめ立てて容よう易いには下がらせない。

　そんな戦せん況きように業ごうを煮にやしたベルフト麾き下かの将軍がひとり突とつ出しゆつする。

　その隙を逃のがすことなく、ステラは敵を押おし包み、その将軍を捕らえてしまった。

　舌した打うちをしながらベルフトは言う。

「さすがだな、ステラ。防御戦闘に限かぎれば大陸随ずい一いちかもしれんな……」

　まだまだ余よ裕ゆうを残すものの、ステラの戦せん術じゆつにより連合王国を切り裂いたベルフト軍の勢いきおいは大きく削そがれたのである。




ＧＭ：……とまあそんな感じで、小こ競ぜり合いの中で、ひとりの武将を捕ほ縛ばくしたって形だね。

ベネット：ＮＰＣ討ち取ったりー！（笑）

ＧＭ：よし、ではどんな奴を捕縛したか……決めてみようか（と、封筒を取り出す）。

ピアニィ：はい？

ＧＭ：これ、レイウォールに応募された読者投稿キャラの入った袋だ。ささ、陛下。一枚ひいてください。

ピアニィ：それで決めるのお!?（笑）

アル：ひどい扱いだ！（笑）

ピアニィ：じゃあ……（と、封筒の中に手を突っ込んで）……これ！

ＧＭ：どれ……（と、紙を受け取る）。えー……福岡県のあまちょさん。キミの投稿してくれたキャラ……捕まった（一同爆笑）。

ベネット：（笑いながら）ど、どんなキャラでやんすか……（笑）。




ドナ／三一歳／ネヴァーフ

　フリーの傭兵。騎乗状態になれる戦場にしか出陣しない。

　騎乗竜が敵を倒す〝無む想そう竜りゆう爪そう〟を使う。

　姉あね御ご肌はだな外見だが気が弱く、戦場ではすぐに気絶する。




[image: ]




アル：また気弱キャラかよ！　レイウォールにはそんなのしかいないのかっ！（一同爆笑）

ナヴァール：レイウォールの教育方針にはなにか問題がありそうだ。

ＧＭ：まあ、気絶したところを捕縛されたんだろう、うん。えーと、これでベルフト軍の戦力が４、下がるのか……（と、メモる）。ともかく、そんな小競り合いをしながらステラは後退し、ピアニィたちが合流するという具合だな。

ピアニィ：……ほっ、とりあえず無事だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて！　ここからはキミたちのシーンへと入ろう！　全員登場。五人がノルドグラムを出発しておよそ二週間後のことだが―――まずは、ステラと合流でいいかしら？

ナヴァール：もちろんだ。我々五人でベルフト軍に挑むことなぞ不可能。一刻も早くステラの部隊と合流せねばな。

アル：ああ、まずはこっちも兵をそろえないと話にならない。

ＧＭ：ＯＫ、ではその方向で。あせる気持ちを抑えつつ急ぎ南進、大きなトラブルに遭遇することもなく……キミらはステラ軍との合流に成功した。

ピアニィ：やった、無事に会えました！　い、一時はどうなるかと……。

ナヴァール：ベルフト軍がその後方からついてきてるはずだが……それは確認できる？

ＧＭ：いや、現げん状じようではまだ確認は取れない。

ナヴァール：なら、まずはステラと合流、作戦会議だな。面会を要よう請せいしよう。

ＧＭ：では、すぐにステラが軍師数人と作戦を練っている天てん幕まくに案内される。

ナヴァール：ピアニィ陛下がお着きになりましたー。

ＧＭ：「おお、来たか」と、天幕に招まねき入れるよ。

アル：そういうシーンか。だったら、俺は登場を控ひかえよう。やりたいことがあるので。できればベネットにもこっちにいてほしい。

ベネット：おお、いいでやんすよ。

アル：というわけで、俺とベネットは席を外すということで。

ＧＭ：うい、了解。では、ピアニィ、エルザ、ナヴァールが天幕に案内される。

ピアニィ：ステラお姉様、よくぞご無事で。

ステラ：「―――お前こそ、な」そう言いながらも視線はナヴァールに。「……ナヴァール、お前の命は果たしたぞ」と、ちょっと自じ慢まんするように言う。ちょっと褒めてほしそうに。

ナヴァール：うむ。で、戦局は？

ＧＭ：スルーされた！（笑）ステラは微妙に不満そうに……しかし、表情を引き締めて言う。「現状でベルフトの軍が約一万。こちらが一万。数字的には互ご角かくだと思う」

ナヴァール：兵力は互角。だが、〝戦力〟となると話は変わってくる（笑）。

ベネット：ベルフトひとりで一気に変わってくるでやんすからねえ……。

ＧＭ：それと、ノルウィッチ城主イザベラ、スリス。さらに五歳くらいの少年が人質として捕とらわれている、という情報が伝えられる。

ナヴァール：少年？

ＧＭ：「ああ、どんな格好しているか、背せ格かつ好こうまでは判はん別べつできないのだが」

エルザ：ウィルフレッドくんのことは……まだ黙だまっていよう。

ＧＭ：「それで、現在はこのようになっている」と、ステラは地図を広げる（と、実じつ際さいにＧＭも地図を広げる）。

アル：お、戦場マップ！
















ＧＭ：ここが合流したステラの軍とピアニィが合流したポイント。現在、川と相対してベルフト軍はこちらにいる。ここがベルフト軍の主力が陣じんを張はっている。「どうやら、人質たちは少し離はなれた陣に捕つかまっているらしい」とステラは解かい説せつしてくれる。

アル：人質は、別の陣にいるのか。

ＧＭ：「それと、ラドフォード伯が戦死なされたとの報があった」

エルザ：うう……っ、そのことわたしたちは知らないんですよね。じゃあ、それを聞いて、真っ青になって立ち上がります！　ラドフォード伯が!?　って……。

ＧＭ：「―――残念ながら、まず間ま違ちがいない」

エルザ：そんな……。

ナヴァール：そこで、少年の人質の話を思い出して呟つぶやこう。ラドフォード伯にお孫さんがいるという話は聞いたことがないが……？

ＧＭ：ああ、ウィルフレッドのことは『アクロス』のストーリーの中でも、トップクラスの機密事項だったからなあ。実は、ステラも知らないんだよな。

エルザ：じ、じゃあ、少年の人質の話を聞いて……わたしはどんどん蒼そう白はくになっていきます。

ナヴァール：エルザに聞こう。その少年とやらに心当たりがおありか？

エルザ：……お、お人ひと払ばらいを。

ＧＭ：では、ステラは武将たちに天幕を出るように命じた。

ピアニィ：エルザ先生、なにか知ってるんですか？

エルザ：わたしが傭よう兵へいとなったきっかけは六年前に起こった〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟だという話、しましたよね？

ナヴァール：ええ、それに〝黄金の狼おおかみ〟が関わったことぐらいは知っております。

エルザ：わたしたちあの時、ある特別な御お方かたをアヴェルシアからお逃にがしする極ごく秘ひ任にん務むを受けていたのです。

ナヴァール：特別な御方？（わざとらしく）は!?　そ、それは、もしや……！（笑）

エルザ：はい、お察しの通りです。当時のアヴェルシア王よりその奥おく方がたであるマリア様を託され、ラドフォード伯領までお送りしました。

ナヴァール：……そうでありましたか。

ピアニィ：アヴェルシアの王族が、まだ生きていたなんて……と驚きます。

エルザ：ええ。そしてその当時、マリア様はご懐かい妊にんされておりました。

ナヴァール：うむ、その事実は知っている。

エルザ：そして産まれた子が、ウィルフレッド・ラドフォード・アヴェルシア。アヴェルシア王家の正せい統とうなる王位継けい承しよう者しやです。

ナヴァール：ア、アヴェルシアの正統後継者がこの世に……！　って感じだな（笑）。

エルザ：きっと、ウィルフレッドくんはお母さんの身代わりになって……進んで人質になったにちがいありません。

ＧＭ：そこまでわかるの？（笑）

エルザ：はい、わかります（断言）。

ナヴァール：……なるほど、ラドフォード伯はよい育て方をされたのだな（笑）。

エルザ：わたしも、少なからずお世話係としておりましたから、よく存ぞんじ上げております。

ナヴァール：ちなみに、陛下のお従い姉と弟こ様に当たられる方ですな。

ピアニィ：ちょっと嬉うれしくなりつつも……これは、必ず助け出さなければなりませんねっ。

ナヴァール：たしかに。お救い申し上げねばなるまいな。

エルザ：わたしからも、それはどうかよろしくお願いします！

アル：……問題は、竜輝石についてだよな。プレイヤーは知っていても、キャラクターは知らないんだよね（笑）。

エルザ：ただ、マリア王おう妃ひと一緒にアヴェルシアの竜輝石を持ち出しているかも、と推すい測そくしてもらってもいいかも。あの事じ件けんのあと、行方不明なわけだから。

ナヴァール：そう言っていただけるとありがたい（笑）。では、私からエルザ殿に聞いてみよう。もしやエルザ殿、アヴェルシアの竜輝石を……？

エルザ：……はい、わたしが預あずかっています。

ナヴァール：やはり！

エルザ：この石は、今は亡なきラドフォード伯からお預かりしたもの。ウィルフレッド王子の縁えんによって託たくされたものです―――と、石を取り出して見せます。

ナヴァール：おお……！　なるほど、どおりで見つからぬわけだ。

エルザ：これは、ラドフォード伯より命いのち懸がけで託されたもの。いつかウィルフレッド様がアヴェルシア復ふつ興こうの御お意い志しを抱いだかれた時にお返しせよと。もし、そうでなければよりふさわしい者が現われた時に譲ゆずるように、と。今となってはご遺ゆい言ごんになってしまいましたが……。

ナヴァール：なるほど。ならばその石は、今エルザ殿がお持ちになるのがふさわしかろう。

ピアニィ：そうですね、エルザ先生が持っていてください。
















エルザ：わたしは、やっぱりこの石をウィルフレッド王子に託したい。でも、それはウィルフレッド様自身が決めること。それまでは、わたしは命をかけてこの石を守る所存です。どうか、ウィルフレッド王子を助けてください。わたしもそのために死力を尽つくします！

ピアニィ：エルザ先生かっこいい！

エルザ：でも、こんなセリフ言うと死にそう。

ピアニィ：先生、死なないで～！（笑）

エルザ：最近は、フラグを立てても死なないのが流行ですよ？（一同爆笑）

アル：しっかし……姉が俺の知らないうちに竜輝石の守しゆ護ご者しやになってたでござる（笑）。

ナヴァール：今、アルが別の場所にいるのが残念だ（笑）。

アル：いや、これは反はん応のうできない難むずかしい話なんでシーンにいなくてよかった（笑）。

ナヴァール：まあ、裏でやることがあるんなら、それはそれでいい（笑）。……では、エルザ殿がアヴェルシアの竜輝石を持っているというのは、ここだけの話ということで。

ＧＭ：ナヴァールの言葉に「―――そうだな」と、ステラも深く頷うなずく。

エルザ：ありがとうございます。

ナヴァール：そのうえで、ちょっと気になることがある。

エルザ：……なにか？

ナヴァール：死んだ人のことをどうこう言うつもりはないが……ピアニィ陛下がフェリタニア国を建国した時、ラドフォード伯はどう思われたのかと思ってな。にやり（笑）。

エルザ：それに関しては、わたしも微笑ほほえみ返すしかできないですね（笑）。

ピアニィ：そっかー、エルザ先生はアヴェルシアの竜輝石を守っていてくれたんですね。

エルザ：結果的に、そういうことになってしまっただけだけどね。

ピアニィ：じゃあ、あらためてお礼を言います。ありがとうございます、エルザ先生。

エルザ：いえ。それで、この石のことなんだけど……。

ピアニィ：さっきも言いましたけど……その石はラドフォード伯の言うとおり、先生が持っていてください。そしてラドフォード伯の言ったとおりにされるのがいいかと。

エルザ：わかった、そうします。じゃあ、わたしはひとりで天幕を出て、ラドフォード伯領の方を見つめています。

ＧＭ：今となっては、泣かせる話になったなあ……。

エルザ：ラドフォード伯は、もしかしたらピアニィ陛下の即そく位いを認めていた時に、本当は石の行き先について、ご覚かく悟ごをなされてたのかもしれない……。




　すでに日は暮くれて、空には星が瞬またたいている。

　エルザはふと、その夜空にラドフォード伯の顔を思い浮うかべた。







◆Middle 12◆アルとベネット、ふたりは……




　ベルフトとの戦いの日が、刻一刻と迫っていた。

　深夜、アルは敵の陣容を遠くに眺め……ベネットに思いの内を語った。

　それは―――。




ＧＭ：というわけで、一方、その頃ころアルとベネットは？　というシーンだな。どこか舞台の希望とかはある？

アル：じゃあ、ベネットと一いつ緒しよに、川を挟んだ向こう側にベルフト軍が見える場所にいたい。

ベネット：では一緒について行くでやんすよ。

ＧＭ：ＯＫ、ではそれでいこうか。時間帯は、深夜がいいかな。

アル：ではそれで。なあ、ベネット……あの軍勢を、どう思う？

ベネット：ベルフト軍のことで？　なにやら、様子見をしてるようでやんすな。

アル：見ろよ、わかるか？　やつらの陣地から立ち上る不思議な気配……威圧感を。

ナヴァール：闘気みたいなもんか？（笑）

ベネット：あっしは、エリンディルでさまざまな妖よう魔まや魔族と戦ってきたでやんすが……あれほどのものは見たことがねえでやんす（笑）。

アル：知ってるか？　アルディオンの戦場には伝説がある。どんなに腕うでがたっても、どんなに数に勝っていても決して逆さからっちゃいけない奴がいる。それがあいつだ。ベルフト・バウエス―――レイウォールの暴ぼう虐ぎやく王子。

ナヴァール：他にも軍神ベルフトとか……二つ名はいろいろある。

アル：そう、軍神ベルフト。ひとりで戦場を終わらせる男だ。

ベネット：はははは、そんなやつがいるわけないでやんす！　この、クラン＝ベルの英えい雄ゆうベネット様にかかれば、ベルフトなんて大したもんじゃないでやんすよ！

アル：そうか。……じゃあ、期待してるぜ？（一同爆笑）

ベネット：ちょっ、冗じよう談だん……!?（一同爆笑）

アル：いいじゃないか。王国にとってあれが最後の敵だ、がんばろうぜ。

ベネット：最後の敵？

アル：そりゃあそうさ。考えてもみろよ？　あのベルフトをどうにかすれば、姫さんはレイウォールの王太子と連合王国の女王を兼かねる。それに、グラスウェルズ国王も竜輝石を譲じよう渡としてくれるじゃないか。

ベネット：でやんすな。

アル：つまりは、世界は平和になる。アルディオンから戦争がなくなるってことだ。

ベネット：陛下の理想がかなうってわけでやんすな。

アル：……ベネット。お前、戦いが終わったらどうすんだ？

ベネット：終わったら、元の仕事に戻もどるでやんすよ。こいつを……旅人の石を持って帰らなくてはいけないでやんすから。

アル：そうか、向こうの大陸に帰ることになるのか。

ベネット：泣いちゃダメでやんすよ？

アル：泣くかよ。

ＧＭ：反応早いな、おい（笑）。

アル：……じゃあ、そいつを届とどけ終わったら、もう一度こっちに来ねえか？

ベネット：んー、どうでやんすかねえ……。

アル：手伝ってほしいことがあるんだよ。

ベネット：ほう、アルはなんかするつもりで？　事業でも起こすでやんすか？

アル：俺は、それが嫌いやで家を逃にげたんだよ……と言いつつ。この戦いが終わって国が平和になったら……俺にしかやれないこと、やるべきことがある。

ベネット：それは？

アル：バルムンクを追う。ベルフトを倒せば、姫さんの理想が実現する。ようやく、俺は本腰入れて奴らを追えるってもんでさ。

ベネット：そういえば、アルの敵だったでやんすな。バルムンク。

アル：ああ。そいつをお前にも手伝ってほしい。

ベネット：エリンディルに戻もどってどうなるかわかりゃあしませんが……やることがなかったら、戻ってきてもいいでやんすよ。

アル：そうか。ありがとな、ベネット。

ベネット：ただし、騎士をやめるとか言い出さないこと。フェリタニア第一の騎士ってのは、アル以外は考えられないわけで。なんか釘をさしておかないと、消えちまいそうで。

アル：……考えすぎだよ。

ベネット：じゃあ、アル。これを受け取るでやんす。と、笛を取り出して渡す。

アル：これは？

ベネット：あっしがエリンディルに帰ることがあったとしても、この笛を吹いてくれれば、あっしはどこにいようと聞きつけて、はせ参じるでやんす。

アル：い、犬笛……？

ベネット：（真顔で）ベネット笛でやんす。

アル：そ、そうか。なんかすごい微び妙みような顔をして受け取ろう（笑）……ともあれ、あれをなんとかしてからだなと、目の前の軍団に視線を向けて。

ベネット：でやんすな！

ＧＭ：……と、ふたりが決意したところでシーンを終了しよう！







◆Middle 13◆唯ゆい一いつの勝機




　ベルフト軍と正面からぶつかり、これを破ること。

　それが唯一、人質となったスリスたちを救う方法だ。

　兵力だけを見れば同等、しかしそんな数合わせに意味がないことは誰もが理解していた。

　敵軍の先頭に立って剣を振るうのは、鬼神ベルフトであるからだ。




　帝紀八一三年一一月一五日―――。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう！　ここがミドルフェイズ最後の場面となる。ちなみに全員登場で場所はステラの天幕。ベルフトの戦いについてうち合わせるシーンだ。現在、キミたちはステラと共にテーブルの上に広げられた地図に見入っている。

ナヴァール：では、そこで私はしばらく無言でじーっと地図を見つめている。周辺の地図や、両軍の配置とかを検討しつつ……そして、くわっと目を見開いて叫ぶ……！

一同：お？

ナヴァール：ダメだ、勝てぬ……っ！

ピアニィ＆エルザ：ええぇ―――っ!?


アル：ダメなのかよっ！（笑）

ナヴァール：このナヴァールの知ち略りやくをもってしても、ベルフト殿に勝つ方法はない……！

ベネット：ここは、「だが、実はひとつだけ奇き策さくがある」とか言うとこでは……！（笑）

ナヴァール：実は、その奇策が使えんのだ。なにせ相手には人質がいる。つまり、ベルフト殿は最も望む戦場で待ち受け、さあ攻せめてこいと言える立場なのだ。

アル：主しゆ導どう権けんは、向こうにあるってことだな。
















ＧＭ：ステラは自分が戦った時の話をする。「ベルフト自身は当然のこと、後方に控ひかえている銃じゆう騎き兵へいが厄やつ介かいだ。近づくにも、一定距きよ離りを保たもつにも、離はなれるにも、な」

アル：なるほど、ベルフトを前面に押し立てて後方から射しや撃げきしてくる……か？

ＧＭ：そういうこと。ベルフトを筆頭に中ちゆう衛えいの銃騎兵がひたすら射撃をしてくるのはまちがいない。ベルフトが前面に立つ限り、これを突破するのはほぼ不可能だと思っていい。

アル：中衛に手出しできないな……ベルフトを突破するのはきつい。あいつには卑怯くさい特とく殊しゆルールが存そん在ざいしたはず……！（笑）

ＧＭ：そのとおり。大だい規き模ぼ戦闘ルール適用時、〝ベルフトと同じ陣にいるキャラクターはセットアッププロセスで死ぬ〟（笑）。

ピアニィ：ひどい特殊能のう力りよく（笑）。

ナヴァール：たとえば、それって《インタラプト》や《策さく謀ぼう看かん破ぱ》で消せるのかな？

ＧＭ：《鬼神の波動》というスキルなんだけど、タイミングはパッシブだ。つまり……。

アル：つまり打ち消せない、と。

ＧＭ：正せい確かくには、死亡状態になるんじゃなくてＨＰが０になる、だけどね。あと対象はキャラクターだから、戦場オブジェクトは破は壊かいできない。

エルザ：なるほど。城とか砦とりでは粉ふん砕さいできないってことですね。
















ベネット：前衛にオブジェクトを置いておいて、あっしらが下がっていれば、セットアップで発動するっていう《鬼神の波動》は無む効こう化かできるのでは？

ナヴァール：うむ。ただしベルフトがセットアップの間にオブジェクトを破壊すると、その瞬間に前衛フィールドがなくなって、中衛にいた人間が前線に移動することになる。

アル：ただ、それでラウンド最初の即そく死し効こう果かだけは防ふせげるわけだ。

ナヴァール：うむ、そういうことだ。地形を活かしたベルフト対たい策さくとしてはそんなものだな。

アル：つまり、戦争が始まる前にどこかに戦場オブジェクトを配置して、そこで戦えばちっとはマシってことか。

ナヴァール：それはそうだが、そこにベルフト殿がやってきてくれるとは思えない。

アル：人質がいる限かぎりベルフトに有利な場所で戦わざるを得ないから、な。

エルザ：このままだと、平地で戦うことになるのよね？

ピアニィ：ええ、向こうに人質がいるから……。

ＧＭ：そうだね。ベルフトに攻せめさせる状況をどう作っていくかっていうのが、今回のシナリオのキモだね。

ベネット：なるほど。すると人質を奪だつ還かんできるかどうかがポイントになるでやんすかね。

アル：どうにかして、《救出》を上手く使える状態にもっていきたいな。

ナヴァール：では、ベルフトに戦争を仕し掛かける振りをして、その間に決死隊が人質を救出するということになるか？

アル：この場合、決死隊というのは俺たち自身のことだよな（笑）。

ナヴァール：まあ、そうなる（笑）。そして、その間に柵さくを作る。

ＧＭ：ステラも「柵なら時間を稼かせいでもらえれば作れる」と答える。

ナヴァール：そうか、あとは場所に呼よび込こめればというところだな。
















エルザ：地形は、山さん岳がく、森、河か川せん、平原とありますね。

アル：（地図を見ながら）で、どこを利用して戦うかってことか。

ナヴァール：この状況だと、誘さそい出すのは……森林がお勧すすめだな。




　森林は飛行状態のキャラクターは配置できず、射撃攻撃のリアクションに＋１Ｄされる。

　ベルフト軍が砲兵と銃騎兵を用意しているため、有利になるとの判断である。




ナヴァール：ただ、こちらも射撃が当たりにくくなる。修しゆう正せいのない平原でもいいかもしれん。

アル：うーん、敵の戦力次第な。

ナヴァール：今、ベルフト軍は[image: 118]となっているはずだ。対するこちら側は、一万の軍勢にステラと俺たちの戦力を足して……[image: 117]か。

アル：１差か、ほぼ互角だな。

ＧＭ：うひ、だいたい互角になるのを狙ねらってデータ調整はしたつもりだったが……あまりにも互角すぎてびっくりだ（笑）。

ベネット：オトガルやノルウィッチ城のがんばりが、ここにきて生きてきたでやんすよ。

エルザ：泣ける展てん開かいだなあ……。

ナヴァール：よし、ならば森林に誘さそい出そう。そして、ベネットが射撃を避よけまくる（笑）。

ベネット：はっはっはっ、避けまくるでやんすよ～。

ナヴァール：仕掛けるように見せて、ベルフトが出てきたところですぐに退しりぞく。

ＧＭ：その場合、ステラは柵を作るまでベルフトに対して遅滞戦闘を仕掛けるので、判定に失敗すると、ステラの戦力が減ることになるけど、それでいいかな？

ナヴァール：人質を取られている以上、それしかないからな。

ＧＭ：では、あらためて説明すると……ステラが遅滞戦闘を仕掛けている間、ＰＣたちは人質がいる敵陣後方に潜せん入にゆうして救出に向かうことになる。ここは通つう常じようの戦闘ルールを使う。

アル：なるほど。だったら、全員で行った方がいいな。

ベネット：ステラに陽動でベルフトを攻撃してもらっている間に人質救出でやんすな。

ナヴァール：しかし、守りは大陸一とベルフトが認みとめたステラが、自分から攻こう勢せいを仕掛けるというのは……（笑）。

ベネット：まさに死にフラグ……！（笑）

ナヴァール：そのうえで、私はこう言わなければならない。「ステラ、やってくれ。頼む」と。

ＧＭ：「すべてわかった上で言っているのだな、ナヴァール？」

ナヴァール：ああ、すべてわかった上だ。

ＧＭ：ステラは、少し考えたのちにちらりとピアニィを見て―――「引き受けよう、それを受ける理由が、私にはある」と答える。

ピアニィ：ありがとう、ステラお姉様！

ＧＭ：では、まずステラがうまく遅滞戦闘を仕掛けられるかどうかの判定。これは【知力】で判定、達成値が大きいほど効果がある。逆ぎやくに低いと大規模戦闘にも影えい響きようあるからね？

ナヴァール：【知力】か。じゃあ、ピアニィ陛下、お願いします。

ピアニィ：はい。えっと、この判定って《ダンシングヒーロー》使えますか？

ＧＭ：この判定自体は、ステラに的てき確かくに指示できるかだから、使えるよ。

ピアニィ：じゃあ、お姉様死なないで～と踊おどりつつ（笑）。

ＧＭ：あやしいよっ!?　どんな踊りだよ！（笑）

ピアニィ：（ダイスを振る）……あ、クリティカル！

ＧＭ：なにぃっ!?

一同：おおおお、素す晴ばらしいっ!!


ピアニィ：これが、お姉様への愛（笑）。

ＧＭ：では、その指示を受け取ったステラが的確に軍を動かすことになる。ギリギリの射しや程ていから弓を撃うって後退し、人質のいる陣から本隊を引き離はなす。ピアニィの華か麗れいなアドバイスによって、ステラ側の兵力は―――一兵たりとも損そん失しつしないな……。……ちょっと減へってくれれば、修正に差がついて面白かったのに。

ピアニィ：そんなことはさせません♪

アル：ともかく、これで人質を救出に向かえるわけだな。

ＧＭ：うむ、人質がいると思われる陣から、ベルフトの本隊が離れていく。

ピアニィ：じゃあ、今のうちにスリスちゃんたちを助けに行きましょう！

アル：おう！

ＧＭ：では、みんなで救出に向かったところでクライマックスへと移うつろうか。

アル：もしかして、クライマックスの戦闘は救出と大規模戦闘の二段だん階かい？

ＧＭ：そのとおり。というわけで、まずは救出を敢行するシーンからだ！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆人ひと質じち救出作戦




　ベルフトを戦場に誘さそい出すためには、その手中に落ちている人質を救出せねばならない。

　人質の居い所どころの情じよう報ほうを得たピアニィたちは、さっそく行動を開始する。

　ベルフトに補ほ足そくされればその場で戦せん闘とう開始、という危あやうい状じよう況きようの中。やがて一行は、兵士たちに厳げん重じゆうに護まもられた立りつ派ぱな馬車を発見した。




ＧＭ：では、クライマックスを始めよう！　ステラがベルフト軍の誘ゆう導どうに成功、その隙にキミたちが人質救出に向かう、というシーンだ。ベルフト本隊が動き出したのに合わせ、人質がいるという敵陣の後方まできて……キミらは前方にそれらしき敵影を捉えた。

ピアニィ：えっと、敵はどんな様子ですか？

ＧＭ：陣の中心には立派な馬車が見えるね。もちろん兵士が周囲を警けい戒かいしている。

ピアニィ：馬車？

アル：きっと、その中に人質が捕とらえられているんだろう。

ピアニィ：ああ、なるほど。

ＧＭ：で、ベルフト本隊の移い動どうに合わせて、それに追つい従じゆうして馬車も移動する。当然、馬車を警戒する護ご衛えいの兵士たちもゾロゾロと移動していく。

ピアニィ：あっ、行っちゃう!?　行っちゃう!!

ナヴァール：つまり、馬車がベルフトの本陣に到とう着ちやくする前に人質を救出しろということか。

ＧＭ：そのとおり。ここからは【行動値】順に行動してもらうよ。馬車がゴール地点まで移動したら、人質の救出は失敗になる。

アル：おお、なるほど。追つい撃げき戦か。

ナヴァール：確かく認にんするけど、《救出》を使う場合は、メジャーアクション？

ＧＭ：はい、馬車に追いついたキャラクターのメジャーアクションで使用することになります。というわけで、ＰＣと敵てきを配置していこう。




　ＰＣたちのいるエンゲージを基き点てんとし、一五メートルから四五メートルまで、五メートル間かん隔かくに敵を配置していくＧＭ。




ベネット：結けつ構こう、敵の数が多いでやんすね。

ＧＭ：今、ここは一本道。細い崖がけを通っていると思ってくれ。

アル：……つまり、封ふう鎖さされている？

ＧＭ：そう。で、人質がいる馬車は四〇メートル先にいる。で、先頭から一〇〇メートル先……つまり一四五メートル地点にベルフト軍の後続がいるわけだ。
















アル：馬車がその後続に追いついたら？

ＧＭ：アウト。人質救出は諦めたほうがいいだろう。

ナヴァール：よし、状況はわかった。それで、敵の様子は？

ＧＭ：馬車の周囲には騎き士したちが、その後方には銃じゆうを持った騎兵たちがいる。馬車の御ぎよ者しやも武ぶ装そうした騎士のようだね。

エルザ：銃を持った人が多いですね。

ベネット：ベルフト軍は必要に迫せまられて銃を覚えざるを得ないでやんすから。

ナヴァール：ベルフトとエンゲージしないためにな（笑）。




　大だい規き模ぼ戦闘ルールにベルフトが参加していると、前線フィールドに配置されているキャラクター（ベルフトは除のぞく）は、問答無用で戦闘不ふ能のうになってしまうのだ。




ＧＭ：ちなみに、この御者が倒たおれると馬車が横転して人質が死んでしまいます。

エルザ：なるほど、範はん囲い攻こう撃げきで巻き込こまないように気をつけないと。

ＧＭ：こういう状況からスタートになります。

ピアニィ：はーい。
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ＧＭ：セットアップに入ります。まずは竜炎騎士から。セットアップで《グランディア》を宣せん言げん。「ベルフト殿でん下かのために！」と剣けんをかかげ、パワーを上げます。

ベネット：なんという脳のうみそ筋きん肉にくな連中だ！（笑）

ＧＭ：騎士が終わりまして、次はベネット。

ベネット：これは、《ヘイスト》で行動値をギュンと上げてもらったのちに《陣じん形けい》で移動でやんすな。

アル：よし、それだな。

ベネット：というわけで、あっしのセットアップはなし。

ＧＭ：次はエルザ！

エルザ：はい、わたしは理知の宝玉を使います。行動値＋13で、32になります。

ＧＭ：ピキーン……っ、エルザの目が光った。

ピアニィ：あたしは、《ウィークポイント》で全員にダメージ＋14点です。

ＧＭ：そして次が御者か。御者はセットアップはなし。

ベネット：お、《ランナップ》とかない。なら安心でやんすな。

アル：あぁ、ここで移動されちまうと、いろいろとやっかいだからな。

ＧＭ：そして、竜炎銃騎兵は《スナイピング》を宣言。射撃の火力がぐっと上がる。

ナヴァール：《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》。ケセドの杖つえも使おう。

ＧＭ：そうすると、御者が振ふり向いて《インタラプト》で《ヘイスト》を打ち消し！　「させるか！　先手は取らせん……！」

ナヴァール：なんと、私の《ヘイスト》が!?

ベネット：まさか打ち消されるとは！（笑）

エルザ：じゃあ、《陣形》はどうしましょう？

アル：いや、やっておこう。距きよ離りを稼かせぐことには意味がある。




《陣形》によって、ベネット、ピアニィ、エルザが猛然とダッシュ……一五メートル移動して敵にエンゲージする。

　アル、ナヴァールは移動力が足りず、その後方にとどまることとなった。




アル：くそう！　俺おれ、あと一メートル足りねー！（笑）

ナヴァール：こっちは四メートル後方。ぜいぜい言いながら走ってくる（笑）。

ベネット：軍ぐん師し様も体を鍛きたえるといいでやんす！（笑）

アル：と、ここでセットアップ全員終わり。
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ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。竜炎騎士からだが、その前に《カリキュレイト》で竜炎銃騎兵四隊が割り込んでくる。

ピアニィ：あ、割り込んできた！

アル：……えーと、俺も《カリキュレイト》！

ＧＭ：宣言のタイミングは同時だが、こっちの方が行動値が高いので先に動く。竜炎銃騎兵たちが同時に銃を向け、追いすがってくるキミたちを撃うってくるよ。まずは、後方にいるナヴァールからだ。「狙ねらえー！」マイナーアクションで《パワーブレイク》、メジャーアクションは《馬上射撃》だ。そして、判はん定ていの前に《クイックスナイプ》を宣言！（ダイスを振ふる）命中は24。

ナヴァール：24か……（ダイスを振る）うっ、やはり届かず。

ＧＭ：もろもろの効こう果かを合わせて、ダメージロールは39＋10Ｄだ。

ナヴァール：結構な数字だな！

アル：《プロテクション》を張はれば倒たおれないが、《パワーブレイク》があるからダメージを受けると転てん倒とうしてしまうな。

ナヴァール：転倒は諦めるしかあるまい。というか、転倒してもどうでもいい（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは、80点！

ナヴァール：80点？　まずは【物理防ぼう御ぎよ力りよく】の15点を引いて……《プロテクション》！　ケセドの杖を使って、40点軽けい減げん。結局、８点のダメージ。

エルザ：じゃあ、わたし《サモン・アラクネ》振ります。１個しか振れないけど、ケセドの杖の効果があるから……24点軽減でーす。

ナヴァール：ダメージがすっかり消えて転倒もしない（笑）。

ピアニィ：いいなー、ケセドの杖。欲ほしいなー。

ＧＭ：こうなったら、竜炎銃騎兵はターゲットをピアニィに変えよう。

ナヴァール：じゃあ、そこに《ブランダームーブ》を。命中判定にマイナス８だ。

ＧＭ：そうすると、命中は13だよ。とほほ……。

ピアニィ：13なの？　なら……（ダイスを振る）あっ、クリティカル～（笑）。

ナヴァール：なんと、さすがは陛下。《ブランダームーブ》の意味がなかった（笑）。

ピアニィ：わたしは銃には強いんですっ！




　どんな女王だ。




ＧＭ：では、残り二発はエルザに撃とう。「おい、あのうしろ黒帽子の女は……！」「た、たしか、なんでもかんでも燃もやし尽つくしちまうっていう……」

エルザ：―――そう、〝炎の申し子〟エルザよ。

ＧＭ：「あいつが〝炎の申し子〟……」「橋や陣じん地ちを躊ちゆう躇ちよすることなく燃やしたという……」「シェルドニアン学園では学生に遠えん慮りよなく魔ま法ほうを叩たたき込こんだらしい」「彼女に捕つかまると、死ぬまで店でこき使われるらしいぜ」

エルザ：ちょ、ちょっとちょっと……!?（笑）

アル：エルザ姉の噂うわさ、かなりひどいことになってるな……（笑）。




　だが、すべて事実だったりするから怖おそろしい。




ＧＭ：（ダイスを振ふる）ともかく、24で命中！

エルザ：（ダイスを振る）はい、避よけられません。

アル：危あぶないエルザ姉！　《カバーリング》＋《カバームーブ》！

ピアニィ：きゃー、夢ゆめのシチュエーション！

ＧＭ：では、こっちのダメージは72点！

ナヴァール：（必ひつ殺さつ技わざっぽく）《プゥゥゥロテクショオォォォォン》……っ!!

ピアニィ：すごい、ナヴァールの《プロテクション》がかっこいい！（笑）

ナヴァール：で、この勢いきおいで敵の竜炎銃騎兵を吹ふっ飛ばす！

ＧＭ：できねーよ!!（笑）

ナヴァール：むう、残念。（ダイスを振る）５Ｄ振って11……（笑）。それでも53点軽減。

アル：実は、それでダメージはみんな防ふせげている（笑）。

ＧＭ：カーン。アルに命中した銃じゆう弾だんは、魔法の障しよう壁へきに弾はじかれた。

アル：しかし、《カバーリング》と《カバームーブ》分のＭＰは減へらしておこう。

ＧＭ：ラストの一発は、ピアニィだ。（ダイスを振る）命中は、20！

ピアニィ：なら、ミスティックガーブを使います。魔ま術じゆつ判定になるから、５Ｄで回かい避ひできちゃいます。（ダイスを振る）ほら、33。超ちよう余よ裕ゆう♪

ＧＭ：銃弾をにこやかな笑顔で回避してくるピアニィに、竜炎銃騎兵たちは「ひっ、ひぃ～！」と怯おびえながらパンパン撃っているという感じか（笑）。

ナヴァール：「なんで当たらねえんだ～」とか（笑）。

ベネット：レイウォール王家に飛び道具は効きかぬうぅぅ！（一同爆ばく笑しよう）

エルザ：せめて、魔法の力でひらひら避よけていることにしましょうよー（笑）。

ピアニィ：ああ、すみません、すみません！　そんな演えん出しゆつで（笑）。

ベネット：演出にダメ出しが（笑）。

ピアニィ：華か麗れいなる、魔法の衣があたしを守ってくれる！　ひらひら～。

ＧＭ：そして、こっちの《カリキュレイト》分は終わり。

アル：なら、俺の《カリキュレイト》の行動だ。マイナーアクションは《ファストセット》で《フェイドアウェイ》と《スマッシュ》。《フェイドアウェイ》で移動しつつエンゲージだ。メジャーアクションは《クロススラッシュ》！

ＧＭ：定番のヤツですな。

エルザ：アルくんがこんなにも戦えるなんて。戦闘を直接見るのは初めてだし。

ＧＭ：そういや、アルが戦闘しているの見るの始めてか、エルザは。

エルザ：大規模戦闘の《一いつ騎き駆がけ》は、ちょっと離はなれていたしね。

アル：ともかく、命中は43。

ＧＭ：（ダイスを振る）その数字を避よけられるわけがない。命中だ！　アルは無数の敵を[image: ]かき分け、斬きりつける！

アル：（ダイスを振る）ダメージは、[image: 136]点！

ピアニィ：強ーい！

ＧＭ：なら【物理防ぼう御ぎよ力】を引いて……おおっ、生きてる！

アル：なら、もう一回攻こう撃げき……クリティカル！

エルザ：ああ、ちょっと見ないうちに、こんなに強くなって。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避はクリティカルせず、アルの攻撃が命中！

アル：今度のダメージは[image: 151]点！

ＧＭ：そのアルの攻撃を食らって、竜炎銃騎兵は馬から転げ落ちる。戦闘不能！

アル：よし！　これで竜炎銃騎兵のＨＰの目安がついたな。

ＧＭ：次、竜炎騎士だが、現げん状じようは待機。

ナヴァール：まあ、御者がつくのを待つわけだな。

エルザ：次は、わたし？　どうしましょうか？

アル：ここは、シーン攻撃を待った方がいい。

エルザ：そうね。じゃあ、待機！

ベネット：あっしも待機。そしてクラウチングスタートの構かまえ（笑）。

ＧＭ：すぐに駆け出すためか（笑）。では、ピアニィさん、どうぞ。

ピアニィ：じゃあ、いきます！　「イザベラさんとスリスちゃん、そしてウィルフレッド君を返して～！」　マイナーアクションでミスティックコインをぴょーんと投げて。

ベネット：ついにきたー！

ピアニィ：今、大事な一〇万Ｇを投げた！（笑）

ＧＭ：たしかに大切だ（笑）。

ピアニィ：メジャーアクションで、放ったそのコインに向かって《フロストプリズム》を撃つと……パリーン！　コインと雪の欠片が混ざり合いながら降り注ぐんです！

ナヴァール：一〇万Ｇの金貨がピアニィ陛下の冷気を受けて、雪のように降り注ぐ（笑）。

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》も入れて、くらえー！　（ダイスを振る）……あー、残念。クリティカルしない。

ナヴァール：５を三つも出しておいて、クリティカルしないことを残念がるとは（笑）。

ベネット：そんな日もあります。ですが、いつか信じていればダイスは答えてくれる。

ピアニィ：というわけで、シーン全体に40です♪

ＧＭ：40!?　避よける気も起こらんわ（笑）。

ピアニィ：あっ、御ぎよ者しやさんは対象から外しておきます。




　ミスティックコインはピアニィの《フロストプリズム》を反はん射しやし、全体に冷気を振りまいていく。その一帯は、瞬しゆん時じに極寒の銀世界と化してゆく。




ＧＭ：では、ピアニィの魔法が……氷雪を振り巻きながら一面に広がっていく。

ベネット：荒あれ山が一瞬にして凍いてつく山になったと。

ＧＭ：（ダイスを振る）……お、竜炎騎士がひとりクリティカルした！　……それ以外は、回避できなかった。

ピアニィ：じゃあ、ダメージいきます！

ナヴァール：それに合わせて、《チェックメイト》。もちろんケセドの杖つえつき。

ピアニィ：んー、あとのことを考えて《マジックフォージ》は温おん存ぞんします。で、フェイトを４点入れておきます！

ＧＭ：さあ、ダメージをどうぞ！

ピアニィ：（ダイスを振る）……お、ぴったり[image: 150]点！

ナヴァール：それに、44点を足してください陛下。

ＧＭ：ということは……[image: 194]点か。さすがに竜炎銃騎兵は耐たえられない。残る三体は凍こおりついて戦闘不能。竜炎騎士は、[image: 194]点ではまだ倒たおれない。

ベネット：さすがは陛下。そして道は開けた！　《カリキュレイト》を使い、一気に馬車にエンゲージでやんす！　馬車の上にガシッとスティーブン・セガールっぽい[image: ]つかまり方で[image: ]まる！
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ＧＭ：セガールかよ（笑）。

ベネット：一度やってみたかったでやんす。「助けにきたでやんす！」と声を掛かける。

ＧＭ：「その声は、ベネット!?」とイザベラの声が聞こえる。

ベネット：「そのとおり！　〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟ベネットが助けにきたでやんすよ」

ＧＭ：すると馬車の中にいたイザベラが、残念そうな表ひよう情じようを（笑）。

ベネット：その顔はなんだ―――っ！（笑）

アル：しかし、今こそチャンスだぞ。

ベネット：さて、メジャーアクションで《救出》をしなくてはいけないんだが、まったく演出を考えていなかった（笑）。

一同：おいっ！（笑）

ベネット：とりあえず馬車を止めるでやんす。そうそう、急ブレーキでやんすよ。……で、アクセルとブレーキはどっち？

アル：それ馬だろう!?　アクセルもブレーキもねえよ！（笑）

ベネット：しかし、そんな判断がつくわけもなくパニック状じよう態たいに！　きっとこれがブレーキ……ぐい！　ああああっ、ブレーキを踏ふんでも間に合わな―――い!?

一同：おい―――っ!?

ベネット：……というのは冗じよう談だんで。ともかく御者を蹴けっ飛ばして馬車を奪うばう！　

ＧＭ：「さ、させるもんかえ……！」　御者席に座る巨きよ大だいな婆さんは必死の形相で叫ぶ！

一同：巨大な婆さんっ!?

ＧＭ：うむ。あきらかに御者席のサイズに不ふ釣つりあいな、でかい婆さんがそこで手た綱づなを握にぎっており……！

アル：そんなババアがいるかあ―――っ!?　……って、何回言わせるんだよ今回っ!?（笑）

ＧＭ：読者投とう稿こうキャラなんだからしょーがないだろう、うん。名前は、慈じ愛あいの怪かい力りきババア。

一同：それは名前じゃな――――――いっ！（大爆笑）




慈愛の怪力ババア／六九歳／ヒューリン

　レイウォール三二将の古株で、他の将からもご意見番として頼たよりにされる六九歳。戦闘スタイルは大たい剣けんを持ってのパワーファイターである。オーギュスト王の先せん輩ぱいにあたり、彼に戦場や冒ぼう険けんでの戦い方を教えたという。現状でなにゆえベルフトに与くみしているかは不明。

　ただ、誰も知らないことだが溺でき愛あいするひとり娘むすめがバルムンクに捕とらわれており、それをたてに協力を要よう請せいされているらしいので……そのへんが関係するのかもしれない。か、関係ないかもしれない。
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アル：な、なんでオーギュスト王の先輩で三二将の古株が馬車の御者を……。

ＧＭ：不思議ですな。

ナヴァール：ただ単に面おも白しろいだけで選んだだろうっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：と、ともかく！　「……小娘っ、この婆と対たい峙じしたのが運の尽つきよ。レイウォール三二将の中にあって、パワーならば何なん人ぴと足りともかなう者なき―――」

ベネット：《救出》を宣言でやんす。

ＧＭ：「あっ、待て！　き、貴き様さまっ！　まだしゃべってる途と中ちゆう……っ、あ―――っ！」……どんっ、ごろごろ……！　ばーさんは馬車から放り出され、すごい速度で後方に転がっていった（一同爆笑）。

ベネット：フッ、御者台の上に仁に王おう立ちになり、ばーさんに向かって高笑いをするでやんす。か―――かかかかか！　達者で暮くらせよ。

ピアニィ：ひ、ひどい……（笑）。

アル：よ、よし、ともかくあとはこのまま引き上げればいい。

ベネット：じゃあ、馬の向きをくるっと変えて「あばよ！　とっつぁーん！」と猛もうスピードで走り去っていくでやんす。

ピアニィ：ベネットちゃんナイス！

エルザ：とっつぁんって……誰だれ……（笑）。

アル：他の騎士たちは？

ＧＭ：追ってくる様子はない。馬車……というか人質を奪だつ回かいされ、このまま戦いを挑いどんだとしても勝ち目は薄うすいと判断したんだろう。「隊長、追わないんですか！」「やめよう。アル、ナヴァール、エルザ、そしてピアニィ様……我々ではどうにもならん。ここは素す直なおに前ぜん衛えいと合流する……！」　そんな会話がなされている。

エルザ：わたし、まだなにもしてないのに（笑）。

ＧＭ：噂だけは広まっているんだよ。「特に〝炎の申し子〟と呼ばれるエルザは危き険けんだ。あの女にとっ捕つかまると、最後の最後まで金をむしり取られるぞ！」と（笑）。

アル：金かよ！（笑）　炎の申し子とか関係ないじゃん！（一同爆笑）

エルザ：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：ともかく、キミたちは無事に敵を振ふり切り、人質を救出することに成功した。

アル：救出できてよかった。

ピアニィ：うん。一〇万Ｇのコインを使っちゃったけど（笑）。

ナヴァール：まあ、成し遂とげたことに比べたら、安い出費であったかと。

ピアニィ：そうですね！

ナヴァール：では、人質の安あん否ぴを確かめよう。ご無事ですか？

ＧＭ：では、その馬車の中で―――ウィルフレッドが「スリス様、お手を」と、ちっちゃい紳しん士しがちっちゃい淑しゆ女くじよの手を取ってお助けするという実に微笑ほほえましい光景が……。

ピアニィ：かわいいー！

ＧＭ：スリスは「ありがとう！」とみなに素直に礼を言うね。

エルザ：うんうん。

ピアニィ：ウィルフレッドが守ってくれたんだね。

エルザ：さすがです、ウィルフレッド様。

ＧＭ：それに続いて「ああ、まいったまいった！」とイザベラがズカズカ出てくるが……。

ピアニィ：あはは、イザベラさんも無事でよかった（笑）。

ＧＭ：ちなみにウィルフレッドとエルザは、半年ぶりくらいの再会になるかな。

エルザ：そうですね。お久ひさしぶりでございます、ウィルフレッド様。

ＧＭ：「お久しぶりです、エルザさん」少年は、なぜか少し大人びたように見えて……。

エルザ：お見事な働き振りでした。よく、スリス様を守られましたね。それに、お母様の代わりに人質になったと聞きましたよ。

ＧＭ：ウィルは少し[image: ]を染め―――「やだな、そんなこと、ないよ」

エルザ：ああっ、それは萌もえる♪

ピアニィ：かわいいな～。

エルザ：ウィルフレッド様。こちら、フェリタニアのピアニィ女王です。

ＧＭ：「ピアニィ陛下、はじめまして。ありがとうございます」

ピアニィ：はい、はじめまして。

エルザ：でも、ウィルフレッド様くらい頭がいい子だと、自分の正体がばれていること、わかっちゃいますよね？

ＧＭ：ああ、そうですね。なんとなく、不安そうな表情をしています。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶですよ、ピアニィ陛下はわたしたちの味方ですから。

ピアニィ：うん。

ＧＭ：すると、素直に笑顔を浮うかべるよ。

ナヴァール：そこはひざまずいて、ピアニィ陛下の手を取り、手の甲こうにキスをしたりするのでしょ。

ＧＭ：なんという、ませた子だろう。

ピアニィ：かわいー♪

ＧＭ：「お初にお目にかかります。ウィルフレッド・ラドフォード・アヴェルシアでございます」と、ウィルフレッドは手の甲に口づけすると正式に名乗るよ。

ピアニィ：よく、今まで生きていてくださいました。

アル：……感動の対面のところ悪いんだが、さっさと引き上げねえと。

ピアニィ：あ、そうですね。

ＧＭ：「申し訳ございません。第一の騎き士し、アル・イーズデイル殿」

アル：お、俺のことも知ってんのか？

ベネット：あっしは!?　ねえ、あっしは？

ＧＭ：「クラン＝ベルの四英えい雄ゆう、ベネットさんですね」

一同：!?　すげぇぇえええぇぇ―――っ!?

ピアニィ：えらい、知ってるんだ!?

ベネット：自分で聞いておいてなんでやんすが、さっき自じ己こ紹しよう介かいしやしたから（笑）。

ピアニィ：じゃあ、話はこの戦いが終わったあとでしましょう？

ＧＭ：「はい！」

ナヴァール：では、みなを安全なところに避ひ難なんさせましょう。

ピアニィ：うん。安全なところへ。

ＧＭ：というわけで、ここでシーンは終しゆう了りよう！　次は、いよいよベルフトとの対決だ。

ピアニィ：よ、よーし！　がんばります……！







◆Climax 02◆大陸最強の名の下に




　人ひと質じち救出作戦は成功した。

　これで、奪うばわれた戦場の主しゆ導どう権けんを取り戻もどすことができた。

　あとは、ベルフトと雌し雄ゆうを決するのみ。大陸最強の名を懸かけて。




ＧＭ：では、人質を救出したキミたちは、ベルフト軍とステラ軍が対たい峙じしている場所に戻ってくる。両軍とも軍ぐん勢ぜいは約一万、戦力は１差でベルフト軍が有利。ステラが攻こう勢せいにでることで人質救出のための時間を稼かせいだが、それもそろそろ限げん界かい。いよいよ戦いが始まろうとしている。

ピアニィ：……戻りました、ステラ姉様！

ＧＭ：「ピアニィ！　人質は無事か！」

ピアニィ：はい、もちろんです！

ＧＭ：「さすが我が妹。だが、これからが本当の戦いだぞ……」

ピアニィ：ええ、覚かく悟ごしています。

ナヴァール：ステラもよくやってくれた。

ＧＭ：その言葉に、ステラは少し[image: ]ほおを紅あかく染めた。「お、お前にはもっと褒ほめてもらわないと割りに合わないな」と、微かすかな笑みを浮かべながら言う。

ナヴァール：あとで、いくらでも愚ぐ痴ちには付き合おう。だが、今は……っ。

ＧＭ：「ああ……！」と、ステラが強い笑みを浮かべたところで……では、大規模戦せん闘とうに移ろうか！　まずは、戦団編成！




●ベルフト軍

代表者名：ベルフト・バウエス・レイウォール

動員人数：約九千人

戦団レベル：８

戦力：[image: 118]

　動員人数：72

　ＮＰＣ：ベルフト：＋40／アメリア：＋２／カルロッタ：＋４

ＮＰＣ参戦数：４




ＧＭ：では、今回のＦＳ判定のデータを発表します。

アル：ああ、そこが大事！　正面からやりあったら死ぬ！（笑）

ベネット：ダラララララ～、ジャン……！（ドラムロールの音）

ＧＭ：―――漢おとこらしく、なし！

一同：なしっ!?

ピアニィ：え？　え？

エルザ：ど、どういうこと？

ＧＭ：ＦＳ判定で解決できない、ガチバトルになります！

アル：ないのかよっ!?　おお、すごいな！　勝てるのかそれ！（笑）

ＧＭ：がんばれ！　えー……そして、フィールドタイプは野戦ですが、地形効果として森林が使用される。これにより、射しや撃げき攻こう撃げきに対するリアクションの判定のダイスが＋１個となる。

ナヴァール：これは、ピアニィ陛下がクリティカルしたおかげだな。

アル：俺たちの側だと、射撃攻撃するベネットが多少不利になるな。

ベネット：ははは、でも撃うち合いなら向こうと同じ条じよう件けんでやんすよ。

エルザ：射撃する人数が多い側が不利をより多く被こうむるってことですね。

ＧＭ：そして勝利条件はひとつ―――。

ピアニィ：その、勝利条件は？

ＧＭ：ベルフトを戦闘不能にすること。

一同：お、おおお……。

ピアニィ：で、できるかな……？

アル：だが、やるしかないな。

ＧＭ：そして、敗北条件だが……自軍の戦力が０となる、あるいはピアニィの戦闘不能。

ピアニィ：こっちは、あたしの戦闘不能!?

ナヴァール：……まあ、条件的には同じか。向こうもこっちも、戦団の代表者が落とされたらおしまい。

ピアニィ：あたしが、狙ねらわれるってことですか？

アル：そうなるな。

ナヴァール：これは、ベルフト殿下とピアニィ陛下の決戦。戦場で倒たおれたものに、勝者の資し格かくはないということです。

ピアニィ：そ、そうですね……。

アル：心配するな。いつものように護まもってやるからよ。……と、言う俺（笑）。

ピアニィ：はいっ！

エルザ：さっそく、お説教の効果が（笑）。

ＧＭ：では戦場スキルの取得に入ります。なにを持っていきますか？

ピアニィ：うーん、そうですね……。




　相談の結果、戦場スキルは《一騎当千》《遊撃部隊》《戦意上じよう昇しよう》となった。

ＧＭ：では、ピアニィの戦団はこんな感じだな。




●ピアニィ軍

代表者名：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

動員人数：一万人

戦団レベル：９

戦力：[image: 117]

　動員人数：75

　ＰＣ：31（５（19レベルＰＣ）×５＋５（上級クラス取得ＰＣ数）＋１（《グランドマスター》））

　ＮＰＣ：ステラ：＋５／ダロスＮＴ―１：＋２／

　　　　　アリス・ウィンカート：＋２／セファイド・ファルクス：＋２

ＮＰＣ参戦数：４

戦場スキル：《一騎当千》《遊撃部隊》《戦意上昇》




アル：お？　なんかＮＰＣに新顔がいる（笑）。

ＧＭ：これまた読者キャラだよん。えー……こんな奴やつ。




アリス・ウィンカート／一七歳／ヒューリン

　アルディオンの辺境にあると言われる、竜りゆうと共に暮らす一族の隠かくれ里を故こ郷きように持つ娘むすめ……に見せかけた少年。つまりは女装。

　かの隠れ里では、彼らがあがめ、契けい約やくを交かわした竜を世話する（一説では大きすぎる竜の力を抑おさえるための）〝巫み女こ〟という存そん在ざいがあり、本来これは女性にしか務まらないものだった。

　だが、先代の巫女は男児にしか恵めぐまれず……結果として彼は女として育てられることとなった。それがこのアリスである。

　外見からくるイメージは弱々しいが、その竜騎士としての能力……資質は、隠れ里で随ずい一いちと言われる。




[image: ]




セファイド・ファルクス／三〇歳／エルダナーン

　エリンディルからやってきた冒ぼう険けん者で無類の女好き。女と見ればアステート（＝魔ま族ぞく）だろうが、ケセド（＝竜）だろうが、ベネット（＝ベネット）だろうが口説きにかかる。

　ピアニィの演説を聞いてこれに惚ほれ込み、フェリタニアへの参加を決めた。
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アル：な、なんつーか……濃こいな……。

ＧＭ：「おお、貴方あなたがアル・イーズデイル殿どのか。噂うわさは聞いております」と、ふいに笑顔で話しかけてきたのはセファイドだ。

アル：あ、ああ……よろしく……（笑）。

ピアニィ：どんな噂だろう……（笑）。

ＧＭ：「いやなに、周囲に数多くの魅み力りよく的な女性が存在するというのに、その誰にも反応も興味も示さない変な御方と」

アル：誰が変な御方だよっ!?

エルザ：あははは、合ってる合ってる。

アル：エ、エルザ姉……。あのな、俺のまわりにいる女って、それこそどいつもこいつも変なのばっかだぞ？　俺がおかしいわけじゃない。

ピアニィ＆エルザ＆ベネット：ほほう。

アル：と、そこで近くに立っていた……（アリスの設定に目をやって）そのゴスロリな女の子を指さす。その女の子くらい、お前らに女性らしさがあれば……。

ＧＭ：わざわざ振りをありがとう。その女の子……に見える人物、すなわちアリス・ウィンカートは少し涙なみだ目めになって反論した。「あのぅ……ボク、男の子ですぅ……」

アル：（わざとらしい声で）……ええっ!?（笑）　え、あ、なんだその……すまん。

ピアニィ：あはははは（笑）。

ＧＭ：では、ＮＰＣいぢりはそんなところにして―――では、お互たがいにユニットを配置していこう。まずはこちらの本ほん陣じん……！

ベネット：そこにベルフトが……いるわけないですな、うん。

ＧＭ：うん、いない。いるのはベルフトの傍かたわらでいつも神しん経けい質しつそうにしている補ほ給きゆう部隊の女、竜りゆう炎えん騎き士し団だん統とう合ごう兵へい站たん本部長アメリア・ルアニー。

アル：あー。『タクティクスガイド』に載のっている兵へい站たん本部長か。




アメリア・ルアニー

　竜炎騎士団統合兵站本部長。神経質で大変な節約家。無む駄だ遣づかいにはとことんうるさいが、必要であればどのような状況でも求められたものを調達してみせる手しゆ腕わんも持っている。ちなみに、ベルフトの手芸の師し匠しようでもある。




[image: ]




ＧＭ：ものすごいケチくさくてうるさい人なんだけど、彼女のおかげでベルフトが連戦しても戦力があまり減らんのだよ。

エルザ：なるほど、有能な補給係というタイプなのね。

ＧＭ：なので、ベルフトは本陣はアメリアに任まかせて、ひとり前線に立っている。

アル：まあ、そうだよな……（笑）。

ＧＭ：中ちゆう衛えいには銃じゆうを構かまえた竜炎銃騎兵が並ぶんだけど、その中に露ろ出しゆつ狂きようっぽい魔ま術じゆつ師しがまざってるな…………。

ベネット：露出狂!?


ＧＭ：読者投とう稿こうにそう書いてあるんだよ！（笑）

ベネット：書いてあるんじゃしょーがないでやんすな（笑）。




カルロッタ・マージ／二一歳／ヒューリン

　レイウォール出身の魔術師。このレイウォールという巨きよ大だいな国家を自分が守るのだ、という使命感より魔術を習い始めたのだが……振るえる力が大きくなると共にしだいに魔術そのものに魅み了りようされるようになった。

　各地で名をはせる魔術師であるピアニィやエルザに、打ち勝ちたいという欲求に支配されている。
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エルザ：な、なんというか……。

ピアニィ：迷めい惑わくな……（笑）。

ベネット：で？　で？　このカルロッタさんとは会話しないので？

アル：そいつ敵側だろ！　わざわざそっちまで行くのかよ！

ＧＭ：んだな（笑）。じゃあ、特とく徴ちようになるようなセリフだけちょっと吐はいておこうか。彼女は、この戦場にいるであろうピアニィとエルザを想おもってこう言った。

ピアニィ：うん。

ＧＭ：「うふん」

一同：そんだけかよっ!?（大爆笑）

エルザ：た、ただの変態……（笑）。

ＧＭ：うひひ、あとは戦場で直接やりあうがよい。では、配置といこうか。まずベルフト側は……。




▼ベルフト軍の配置

前線：ベルフト

中衛：カルロッタ、竜炎銃騎兵Ａ、Ｂ

本陣：アメリア




ＧＭ：……となる。ＰＣの配置、どうぞ。

アル：えっと、１ラウンド目は前線に出ないんだよな？

ピアニィ：出たら死んじゃう（笑）。

ナヴァール：全軍前進せよ！　ただし柵さくの手前まで（笑）。

ＧＭ：後退しながらステラが仕し掛かけてきた柵か。それについては、戦場オブジェクトとして、柵を二個ご用意いたします。

ナヴァール：お、ふたつも。さすがはステラ。

アル：とりあえず、俺は中衛に立つ。

ナヴァール：そして、エルザ、ピアニィ、ナヴァールは本陣から移動しない方ほう針しんでいくことになる。まあ、ベネットが前に出るだけかな。

ベネット：で、やんすな。




▼ピアニィ軍の配置

前線：柵Ａ、Ｂ

中衛：アル、ベネット

本陣：ピアニィ、エルザ、ナヴァール
















ＧＭ：よし、配置は終了だな。では……戦闘を開始しよう！

アル：その前に例の柵を演出しておこう。

ＧＭ：おお、そうだった！

アル：ベルフト軍が森林に入ってくると……隠かくされた柵が、ガバッ！　ガバッ！　と出現し、その進路を塞ふさぐ！

ＧＭ：まるで猛もう獣じゆう用の檻おりみたいだな。

アル：そこに、俺たちが満を持して出てくるって感じかな。

ＧＭ：では、そんな演出で始めようか。柵によって自由を妨さまたげられたベルフトは、しかしあくまで力強き笑みを浮かべ、言う。「ふん、こんなおもちゃで我が歩みを止められると思ったのか―――」

ナヴァール：たしかにそれで止まるとは思ってはいない。だが、それは我らが策の第一歩……布石にすぎぬ。もはや、お前は絡め取られているのだ、臥龍と鳳ほう雛すうの策略にな！

アル：ああ、社長……じゃない、ナヴァールがなんか負けフラグなセリフを……（笑）。

ＧＭ：「……わかっとらんな。真の強者とは、そういう常じよう識しきの外に存そん在ざいするのだと」

ナヴァール：（わざとらしい声で）な、なに！　まさか……っ!?

アル：だから駄だ目めだって！（笑）

ナヴァール：よし、真ま面じ目めにやろう。

ピアニィ：……ベルフト兄様、人ひと質じちは解放しました。もはやあなたの思いどおりにはなりません！

ＧＭ：「おう、久ひさしいなピアニィ。実に見事な手て際ぎわであったな」

ピアニィ：ええ、本当にお久しゅうございます……。

ＧＭ：一巻で出しゆ奔つぽんして以来、初めて直接まみえることになるね。

ベネット：戦場で出会わないように、我々が逃にげ回っていたからな！

ピアニィ：ベルフト兄様、あなたの目的はなんですか？　ノルウィッチまで侵しん攻こうし、人質まで取って、なにが望みなのです？

ＧＭ：すると、ベルフトはにやりと笑って答える―――。　「すべては、お前との戦いのため……！」

ピアニィ：……あたしとの戦い!?　そのためだけに人質や竜りゆう輝き石せきを集めて……？

ＧＭ：「ふん、お前には竜輝石を求めるような手紙を送ったが、実のところ俺にとっては竜輝石などどうでもいい。エストネルが定めたこの大陸のルールなど興味はない」

ピアニィ：そっか、竜輝石を持つ者が王様になるってルール、エストネル王国が決めたんだっけ。

ナヴァール：そう、統とう一いつ帝ていを選出する方法を始め、アルディオン大陸でのルールを定めたのが、エストネル王国―――。

ＧＭ：「俺は武人として生まれ、大陸最強でありたかった。そのために戦うこと……あえて言うなら、それが俺の目的だ」

ピアニィ：それが、肉親であっても？

ＧＭ：「当然だろう？　この大陸での最強の敵は、父が継けい承しよう者しやに選んだ……お前だ」と、ピアニィを指さす。

ピアニィ：えっ、ええええええっ!?


アル：レイウォールの王位を継承したからってベルフトに狙ねらわれたんじゃたまったもんじゃねえ。

ＧＭ：「ピアニィ！　お前を打ち破やぶってこそ、俺は初めて自分の意志でこの世界と戦うことができるのだ！」

ピアニィ：あたしを打ち破って、この世界と戦う？

エルザ：なんだろう、なにかの伏ふく線せんっぽい？

アル：たしかに、なにか意図するところがあるような言い方だが。それとも単なるベルフトの内情……？

ピアニィ：そんな、そんなことのために、兄妹で争うことになんの意味があるのですか？

ＧＭ：「あるさ―――ワクワクするだろう？」

ベネット：戦う気満々……！

エルザ：この兄妹だからこそ、って感じですね。

ピアニィ：ちょっと待ってくださいよ！（笑）

ＧＭ：「兄と妹だから戦わない？　それも、くだらないルールだと思わんか」

ピアニィ：まあ、たしかに……。

一同：賛同すんなよっ!?（大爆笑）

アル：……自分を縛しばるものは、なんであろうと許ゆるせねえってか。

ＧＭ：「そうさ。そして面おも白しろい戦いになる条件はそろっていよう？　伝説の軍師といわれた男の弟で子しナヴァールがおり、かの剣けん聖せいの弟子である、アル・イーズデイルがいる―――」

ベネット：…………。

ＧＭ：…………。

ベネット：…………（←面白いポーズを取っている）。

ＧＭ：なんだよそのポーズっ!?（一同大爆笑）

ベネット：さあ、あっしのことも言っていいのよ？　カモンカモ～ン……っ！

ＧＭ：あ、ああ、うん。そうね。「えー……海を越こえて渡わたってきた大陸の英えい雄ゆうもいる」

ベネット：ちょっと、なんでそんなついでみたいな言い方!?

ＧＭ：仕方ないだろう！（笑）

アル：ま、まあ、ベルフトから見れば実じつ際さいについでだろうしな……（笑）。

ナヴァール：そんなベネットの要求に付き合うベルフト、優やさしいな……（笑）。

エルザ：わたしは無言でベルフトをにらみつけたあと……言います。「ラドフォード伯はくの仇かたき、とらせてもらうわ」

ＧＭ：「ほう、貴様はあの男の縁えん者じやか。ラドフォード伯は立派に戦って死んだ。実に楽しい戦いだったぞ」

エルザ：……無言で杖つえを握にぎりしめます。

ＧＭ：「この俺が、ちょっとでも傷きずをつけられたのは久しぶりのことだ」

ベネット：[image: 350]点分の傷……！（笑）

ＧＭ：「で、他に語ることは？」

アル：……ねえな。剣を構かまえるぞ。

ＧＭ：「拳こぶしで語る、それが漢おとこの語らいよ」

アル：あんたの気持ちはよくわかるよ。俺も、同じ道を歩んでいるものだ。

ピアニィ：アル……。

アル：姫ひめさん、この男は話を聞くつもりはないぜ。そして、聞く頭がないわけでもない。そのうえで否定しているんだ。そんだけ好きなのさ、力ってやつがな！

ＧＭ：「わかってもらえて嬉うれしいぞ、アル・イーズデイル」

ピアニィ：……あたしはベルフト兄様が大好きでした。強くて、手芸も上手で……。

ベネット：手芸も上手で……。

ピアニィ：でも、もう、あたしも覚かく悟ごを決めました。あたしが、ここにいる最強の軍でベルフト兄様を倒します！　―――ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアの名において、ベルフト・バウエス・レイウォールを討うち取ります！




　高々と、ピアニィは宣言する。

　自らの意志で、兄を討ち取ると。

　兵たちもその意志の輝かがやきに呼応し、鬨ときの声を上げた。




ＧＭ：では、ベルフトもそれに応こたえる。「ベルフト・バウエスの名において……ピアニィ、お前を殺すぞ！　そして、すべてのルールより解き放たれ、俺はこの大地に立つ！」

ナヴァール：むう、すごい殺意だ。

ベネット：さすが、ピアニィの兄ちゃん（笑）。

ピアニィ：殺意なら負けないもん！

一同：おいっ！（笑）

アル：……そ、そこ競い合わなくていいから……（笑）。

エルザ：ピ、ピアニィさん……（笑）。




第一戦場ラウンド

ＧＭ：では、セットアップから。

アル：まず、ベルフトの特とく殊しゆ条件が発動する。名も知らぬエキストラが巻き込まれるんだな。

ＧＭ：ああ、少しは巻き込まれるだろうな（笑）。

ベネット：（いきなりエキストラになって）へへへ、ベルフトにまず傷をつけるのは俺だー。ギャー！

エルザ：それと、柵さくで動けなくなったベルフト軍の兵士も巻き込まれていそう。

ＧＭ：そして行動値は次のとおりだ。




▼行動値

　ベルフト　　　　　　　　38

　ベネット　　　　　　　　26

　アメリア　　　　　　　　21

　ピアニィ　　　　　　　　20

　カルロッタ　　　　　　　20

　エルザ　　　　　　　　　19

　竜炎銃騎兵Ａ、Ｂ　　　　18

　アル　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　６




ＧＭ：まずはベルフトが《二回行動》を宣言。

アル：これは、通し！

ＧＭ：なら、ベルフトは柵を破は壊かいしよう。ベルフトには《大陸最強》というスキルがあるので、武器攻こう撃げきのダメージに＋80。さらに《範はん囲い攻撃》で攻撃の対象は常つねに範囲（選せん択たく）だ。【物理防御力】10点、ＨＰが40点の柵など、一撃で破壊可か能のう。

ベネット：ひで―――っ!?

エルザ：すごーい!?




　ベルフトは自軍の先頭に立って前進する。

　主将が最前線に立つなど用兵としては邪じや道どうといえる。

　だが、この配置に異いを唱える者は味方にもいなかった。

　なぜならベルフトは最強の戦力であり、本陣に配置して出し惜おしみをするなど考えられないからだ。

　前進するベルフトを連合王国軍の配置した柵が阻はばむ。

　しかし、それは一瞬のことだった。

　ベルフトが己おのれの背せ丈たけほどもある大剣を片かた手てで軽々と振ふるうと、そのひと薙なぎで柵は吹ふき飛ばされる。

　人の姿すがたをした暴風が、連合王国軍へと接近しようとしていた。
















ＧＭ：いきなり前線フィールドが崩ほう壊かいする。中衛のアルとベネットは前進。

アル：いってきまーす。

ベネット：やめてー、やっぱり帰る!?　エリンディルに帰るでやんすー！（笑）

ピアニィ：ベネットちゃん……。

ナヴァール：大だい丈じよう夫ぶだ、我々には《耐たい性せい：重じゆう圧あつ》がある。

ベネット：おお、そうだ！　あっしらには《耐性：重圧》があった！　それさえあればお前なんて怖こわくないぜ、へへん♪

ＧＭ：「あーん？」

ベネット：じょ、冗じよう談だんでやんすよ!?　冗談！　もう、冗談通じないんだからああ～ん！

ＧＭ：「いい度ど胸きようだ。お前、こっちに加わる気はないか？」

ベネット：へへっ、今まで世話になったぜ、ピアニィー！

一同：おい！（笑）

ピアニィ：えーっ！（笑）

ベネット：―――なんていうと思ったか―――っ！　あっしは仲間を見捨てない！　これだけは譲ゆずれないギリギリの一線でやんす！

アル：こ、この二〇秒の間に、行って戻もどって四回繰くり返すのはすごい……（笑）。

ＧＭ：というわけで、次。

ベネット：次はあっしでやんすな？　まずは《戦意上じよう昇しよう》！　そう、みんな見捨てないから大丈夫、《戦意上昇》していいですよー。

アル：あと《限界突とつ破ぱ》もいこう。どう考えても、１ラウンドに全力を懸かけるしかねえ！

ピアニィ：はい、全力でいきましょう。

ナヴァール：ならば、《再さい行こう動どう》もこのラウンドに使った方がよさそうですな。

ＧＭ：で、ピアニィのセットアップ。

ピアニィ：前衛に《ウィークポイント》。判定は成功です。ベルフト兄様の弱点はそこですー！

ベネット：きっと、三歳さいの頃ころからベルフトの弱点を探さぐっていたにちがいない（笑）。

アル：さすがだな。これで俺とベネットはダメージに＋14だ。

ＧＭ：つぎはこっち、カルロッタが《インクリーズデバイス》を宣言。これで、魔法に対するリアクションが減げん少しようする。




《インクリーズデバイス》

　魔ま術じゆつ判定に対するリアクションの判定のダイスをマイナス一個するウィザードのスキル。




アル：面めん倒どうなものを使ってきやがる。

ＧＭ：で、何な故ぜかベルフトの肩かた越ごしに、アルとベネットをスルーしてピアニィとエルザをギラリと睨にらみます。

ピアニィ＆エルザ：なぜ？

ＧＭ：なんか、ピアニィやエルザに超ちようライバル心を燃やしているという設定なんだよ。

アル：露出狂として？

ピアニィ：なんでー！

エルザ：次は、わたしが理知の宝玉を使います。いきなり行動値が32になります。

ＧＭ：そして、こっちの射撃組が《スナイピング》を宣言。攻撃力を上げる。

アル：俺は、何もなし。で、最後にナヴァール。

ナヴァール：アルとベネットに《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》だ。判定は成功、行動値＋25だ。

アル：よし、＋25いただいた！

ベネット：早いぞ、あっしは51でやんす！

ＧＭ：なんじゃそりゃ!?（笑）

アル：これでセットアップは終しゆう了りようだな。ここからイニシアチブプロセスに入る。

ベネット：まずはあっしからでやんすが……そっちはなんかしてくる？

ＧＭ：もちろん（笑）。

ベネット：仕方ないでやんすね。《カリキュレイト》しておきますか。

ＧＭ：それだと、ベネットが先に行動できる。

ベネット：下がるぜー、あっしはベルフトが何かする前に下がるぜー！（笑）

アル：まっ、それはしょうがないな（笑）。俺も《カリキュレイト》を宣言しよう。

ＧＭ：む？　こっちも竜りゆう炎えん銃じゆう騎き兵へいが《カリキュレイト》だ。

アル：三人が同時のタイミングで《カリキュレイト》ってことは……。

ＧＭ：ベネット、ベルフト、アル、竜炎銃騎兵の順で行動することになるな。

ベネット：では、マイナーアクションは《フェイドアウェイ》で後ろに下がるでやんす。これも《遊撃部隊》のおかげでやんす。木々を飛び回りながら―――「はははっ！　見えまい、この動き！」

アル：なんでそこまで雑ざ魚こっぽいんだよ……！（笑）

ＧＭ：思わず叩たたき落としたくなるな（笑）。

ベネット：ともかく、《フェイドアウェイ》で後退したら、メジャーアクションで《ダブルショット》！　リンメルの矢は惜おしまず使うでやんす！

ＧＭ：おお、来い！

ベネット：（ダイスを振る）……あれ、ダイス目が悪い!?

ＧＭ：いきなりかい。

ベネット：さっそくフェイトで振り直し！　ひゃっほー、今度はダイス目がいい！　合計54で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ちっ！　５、５、５、３。ダイス目がいいが、54には届かん。

アル：とりあえず命中したんだ。使えるもんは全部使っちまおう。

ベネット：賛さん成せいでやんす。《ブルズアイ》を宣言、これでダメージは80＋16Ｄでやんすよ。（ダイスを振る）……[image: 143]点の魔法ダメージでございますよ！

ＧＭ：こっちの【魔法防ぼう御ぎよ力】は43ある。つまり、[image: 100]点ダメージだ。

一同：43　!?

アル：うーん、さすがに堅かたい。

ベネット：で、二発目いくでやんすよ？　今度は52！

ＧＭ：……だめだ、クリティカルしない。ダメージをどうぞ。

ベネット：今度は[image: 107]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：累るい積せきダメージは[image: 161]点か。

ベネット：このクロスボウはうまかろう。致ち命めい傷しようになったはずだ！

ＧＭ：本当に雑魚っぽいセリフが好きだな（笑）。じゃあ、ベルフトは二本の矢をものともせず、バキッ、バキッと折ってしまう。

ベネット：なっ、なんだとー!?




　ベネットがいきなり逃にげ出したように見えるが、これはネタでもなんでもなく、次のセットアップでベルフトの持つ特殊条件に巻き込まれないためである。
















ＧＭ：では、次はベルフトの番。ベルフトがオリジナルエネミー特殊能力《ピアニィへの挨あい拶さつ》を使用。

ピアニィ：え、えええええー!?

ＧＭ：これで即そく座ざに行動できる。

ナヴァール：そんなスキル名でその効果か（笑）。

ピアニィ：ちょっとー、挨拶ならさっきすませたじゃないですかー！（笑）

ＧＭ：戦場に来たら、挨拶し直すのが礼れい儀ぎだよ？　あ、もちろん挨拶するだけでなく、射撃攻撃を行なうエネミー特殊能力だったりしますが（笑）。

一同：射撃攻撃？

ＧＭ：そう、射撃攻撃。まずは、その辺の柵の残ざん骸がいを引っこ抜ぬく。

一同：ん？

ＧＭ：「受け取れピアニィ、俺からの挨あい拶さつだ」　……ドーン！　と、それを投げます。

一同：えぇ―――――っ!?

アル：挨拶ってそういう意味かよっ！

ピアニィ：そんな効果のスキルなの!?

ＧＭ：そうだよ？　射撃攻撃で、命中判定は25＋３Ｄ！　（ダイスを振ふる）達成値は40。

ナヴァール：射撃攻撃なら、リアクションに＋１Ｄか。

エルザ：でも、40なんて出ます？

ナヴァール：いや、さすがに……。

ピアニィ：……《アヴェンジ》します！

ＧＭ：打ち返してくるのか!?

ピアニィ：はい、《限界突破》中だから＋10があります！

ベネット：なるほど、これはチャンス！

ナヴァール：たしかに、リアクションだから＋１Ｄもある！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》で８Ｄ振れるから……（ダイスを振る）きた、クリティカル―――っ！

ＧＭ：ぷはぁっ!?


ベネット：ピアニィの殺意がベルフトを上回った!?（笑）

ピアニィ：ということで、《フロストプリズム》を撃うち返します。

ナヴァール：こっちも、ご挨拶返しということで。

アル：レイウォールの挨拶は激しいわー。

ピアニィ：これは、ベルフト兄様に教えてもらった挨拶ですよ！

ベネット：たしかに、回想シーンで練習していた（笑）。

ナヴァール：しかし、ベルフトのダメージはピアニィ陛下が喰くらうことになる。ベネット、《キャスリング》を使うから陛下をお守りするんだ！

ベネット：へへー、この礼は高くつくでやんすよ！　ピアニィを守ります！

ＧＭ：じゃ、まずはこっちのダメージを出そうか？　（ダイスを振る）……[image: 127]点！

ベネット：げぶぁっ!?　……ちなみに、このままだと残り４点になる（笑）。

ナヴァール：じゃあ、《プロテクション》を。

ベネット：ください、ください。

エルザ：わたしも《サモン・アラクネ》、26点です。

ナヴァール：《プロテクション》で35点。合計61点軽減。

ベネット：ははは、ならあっしはまだまだ平気でやんすよ！　ピアニィはやらせない！

ピアニィ：ありがとう、ベネットちゃん。

ＧＭ：ということで、そっちのダメージだ。

ピアニィ：はい、《マジックフォージ》＋《マジックエッジ》いきます！　これであたしのダメージは軽減不可です。

ＧＭ：軽減不可？　さすがの殺意だ（笑）。

ピアニィ：ダメージは[image: 184]点！　びゅううううっと強きよう烈れつな冷気がベルフト兄様を襲おそいます。

ＧＭ：それだと、[image: 141]点通ってくる。

ピアニィ：ダメージを受けたら、放心と回避判定にマイナス１Ｄしてください。

ＧＭ：ああ、《マリッド・ストリーム》ね。だが、ベルフトはそよ風を受けているかのように、平然としている。当然、バットステータスは無む効こうだよ。

ナヴァール：回避マイナス１Ｄもか？

ＧＭ：そのとおり。ベルフトには効かない。エネミー特殊能力《大陸最強》のおかげで、ベルフトが行なう判定のダイスはいかなる効果によっても減へらすことができないのだ。

ピアニィ：ええええええっ!?

ナヴァール：さすが、《大陸最強》。

ＧＭ：そして、ベルフトの行動が終了だ。




　ベルフトがひと薙ぎで柵を破壊し、連合王国軍に肉にく薄はくする。

　しかしその突破は予よ測そくの範はん囲い内ないである。

　そしてアルは、馬上においても威い風ふう堂どう々どうたるベルフトをその目で見た時、なぜか師匠である剣聖テオドール・ツァイスの姿を重ね見たのであった。




アル：なら、ベルフトの前に立って言うぜ―――。

ＧＭ：おう。

アル：……こういう形になったが、あんたはいつか越えなきゃいけないヤツだったんだ。

ＧＭ：「ほう？」

アル：大陸最強……その名前を乗り越こえなきゃなんなかった。あらためて名乗ろう、剣聖テオドール・ツァイスの弟子、アル・イーズデイル！　最初から全開でいかせてもらう！　と言って、俺の目の色が変わります。

ピアニィ：アルの瞳ひとみの色が変わった!?

ナヴァール：小説でついた設定だな。

アル：そう、この瞳の色が変わっている間は数秒先の未来が見える。

ナヴァール：いかん、最初からその力を使っては!?　……と、訳わけ知しり顔で言う私（笑）。

ＧＭ：「ほほう、やはり戦場はいい！　貴様のような相手に出会えるからな」

アル：というわけで、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》。命中は《一騎当千》で＋１Ｄ、《戦意上昇》で＋１Ｄで、合計６Ｄで振れる。

ＧＭ：うおっ、いっぱいつくな！

アル：（ダイスを振る）よっ！　……全然駄目だ。これはひどいので、《バトルコンプリート》で振り直し……うーん、あんまりかわらん。命中は53。

ＧＭ：いや、それ無理だから！　……やっぱり、回避失敗！

アル：《ボルテクスアタック》を宣言する。（ダイスを振る）……ダメージは、[image: 195]点！

ＧＭ：……ということは、[image: 135]点抜ぬけてくるか。

アル：【物理防御力】60点か!?

ＧＭ：そのとおり。

アル：なら、その防御も斬きり崩くずすまでだ！　二撃目―――クリティカル！

ＧＭ：おおっ!?　……駄目だ、こっちはクリティカルしない。命中です。

ナヴァール：ここで、《チェックメイト》を宣言しよう。

アル：さらに、スピリッツソードを使う。ＨＰが10点減へって、火力を上げる。

ベネット：ははは。そうでやんすね。

ナヴァール：《チェックメイト》は＋39点だ。

アル：……それを合計して、[image: 224]点！

エルザ：大きいダメージ入った！　アルくん、すごいわ！

ＧＭ：しかし、その連撃を加えても、ベルフトはまだ余裕の笑みを崩くずさない。むしろ、楽しんでいるかのようだ。

アル：……やっぱり、あんたは俺らと同じ人種だよ。師匠もよくそういう顔をしたぜ。

ＧＭ：「そうか。お前の師匠と同じかどうか、自らの剣をもって確たしかめるがいい！」




　それは、戦場で二頭の獣が争っているかのようだった―――。

　同族に出会えたという歓かん喜きに打ち震ふるえつつ、自分と同じものの存在を許ゆるそうとしない。

　大陸最強の名を懸かけた戦いは、まだ始まったばかり。




アル：というわけで、俺の行動は終了。

ＧＭ：そうすると、《カリキュレイト》を宣言した竜炎銃騎兵の行動だ。アルを撃とう。

アル：やはり、俺を狙ねらってきたか。

ＧＭ：ベルフトと戦っているからね。マイナーアクションで《パワーブレイク》、メジャーアクションで《馬上射撃》だ。命中は……クリティカル！

ナヴァール：おー。

アル：せっかくリアクションに１Ｄつくから、《ディフェンスライン》を使おう。（ダイスを振る）……んー、クリティカルはしない。仕方ない、フェイトを使ってチャンスに賭けよう……よし、クリティカル！

ピアニィ：やったー！

アル：弾だん丸がんは、剣で弾はじく！

ＧＭ：さらにもう一発！　パァーンと森の中に銃じゆう声せいが響ひびく。命中は22。

アル：それだと、出目が全部１だったら当たる。（ダイスを振る）ほら、大丈夫（笑）。

ＧＭ：それでは、いよいよベルフトの行動。いよいよ巨きよ人じん殺しの大剣ギガントマッシャーを構え「では、本気でお相手しよう」と。

アル：そいつがギガントマッシャーか？

ＧＭ：「ほう、聞いたことがあったか。なら、その身をもって威い力りよくを味わうがいい！」　いくぞ？　マイナーアクションはなしで《トリプルブロウ》。ベルフトは《武ぶ芸げい百ひやつ般ぱん》というオリジナルエネミー特殊能力を持っていて、すべての武器は「種別：格かく闘とう」として扱うことができる。

ナヴァール：武器すべてを、自分の腕うでのようにあつかうってことか。

アル：なるほど、大した効果だ！

ベネット：では、《トリプルブロウ》を《インタラプト》でやんす。

ＧＭ：了りよう解かい、ベルフトの連撃は、ベネットの矢によって妨ぼう害がいされる。

ベネット：へへっーん、見たか！

ＧＭ：ぎろり。

ベネット：ひいいぃぃぃぃっ!?

アル：大丈夫だ、ベネット。お前はよくやった（笑）。

ＧＭ：で、行動終了だ。

エルザ：次は、わたしでいいんですね？

ＧＭ：はい、どうぞ。

ピアニィ：ついに見られる。エルザ先生の《リゼントメント》が（わくわく）。

エルザ：マイナーアクションは《マジックサークル》、メジャーアクションで《フレイムクラック》、それにケセドの杖です。魔術判定いきます……（ダイスを振る）クリティカルしました！

一同：おおー、素す晴ばらしい！

エルザ：あなただけは、絶ぜつ対たいに許ゆるさない！

ＧＭ：……クリティカルは出ない。ベルフトは言う。「ふん！　〝炎の申し子〟のふたつ名がどれほどのものか見せてみろ！」

エルザ：では、《リゼントメント》を宣言。さらにフェイトを３点使って、ダメージで振れるダイスは……合計21個。

ベネット：さすがのダイス数でやんすな。

エルザ：いきます！　ラドフォート伯の仇かたき！

ピアニィ：（ダイスを見て）あっ！　いい、すごくいい!!

ＧＭ：うおっ、なんだそれ!?

エルザ：ダイス目だけで96、固定値が90。これに《リゼントメント》で＋[image: 151]だから……合計[image: 337]点です！

一同：おおおおお～っ!!

ＧＭ：なんじゃそりゃ!?

エルザ：無意味な戦いで命を落とした人たちの怒いかりを思い知りなさい！

アル：……これからは、エルザ姉を怒おこらせるのはよそう（笑）。

ＧＭ：しかし、猛もう烈れつな爆ばく発はつにもベルフトは耐たえきっている。マントをバサッとはためかすように振ると、ベルフトの身体にまとわりついている炎が一瞬で消え去る。「今のはなかなかよかったぞ。さすが、ラドフォート伯が目をかけていただけはあるな」

ナヴァール：さすがにまだ倒れないか……。

ＧＭ：というわけで、次はアメリアの番。「ベルフト様！」と《ジョイフルジョイフル》を使用。（ダイスを振る）判定成功―――っ！

一同：きた――――――っ!!

アル：まあ、そうだよな。ベルフトを何度も行動させた方が強い……！

ＧＭ：ベルフトは場に鎖が解き放たれ、アルに向かって剣を振るう。メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》を宣言する。二回攻撃がいくぞ。では、命中判定いきます。

ナヴァール：その前に《ブランダームーブ》をベルフトに！　私がしてやれるのは、せめて命中判定の達成値を下げることだけだ。

ＧＭ：だが、クリティカルすればいいだけ！　……出ない。なら、《バトルコンプリート》で振り直して……命中判定の達成値は55だ。

アル：《ブランダームーブ》がなければ絶ぜつ望ぼう的てきな数字になっていたな。

ＧＭ：さらにカルロッタが《リバーサル》を使って、アルの達成値をマイナス９する。

アル：そうなるとクリティカル狙ねらいだな。《ディフェンスライン》、フェイトを３点使って９Ｄ振ふろう。……それ！　（ダイスを振る）……クリティカルしない!?

ＧＭ：よし、命中か！

アル：いや、待ってください……ダイス目は29だから、回避は57！

ＧＭ：なんだと!?

アル：ベルフトのギガントマッシャーをふた振りの剣で受け流す！

ＧＭ：巨きよ大だいな質量をもったベルフトの剣を、アルが巧たくみにすべらせて攻撃をそらす！　その切っ先はそのまま大地をえぐり……巨大なクレーターを作る！

アル：見えるんだよ、俺には数秒先の世界が……。

ＧＭ：「……なんだと？」

アル：ちなみに、しばらく使っていると俺の頭が処理能力を超こえて破は裂れつして死ぬ（笑）。

エルザ：そんな設定が！

ナヴァール：エルザ殿どの、〝アルは剣聖〟の目を持っているのですよ。

エルザ：知らなかったわ（笑）。

ベネット：これで、ベルフト怒ど濤とうの攻撃は終了？

ＧＭ：いや、さらにアメリアがベルフトに《エンカレッジ》を使用！　これでベルフトは即座にメインプロセスを一回行なえる……！

一同：うわあああああ～っ!?

ベネット：やっぱりそういうキャラか！

ＧＭ：大地をえぐった剣を素す早ばやく構えなおし、オリジナルエネミー特殊能力発動！

ナヴァール：おお、今度は一体なんだ？

ＧＭ：《鬼神の一撃》。至し近きんの範囲（選択）に白兵攻撃。この攻撃に対するリアクションは自動的に失敗、しかもダメージに＋[image: 150]。ただし、ベルフトはＨＰを[image: 100]点失う。

ベネット：げえええ、強い!?

アル：リアクション不能かよ!?

ＧＭ：ベルフトの気き迫はくで、アルの身体が一瞬強こわばる！

アル：……くっ、来い！

ＧＭ：まず命中判定……よし、クリティカル！

アル：どのみち、俺のリアクションは自動的に失敗する。

ＧＭ：ダメージは[image: 320]＋８Ｄ……（ダイスを振る）……ダメージは[image: 351]点。さらに、クリティカルしているんで《バーストスラッシュ》の効果が発動。防御力は無効だ。

ベネット：なんというダメージ!?

ナヴァール：その上、防御力無効か！

ＧＭ：さらにギガントマッシャーの効果で１点でもダメージを与あたえたら転倒を与える。で、クリティカルした場合は、スキルでは回かい復ふくできないという特とく殊しゆ効こう果かがつく。

アル：くっ！　今回はクリティカルされているから、転倒がスキルで回復できないのか。

ＧＭ：ちなみに、ギガントマッシャーによる攻撃に対して、回避判定以外のリアクションを行なった場合、リアクションの成せい否ひ、ダメージの有無にかかわらず、やっぱり対象に転倒を与えるぞ。

ナヴァール：な、なんという能力だ。

アル：消そうとも思ったが……、《ソウルバスター》で返します。[image: 351]点！

ＧＭ：了解！　ベルフトとアルの、壮そう絶ぜつな撃うち合いになった！

アル：で、俺はＨＰが０になり、生命の呪じゆ符ふが起動。（ダイスを振る）……ＨＰ２点回復。それで転倒か。ガッと膝ひざをついたってとこか。

ＧＭ：さらにカルロッタが、戦場スキル《一騎駆け》を使用して、そちらの本陣に移動する！

アル：なにっ!?　魔ま法ほう使つかいのくせにこっちの本陣に突つっ込こんで来るのかよっ!?

ナヴァール：しかし、我らの目標はベルフトのみ！　ここはなんとか耐たえるしかありません！

ピアニィ：分かりました。じゃあ、マイナーアクションはなしで《フロストプリズム》をベルフト兄様に撃ちます！　《ダンシングヒーロー》と《戦意上昇》で、命中のダイスを７Ｄ振ります！　……んー、クリティカルはでなかったけど48です。

ＧＭ：こっちの回避は29しかでない。もう、全然避けられないよ。「さすが、我が妹。三歳の時から、お前には脅きよう威いを感じていたよ」

ベネット：やっぱり、本ほん能のう的てきに潰つぶそうとしてたでやんすな！

ナヴァール：ベルフトを恐きよう怖ふさせる三歳児、それがピアニィ陛下（笑）。

ピアニィ：じゃあ、フェイト４点突っ込みまーす。ダメージは、[image: 157]点です！

ＧＭ：もう、雨あられとベルフトに集中砲ほう火かが。

ピアニィ：ベルフト兄様、凍こおって！

ＧＭ：[image: 104]点食らうけど、まだまだ凍らない。そして、みんながベルフトに集中している時に、脇わきからすうっと近づくひとつの影かげ。カルロッタが行動をする。

ベネット：あんたもアルを応おう援えんするでやんすよ～……って、うおうっ！　あんた誰!?

アル：いちいち面白いな、ベネット（笑）。

ＧＭ：ふふんとベネットを鼻で笑い、カルロッタはマイナーアクションが《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ルインストーム》で本陣全体に攻撃！

ベネット：なんだってー。

ナヴァール：魔法か、なら《バッドムーブ》を宣言！　これで達成値を下げる。

ＧＭ：ちっ、厄やつ介かいな！　……あっ、クリティカル（笑）。

ナヴァール：うおー、なんだとー！　だが、やらせはせん。《パトロナイズ》を宣言！

ピアニィ：あっ、これにクリティカルしたら、命中なしにできる！




《パトロナイズ》

　対象が行なう攻撃の命中判定の直後に使用する。その命中判定を難なん易い度どに魔術判定を行ない、成功したら対象の判定は失敗となるプリーストのスキル。

　ここでナヴァールがクリティカルすれば、クリティカルで命中したカルロッタの《ルインストーム》を失敗にすることができるのだ。




ナヴァール：フェイト７点使う！　これで、《戦意上昇》と合わせて11Ｄ振れる！

ピアニィ：11Ｄ……ナヴァール、がんばって！

ナヴァール：これで、クリティカルが出れば……（ダイスを振る）よし、出た出たっ！

ピアニィ：よ、よかったー。

ナヴァール：よかったー、６が二個だけ。ギリギリだった（笑）。

ＧＭ：カルロッタの魔法は、ナヴァールに打ち消されて終わり……！　ち！

ピアニィ：ナヴァールの行動だよ。

ナヴァール：なら、アルに《スピリチュアルウェポン》を使用する。もちろん、ケセドの杖を使って＋20点に。（ダイスを振る）うん、判定は成功。

アル：とりあえず、ここで《再行動》を宣言しよう。

ＧＭ：こっちも、ベルフトがオリジナルエネミー特殊能力の《追加行動》を使用して未行動になる。

アル：なに……っ！（笑）　まだ攻撃してくんのかよっ！

ナヴァール：ということは、お互たがいに未行動になるわけですね。

エルザ：そうすると、ベネットちゃんの方が早い。

ベネット：ははは、大陸最強とはこの程てい度どのスピードかっ！（笑）。

ＧＭ：「ええい、うっとうしいハエめ、撃うち落とすぞ！」

ベネット：できるものならやってみるでやんす！　マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》！

ナヴァール：今度はその鎧よろいが効かないぞ、ベルフト。

ベネット：そのとおり。あんたの装そう甲こうの位置は把は握あくしたでやんすよ。一発目の判定の前に《デュアルアロー》で、リンメルの矢を二本使う！　（ダイスを振る）……クリティカルはしないけど、命中の達成値は50でやんす。

ＧＭ：でや！（ダイスを振る）……１、２、２、２……って、なんだこの低い目は!?　ベネットの攻撃は命中……っ。

ベネット：あっしのダメージは90＋６Ｄ。フェイトを４点使い……（ダイスを振る）[image: 139]点の装甲無む視しでやんす！

ＧＭ：二撃目をどうぞ！

ベネット：二撃目！（ダイスを振る）うおっ、この６が出ない症しよ候うこ群うぐん。命中は48。

ＧＭ：しかし、避けられるのはクリティカルのみだな。（ダイスを振る）……でない。

ベネット：（ダイスを振る）今度は[image: 108]点。貴様の煩ぼん悩のうを撃ち抜ぬいたでやんす！（笑）

ナヴァール：じゃあ、みるみるベルフトが綺き麗れいになっていく。




　そんな効果はありません。




ＧＭ：ただのダメージの数値だろーが!?（笑）

ベネット：言えるだけのことはなんでもは言っておく、それがあっしのモットーでやんす。

ＧＭ：では、ベネットの行動が終了すると、ベルフトの行動だぞ？

ベネット：おう、その前に《エンカレッジ》をアルに！　ヘイ、アル！　立ち上がれ！

アル：《エンカレッジ》をもらって、マイナーで立ちあがる！　メジャーは《クロススラッシュ》だ。まずは55！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗！

アル：一撃目、[image: 159]点！

ＧＭ：それだと97点抜けてくる。二撃目をどうぞ。

アル：二撃目、57！

ＧＭ：……くっ、また低い。ダメージをどうぞ。

アル：（ダイスを振る）……今度は[image: 158]点……！

ＧＭ：それに耐えきって、ベルフトの行動。メジャーアクションで《鬼神奮ふん迅じん》というオリジナルエネミー特書能力を使用する。これは、前線にいるベルフト以外のキャラクターに［１０００÷前線にいるベルフト以外のキャラクター数］＋２Ｄのダメージを与えるという攻撃だ。自動成功で回避も不能だ。

ベネット：げええ、またなんてスキル!?

アル：……ということは、俺が１０００点直ちよく撃げきかよ!?

ＧＭ：そのとおり。「―――むんっ!!」と、ベルフトが気合いを入れると、その周囲の前線フィールドが爆ばく裂れつする！　（ダイスを振る）というわけで、１００６点ダメージ！　アルが一瞬、噴き上がった土煙の中に巻き込まれ、その姿が見えなくなる！

エルザ：……では、《ガーディアン》を宣言！　アルくんを守ります！

ピアニィ：エルザ先生、防御も優ゆう秀しゆうだったんですねっ！

エルザ：わたし、意外と攻こう防ぼう自じ在ざいよ？（笑）

ＧＭ：では、ぱらぱらぱら……っと巻まき上がった土つち煙けむりの中に、アルが立っている。

アル：ふう。助かったぜ、エルザ姉……。

エルザ：貸かしにしておくわよ、アルくん？（笑）

ナヴァール：見たか、あなたは妹を殺そうとし、この姉弟はお互いを護まもり合う。これが。我々の強みだ！

ＧＭ：「なにを言うかっ！　愛あい情じようなど唾だ棄きすべき感情よ……！」

アル：おっと！　戦いの最中によそ見は禁きん物もつだ！　俺の番なので、だんっと踏ふみ出して攻撃！　マイナーアクションは《ファストセット》で《スマッシュ》と《レイジ》。そして、メジャーアクションは《クロススラッシュ》！　これでなんとかしたい……！

ＧＭ：「くっ、死に損ぞこないがっ！」

アル：実際、俺はＨＰが２点しか残ってない死に損ないだが（笑）。おかげで《レイジ》の威力は高いぜ！　（ダイスを振る）惜おしい、ダイス目はいいんだが、クリティカルしない。命中の達成値は、63。

ＧＭ：避けるのはほぼ不ふ可か能のうだな。（ダイスを振る）やはり、クリティカルしない。

アル：よ！　ダメージ一発目は、[image: 349]点！

ＧＭ：うひー、総計２０００点超こえた！

アル：二撃目！　（ダイスを振る）うわ、これはひどい!?　５ふたつの他、全部１!?

ナヴァール：さすがにそれはひどいな（笑）。

アル：フェイト１点使って振り直し……おお、今度は６が三つ、クリティカル！

ＧＭ：ぐあああ、こっちはクリティカルしない！

アル：クリティカルしたんで紫し電でん剣の効果が発動し、現在固定値で[image: 348]点。クリティカルが三つだったので、５Ｄ振ります！　（ダイスを振る）……[image: 369]点！

ＧＭ：ひええっ！　……だが、まだ立っている！

エルザ：まだ倒れない!?

ＧＭ：まだまだ。

エルザ：なら、わたしの番です！　マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《フレイムクラック》……（ダイスを振る）やった、クリティカル！

一同：おおおおおおおっ～!!

ＧＭ：おかしいだろ、さっきから!?

エルザ：しかも、６が三つ出ましたー！　やっぱり、ラドフォード伯の分が……！（笑）

アル：そうそう、仇あだ討うちパワー！

ＧＭ：（ダイスを振る）……さすがに、クリティカルしない。

エルザ：フェイト３点入れます！　これで、22Ｄ＋85！ さらに《リゼントメント》！

ピアニィ：じゃ、あたしも《ディスコード》を乗っけます。

ベネット：まさに、炎と氷のコラボ（笑）。

ナヴァール：というより、殺意のコラボだな（笑）。

ＧＭ：じゃ、ダメージをどうぞ。

ピアニィ：えへ、あたしは39点。

エルザ：わたしは、22Ｄ振って……94っ!?


ＧＭ：なんじゃその目はっ!?（一同大爆笑）

アル：な、なんか、ダイスの平へい均きん値ちが４を越えっぱなしじゃないか……？（笑）

エルザ：基き本ほんと《限界突破》で90、ケセドの杖で＋10。《リゼントメント》で＋[image: 151]。これに、ピアニィさんの39点を合計すると……[image: 374]点！

ＧＭ：[image: 372]点!?　なんつーダメージだ……。

エルザ：……でも、まだ立っている？

ＧＭ：もちろん。これで累るい計けいが２７００点を超えた。

アル：ラドフォード伯が与えた[image: 350]点、大きいな……っ！

ＧＭ：だが、これくらいでは倒たおれんよ？　リシャールだってＨＰは３０００点はあった。

アル：そうだった。さすがは大陸最強。

ＧＭ：というわけで、次はピアニィだ。

ピアニィ：じゃ、《フロストプリズム》！　（ダイスを振る）ああー、振り直したーい！　フェイト１点使って振り直します！　（ダイスを振る）……ああ、クリティカルは出ない！

ＧＭ：それでも、クリティカルが出ないと回避できないって……どりゃ！（ダイスを振る）

一同：（全員、転がるダイスを目で追って）……おっ、おおおおっ!?（笑）




　ダイスは勢いきおいよく回り、１、６、６……が出かけて、４となった。




ピアニィ：あっ、危あぶなかった―――っ!?


ＧＭ：惜おしかった！

ピアニィ：いきますよー？　（ダイスを振る）……[image: 145]点！　お兄様、これでどうだ！

ベネット：ああ、あっしには見える、ふたりの子こ供どもの頃の姿が……っ。
















ナヴァール：しかも、素す手でで殴なぐり合っているよな（笑）。

アル：なぜか、俺も見えた気がする（笑）。

ＧＭ：えー、現在累計ダメージが、２８４８点……！（笑）。

ピアニィ：お兄様、倒れてー！

ＧＭ：巻き起こる爆炎と氷煙を吹き散らし、ベルフトは口元に愉悦を浮かべて声をあげる！「まだまだ！　まだ、涼すず風かぜのようなもの……っ」

ピアニィ：いいえ、この戦場に冬が来るのはこれから……！（笑）

ナヴァール：これで、ピアニィ陛下の行動まで終わった。

ベネット：なら、《アデンダム》で割り込こむでやんす。マイナーアクションが《デスターゲット》、メジャーアクションは《ダブルショット》！　リンメルの矢も忘わすれずに使用。（ダイスを振る）……クリティカルはしない、６が一個出てるけど。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダイスの目が１、２、３、４。なんだそりゃ（笑）。

ベネット：命中でやんすな？　なら、[image: 111]点の魔法ダメージでやんす！

ＧＭ：まだ耐えるよ。さあ、もう一発来い！

ベネット：もう一発、お見み舞まいでやんす。命中は51！

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルはでない。回避は失敗。

ベネット：今度のダメージは、[image: 108]点でやんす。

ＧＭ：[image: 108]ってことは……３０００点超こえたか。

ベネット：やったー！　ついに３０００点超えましたよ。死んだ、死んだでやんす！

ＧＭ：まだ死なないよ!?（笑）

ベネット：マジで!?

ナヴァール：そして、次は私の番だ。《ジョイフルジョイフル》をアルに。判定は成功。「さあ、いけ、第一の騎士よ！」

アル：では、いこう！　マイナーアクションで《レイジ》を乗せ、メジャーアクションで《クロススラッシュ》だ！

ＧＭ：ふたつの剣を構えたアルが、ベルフトに斬きりかかる！　

アル：まずは、一発目！　……命中は63！

ＧＭ：もはや、クリティカル以外回避できない。……駄目、クリティカルはでない。ボロボロになりつつも、なおも立っているベルフト。

アル：（ダイスを振る）ダメージは、[image: 347]点！

ＧＭ：「……まだまだ！」このラウンドを耐えきれば、そっちの《限界突破》が切れる。それまで耐えきるんだ！

アル：させるか！　二撃目！　（ダイスを振る）……命中は60！

ＧＭ：60？　（ダイスを振る）……出た、クリティカル!?


ピアニィ：ああっ～!?

ＧＭ：あえてアルの一撃目を躱さず、二撃目を弾くことに専せん念ねんしたベルフト！　「貴様の剣は、たしかに見事であったよ。だが、俺を倒すまでには至いたらなかったな！」

アル：しまった……!?

ナヴァール：アル、諦あきらめるな！　《パリペイティア》がある！

アル：おおっ!?

ナヴァール：―――フッ、ベルフト王子よ。本当に躱しきったと思っているか？

ＧＭ：「なにを馬ば鹿かな……はっ!?」（ダイスを振る）振り直した結果、クリティカルは出なかった。くそっ!!

アル：さすがに、《レイジ》はスカされたくない！

ナヴァール：ふう、私の仕事は終わったな（笑）。

アル：（ダイスを振る）ダメージは、[image: 348]点！　どうだ……？

ＧＭ：ベルフトは、ぐらっと膝をつく―――。

ベネット：よし、やったか!?

ＧＭ：かに見えたが、ここでぐっと踏ふん張ばる！　「まだだ、ベルフトは倒れぬ！」全身血まみれになりながらも、まだ両の足で大地を踏みしめる！　

アル：さすがだな。俺も、全力を出し切ったんだが……。

ＧＭ：「この程度で倒れていては、大陸最強とは言えんだろう？」

アル：ああ、そうだな。ここで立たなきゃ、戦場の伝説とは言えねーよな。

ＧＭ：というわけで、これでクリンナッププロセスとなって、第一戦場ラウンド終了だ。うわ、戦闘を始めてもう（ピー）分も立ってる……。

ピアニィ：な、長かったです……（笑）。

アル：だけど、まだまだこれから……！




第一戦場ラウンド終了時点

　ベルフト軍　合計戦力：[image: 106]

　ピアニィ軍　合計戦力：[image: 105]




第二戦場ラウンド

▼ベルフト軍の配置

前線：ベルフト

中衛：カルロッタ、竜炎銃騎兵Ａ、Ｂ

本陣：アメリア




▼ピアニィ軍の配置

前線：アル

中衛：ナヴァール、ベネット

本陣：ピアニィ、エルザ
















▼行動値（開始時点）

　ベルフト　　　　　　　　38

　ベネット　　　　　　　　26

　アメリア　　　　　　　　21

　ピアニィ　　　　　　　　20

　カルロッタ　　　　　　　20

　エルザ　　　　　　　　　19

　竜炎銃騎兵Ａ、Ｂ　　　　18

　アル　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　６




ＧＭ：セットアップに入る前に、ベルフトが受けているダメージを発表しよう。

ピアニィ：ああっ、それは気になる～！

アル：もうそろそろって感じだと思うんだが……。

ＧＭ：では、発表しよう。ラドフォード伯が与えたダメージを合わせて……現在３９０５点。

ナヴァール：４０００点間近か！

アル：さすがはベルフト。４０００点以上あるなら納なつ得とくだ。

ＧＭ：そしてここで、第二ラウンドのセットアップを宣言する。

アル：きたか……！

ＧＭ：それと同時にベルフトの特別条件によって、ベルフトと同じフィールドにいるアルのＨＰが０となる！

アル：これを防ふせぐ手立ては、ない……。

ＧＭ：「……素晴らしい戦いであったぞ、剣聖の弟子よ。我が生しよう涯がい、最高の敵として記き憶おくにとどめよう」ベルフトはそう言い放ち、剣を横凪にする！　その剣圧は、まるで暴風のように周囲にあるものを、すべて薙なぎ倒たおす！

アル：へへ、もうまともに護まもる力も残ってねえ……。

ＧＭ：では、どこか覚悟を決めたアルが剣を構えたところに―――。




　ごおっ……っ!!

　ベルフトの轟剣が払はらわれると同時に、アルの身体が木葉のように舞まった。

　ゆっくりと宙ちゆうを舞い、地面に叩たたきつけられる。




ピアニィ：アル―――――っ!!

エルザ：アルくん……っ。

ベネット：もう立てないでやんすか、アル!?

ナヴァール：……いや、アルはまだ死んではいない！

アル：そうとも、意地と根こん性じようという名の―――《イモータルブラッド》!!




《イモータルブラッド》

　戦闘不能になった直後に使用する。ＨＰ１点で復ふつ活かつする。

　フェイトを３点消費し、１シナリオに一回使用できるドラグーンのスキル。




ピアニィ：アル、生きてた!?

アル：ああ、ＨＰ２点からＨＰ１点となって復活だ（笑）。

ＧＭ：「ちっ、死に損ないめ！」まず、ベルフトが《二回行動》を宣言！

ナヴァール：そりゃ、そうくるよな……。

ＧＭ：即座にベルフトの行動だ。《トリプルブロウ》を宣言する！

アル：くっ……。

ＧＭ：さらに《ホーミングヒット》でリアクションを潰つぶしておこうか。

アル：そんなもんまで持ってやがったか!?

ＧＭ：（ダイスを振る）……ちっ、クリティカルしなかったか。だが、《ホーミングヒット》だからリアクションはできないぞ？

アル：ああ、そのまま喰らう……っ。

ピアニィ：ああ、今度こそ……。

ＧＭ：攻撃は63で命中、ダメージは（ダイスを振る）……[image: 189]点！

アル：今度こそ、なすすべもなく吹っ飛ぶ。が……っ!!

ＧＭ：〝が？〟

エルザ：ま、まだなにかあるの……？

アル：ここで《ラストアクション》を宣言！　戦闘不能になった途と端たん、割り込んで攻撃だ！

一同：おおおおおお―――っ!?


ＧＭ：な、なに!?　そ、そうかそんなものも……！（笑）




　三連れん撃げきを繰くり出そうとしたベルフト。その一撃目が、アルを捉とらえた。

　そのまま、無む惨ざんに切り刻きざまれてしまうかに見えたその刹せつ那な、アルの瞳が輝きを増ます。

　アルの瞳は、見通していた。

　自らの身体に、大剣がめり込こむ瞬しゆん間かんこそ、もっとも大きな隙ができることを―――。

　そのタイミングを正せい確かくに計り、反撃の機会をうかがっていたのだ。
















アル：マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションは《クロススラッシュ》！　（ダイスを振る）まず一発目は46！

ＧＭ：こっちの回避は30！　駄目だ、回避できない！　ベルフトは巨大な剣を振ふり回しているがゆえに、勢いを殺すことができない！

アル：ダメージ、いくぜ……っ？

ナヴァール：その攻撃に、《チェックメイト》を乗せる！　……アル、38点ダメージに上乗せだ。

アル：（ダイスを振る）こっちは[image: 136]点……！　合計して[image: 174]点。

ＧＭ：……[image: 114]点抜けてくるのか。なら、それでベルフトはゆっくりと倒れていく。

アル：……どうだい？　あ、あんたより、俺の方が速かっただろ？

ＧＭ：「ぼ、防御を捨ててまで速さを誇ほこるなど……」

アル：……たとえ俺が倒れても、支ささえてくれる仲間がいるんで、ね？

ピアニィ：アル……！




「なるほど、それがお前が見た未来、か……」

　アルの一撃を受けたまま、ベルフトは何かを悟さとったように呟つぶやく。

　その視線の先にいたのは、ピアニィと、その仲間たち―――




ＧＭ：……そして！　ここでベルフトは…………地面に伏ふす！　これで戦闘不能だ。

一同：倒れた―――っ！

アル：お、俺も意地で立っていたが、同時に倒れる。

エルザ：アルくーん！

ピアニィ：アル―――っ！　駆かけ寄よります！

ナヴァール：兵士に命令、ベルフト王子を取とり押おさえろ！

ＧＭ：戦闘不能になったベルフトに、兵士が恐おそる恐る近づいて捕ほ縛ばくにかかる。勝利条件を満たしたので、この戦闘はピアニィたちの勝利だ。

一同：おお―――っ！

ピアニィ：じゃあ、倒れたアルに膝ひざ枕まくらとかして「……がんばりましたね、アル」と、泣き笑いの表情で言います。

アル：気を失って、すやすやと寝ねている（笑）。

ＧＭ：というわけで、クライマックスは終了だ！　お疲れ様……！




　　　　＊　　　＊　　　＊













　帝紀八一三年一一月一五日―――ベルフト、敗北す。
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◆Ending 01◆戦い終えて




　戦場の鬼き神じんベルフトは倒たおれた―――。

　その部下は……いや敵てきすらも、その光景はにわかに信じがたいことだった。

　しかしやがて、真実はベルフト軍に漣さざなみのように広がっていった。




ＧＭ：それでは、ここからエンディングを始めましょうか！

一同：はーい。

ＧＭ：ちなみに、戦せん闘とう不ふ能のうになったアルもシーンが変わったので復ふつ活かつするよ。

アル：うい。といっても、ＨＰ１点なので無茶はできねえ（笑）。

ピアニィ：アル、無事でよかった。

アル：無事とは言い難がたいが……まあ、なんとかなったぜ。

ベネット：戦場の様子は？

ＧＭ：まず、ベルフトが倒れたことによりベルフト軍は瓦が解かいしている。彼ひとりの強さによって統とう制せいされた軍隊だからね。ベルフト軍は、精せい神しん的てき支し柱ちゆうを失って、混こん乱らんの極みにある。「ベルフト様が負けた？」「馬ば鹿かな!?　何かの間ま違ちがいだ」とか「ベルフト様をお救いし、もう一度戦うぞ！」「我われ々われは、まだ負けていないのだ！」とか、そんな状じよう態たいです。

ナヴァール：戦意喪そう失しつしてないのもいるのか。なら、ここはピアニィ陛下に勝利宣せん言げんをしてもらわないとな。

ピアニィ：勝利宣言ですか？

ナヴァール：そうです。ベルフト殿でん下かにしたがった者たちは、その強さを信じて夢ゆめを託たくしている者たちです。そんな者たちは、まだベルフト殿下の敗北を受け入れることができない。これ以上無む益えきな戦いを行なわないためにも、陛下の勝利を伝えなければなりません。

ピアニィ：はい、わかりました！

ナヴァール：さっ、陛下。お願いします。

ピアニィ：では、言います。みなの者、静まりなさい―――!!

ＧＭ：ピアニィの声が、戦場に響ひびき渡わたる。兵たちは声の方を向いて、注目した。混乱していた戦場に、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪おとずれる。

ピアニィ：わたし、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは、我わが兄、ベルフト・バウエスをここに打ち破やぶりました。ここに、我が軍の勝利を宣言するとともに、戦いの終結を宣言します。全員、武ぶ器きを収おさめて投とう降こうしなさい。これ以上の戦いは、無意味です！




　凜りんとした声が、戦場となった森林に木こ霊だまする。

　大陸最強の鬼神ベルフトの敗北―――。

　その宣言に、目の前で起こった光景を受け入れざるを得なかった。




ＧＭ：そのピアニィの勝利宣言が響き渡ると、ベルフト軍も戦闘を停止するね。軍を指し揮きするステラも「抵てい抗こうを止やめて、すみやかに投降せよ！」と、投降を呼よびかけている。その勧かん告こくに従したがって投降するものもいるけど……その他にも、撤てつ退たいを試みる者も何人かいる。

エルザ：どうします？　追撃する？

ピアニィ：いえ、やめておきましょう。現げん状じようのあたしたちの戦力で手負いの敵を相手にするのは無理です。

アル：妥だ当とうな判はん断だんだな。

ピアニィ：それに、その必要はないと思います。勝利したことは示しめせましたし。あたしは、戦闘停止を命じるだけです。

ナヴァール：たしかに、ベルフト殿下の身み柄がらはこちらが確かく保ほしている。レイウォールに凱がい旋せんすれば、大陸中に勝利を喧けん伝でんすることができるでしょう。

ベネット：まあ、あのベルフトに勝ったってことで、ピアニィに逆さからおうってヤツはもういなくなるでやんすな（笑）。

ナヴァール：言葉は悪いが、ベネットの言うとおりだ（笑）。

ＧＭ：では、アメリアやカルロッタといったベルフト軍の将しようたちも何人か逃とう亡ぼうするよ。そして、意い識しきを取り戻もどしたベルフトがそんな様子を見て言う。「甘あまいことだな……」

ベネット：おおっ、もう復活してるでやんすか!?

ＧＭ：シーンが変わったからね。あらためて確かく認にんするけど、とどめは刺ささないよね？

ピアニィ：刺しません（笑）。

エルザ：ベルフトは、どんな状態？

ＧＭ：捕ほ縛ばくされているよ。今のところ、抵抗する意い思しはないようだね。

アル：まあ、抵抗されるといろいろと困こまる！（笑）

ピアニィ：お兄様、こういう形でお話しすることになるとは、思いませんでした。

ＧＭ：「そうか？　俺おれは、いずれこうなると思っていた。もっとも、俺が想そう像ぞうしているのと、立場は逆ぎやくだったがな」

ベネット：だから、三歳さいの頃ころから何度も倒たおそうと（笑）。

ピアニィ：そんな（笑）。

ＧＭ：「殺せ、それが勝者の権けん利りだ」ベルフトは、ピアニィをねめつけて言う。

ナヴァール：さて、どういたしますか？

ピアニィ：ナヴァール……。

ナヴァール：率そつ直ちよくに申し上げて、そうするのが上じよう策さくでしょう。ベルフト殿下を生かしておくことは、のちに禍か根こんを残すことになります。

ＧＭ：駆かけつけてきたステラも言うよ。「たしかに、ナヴァールの言うとおりだ。我が兄とは言え、各地に戦せん乱らんの火種を撒まきすぎた。それに、戦いに一度敗れただけでピアニィを認みとめ、諦あきらめるとは思えない」

ピアニィ：お姉様……。

ベネット：大陸の臥が龍りようと鳳ほう雛すうの意見が一いつ致ちしたでやんすな。

アル：さあて、ふたりがそう言っているが、どうする姫ひめさん？

ピアニィ：いえ、あたしはベルフト兄様を殺すようなことはしません。

アル：まあ、そう言うだろうと思っていたぜ。

ＧＭ：「いいのか？　俺は諦あきらめんぞ。機会があれば、何度でもお前に挑いどむだろう」

ベネット：さすがはベルフトでやんすな。

ピアニィ：（微笑ほほえみながら）その時は、また勝てばいいんです。

アル：おいおい、簡かん単たんにいってくれるな。俺、相あい撃うちだったんだぜ？

ピアニィ：アルなら、次は勝てますよ。

アル：ったく（笑）。

エルザ：さすがピアニィさん、先生もびっくり（笑）。

ＧＭ：さすがのベルフトも、あきれ気味。「フッ、さすがは我が妹よな」

ナヴァール：とはいえ、放ほう免めんにはできません。どこかの城に監かん禁きんすることになるでしょうな。

ピアニィ：それは仕方ないですね。

ナヴァール：さて、戦いに勝ったはいいが、我々にはいろいろやることがあります。まずは、ノルウィッチの復ふつ興こうですな。

ＧＭ：イザベラも「そうよ！　なんとしても城を修しゆう復ふく……いえ、それ以上にしなくては」と、息いき巻まいておりますが（笑）。

アル：まったく、この人はぶれねえな（笑）。

ベネット：で、やんすな。

ナヴァール：それに、ウィルフレッド王子を始めとするアヴェルシア問題、レイウォールの統とう治ち政せい策さくなどなど、問題は山積みですぞ？　ピアニィ陛下は、これでレイウォールの王位継けい承しよう権けん第一位となったわけですし。

ピアニィ：そ、そっか。大変だよね～。

アル：まあ、ともかくノルドグラムに帰らないとな。

ピアニィ：そうですね。では、みんなで帰りましょう！
















　帝てい紀き八一三年一一月一五日―――。

　ピアニィたちは、ベルフトの軍ぐん勢ぜいをレイウォール国こつ境きよう付近の森林で打ち破やぶった。

　この報せは、瞬く間に世界へと伝播した。

　これにより―――ピアニィは名実ともにレイウォール王国王位継承権第一位……いや、このアルディオンの覇者と認められることとなったのである。










◆Ending 02◆新たな一歩




　ピアニィたちは、ノルドグラムの帰き還かんの前にノルウィッチに立ち寄よっていた。

　ベルフトとの攻こう防ぼう戦せんによって、ノルウィッチには大きな傷きず跡あとが残されている。

　だが、この傷跡が癒いえる頃には、大陸に新たな時代が到とう来らいするのだ。




ＧＭ：では、戦場を離はなれ、レイウォール王都ノルドグラムに帰還することになりますが。

ピアニィ：その前に、ノルウィッチに戻もどりましょう。それで、再さい興こうの準じゆん備びをしないと。

アル：ああ、たしかに。

ＧＭ：なら、ノルウィッチのシーンからにしよう。ピアニィたち一行が戻もどってくると、ノルウィッチは攻こう城じよう戦によって破は壊かいされた状態にある。

アル：城が立ち上がって、倒れたからな（笑）。

ベネット：まずは、その復ふつ旧きゆうでやんすな。

ＧＭ：するとイザベラも「ああ、私の城が！」と駆かけ出していきます。

ベネット：まあ、城主はやる気満々でやんすな。

ナヴァール：ある意味、そこは安心（笑）。

エルザ：復旧作業、率そつ先せんしてやりそうですもんね。

ピアニィ：なるほど（笑）。

ＧＭ：さて、他にもベルフトに人ひと質じちにされていたふたりがいるわけだが、どうする？

ピアニィ：ウィルフレッドくんとスリスちゃんですね。

ＧＭ：ふたりは、歳としが近いせいもあって、すっかり仲良しになってます。

エルザ：そりゃ、ウィルフレッド様は頼たよれる男の子ですから。

ナヴァール：スリス様は、今までどおりイザベラに任まかせておいて問題はないだろう。

アル：そうなると、ウィルフレッドの身柄の問題か。アヴェルシア王家の血を引いてるんだよな、この子は。

ＧＭ：そうだよ、で、ピアニィの従い兄と弟こだね。

ピアニィ：そうか～。

エルザ：それはそれとして……マリア様は？

ＧＭ：ラドフォード伯はく領りようで、ちゃんと兵士が護まもっている。なんなら連れん絡らくを取ってノルウィッチに向かっていることにしてもいいね。

エルザ：じゃあ、こっちに来てもらっていることにしましょう。

ＧＭ：なら、すでにマリアはノルウィッチに来ていて、息子の帰りを待ちわび、出で迎むかえにやってきた……とかにしようか。

エルザ：というか、ぜひそれでお願いします（笑）。

ＧＭ：では、ウィルフレッドが無事に帰ってきたという報せを受け、ラドフォード伯領からやって来ていたマリアが駆けつけてきます。

エルザ：親子感動の再さい会かいですね。

ＧＭ：そりゃもう、マリアは真っ先にウィルフレッドに駆かけ寄より、抱だきしめますよ。ウィルフレッドも母との再会に少し涙なみだを浮うかべたりして。「お母様、僕ぼくがんばったよ！」「ああ、ウィルフレッド。あなたは本当に強い子ね！」

エルザ：よかった～。

ピアニィ：ウィルフレッドくんは、ちゃんとスリスちゃんを護ったからね。

ＧＭ：マリアは、深々と礼を言います。「ありがとうございました」

ピアニィ：いえ、お顔をお上げください。……伯お母ばさま。

アル：そうか、ピアニィの伯母に当たるんだよな。

ＧＭ：そう。だから、ピアニィが幼おさない頃に会っていても不思議ではない。「大きくなられましたね、ピアニィ様。ティナ様の面おも影かげがございますね」とか言う。

ベネット：アヴェルシア王家の殺意の相が。

ピアニィ：ベネットちゃ～ん！（笑）

ＧＭ：「最初は神官から。ティナ様もよくそう言っておられました」（笑）

ピアニィ：ちょっ、マリアさんまで（笑）。

エルザ：マリア様は、殺意と関係ない人ですよ？（笑）

アル：しかし、アヴェルシア王家の血が絶たえていなかったと知ったら、ナイジェルが一番喜ぶんじゃないか？

ＧＭ：ああ、たしかに泣いて喜ぶね。もしかしたら、心しん臓ぞう止まっちゃうかも。




ナイジェル

　旧アヴェルシア王家の遺い臣しんで、レイウォールの抵抗運動を行なっていた老ろう婆ば。

　現げん在ざい、フェリタニア王国の家臣として働いている。
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ピアニィ：そうですね、早くナイジェルさんに知らせてあげましょう！

アル：まあ、心臓止まらないように気をつけないとな（笑）。

ナヴァール：おっと、その前に決めなければならないことがあります。

ピアニィ：というと？

ナヴァール：アヴェルシア王家の血が存そん続ぞくしていたというのは、今まで伏ふせられていたことです。これを、どのように処しよ置ちするかです。

ピアニィ：そこ、難むずかしい問題なんですね。どうしよう？

ナヴァール：まず、今までどおりその存そん在ざいを伏ふせておくこと。このままなら、可か能のうでしょうな。実じつ際さい、ラドフォード伯はそうしてきました。これなら、問題はありません。

ピアニィ：なるほど。

ナヴァール：もうひとつは、公表してしまうこと。この場合、それなりの地位を用意する必要があります。なにしろ、アヴェルシア王家の血を引いておられますからね。なにより、ナイジェルほかアヴェルシア王家の旧きゆう臣しんたちも喜ぶでしょう。

ピアニィ：そうですよね。

ベネット：でも、ふさわしい地位というと……。

エルザ：アヴェルシア王国復興ってわけにはいかないかな？

アル：それは、簡単にはいかないんじゃないかなぁ……。

エルザ：そうだよね……。

ナヴァール：いや、まんざら悪い考えでもないですぞ（笑）。

一同：えっ？

ナヴァール：今すぐ決めることではないですが、エルザ殿がいらっしゃるうちに話しておくか。実は、ノルドグラムを落とした時から考えていたんですが……。

ベネット：さすがは軍ぐん師し！

ナヴァール：現在、ピアニィ陛下はフェリタニア・メルトランド連合王国の女王なわけですが、オーギュスト王に正式に認みとめられたため、レイウォールの王位継承権も持っている。つまり、いつかはレイウォールの王にもなるわけです。

ピアニィ：はい。

ナヴァール：つまり、三つの王国の女王になるわけです。ところがもともと三つだった王国をまとめるのはとても大変です。いったいどこが一番偉えらいの？　ってことになる（笑）。

ピアニィ：いや、三つの王国はみんな平等で……。

ナヴァール：それは建前です。戦争をして、勝ったり負けたりしてこういう結果になったんですから。

ベネット：たしかに、レイウォールの人たちは、自分たちより弱いと思っていたフェリタニアに征せい服ふくされた、とも思えるでやんす。

アル：そうか。逆に、メルトランドやアヴェルシアの人間は、オーギュストの娘むすめであるピアニィが王になってるわけだから、結果的にはレイウォールに併へい合ごうされた、って思ってもおかしくないな。

ナヴァール：そこで！　まあ、すべての問題が解かい決けつするわけではないですが（笑）、こういうことを考えてみました。

ピアニィ：ナヴァール……。

ナヴァール：まず、旧アヴェルシア領をアヴェルシア王国として、ウィルフレッド様に王位についていただく。

エルザ：えっ？　それは嬉うれしいけど……。

ナヴァール：次に、レイウォールの王位継けい承しよう者しやはステラとする。

ＧＭ：……。

ナヴァール：もちろん、メルトランドの王はスリス。

ピアニィ：あ、あたしは……？

ナヴァール：その三つをまとめて大きな〝フェリタニア〟を名乗り、その王となるのです。

一同：おおっ！

ナヴァール：王の上の王だから、帝てい王おうとか大王とかそんな名前になるんだろうけど……。

エルザ：統とう一いつ帝てい？

ナヴァール：それを名乗るためには、エストネルの協力がいるからね（笑）。そういう働きかけはするとして……。その前にすることがあるのですよ、菊きく池ちさん。

ＧＭ：ふむふむ、って……なにを？

ナヴァール：「王威の竜りゆう輝き石せきを渡わたす」と約束しているグラスウェルズにも、〝大フェリタニア〟への参加を呼よびかけるのです。もちろん、グラスウェルズ王国の王はフィリップのままでいいんで（笑）。竜輝石だって返したっていい。

ＧＭ：あ、なるほどそういうことか。

ナヴァール：ゴルフォードにも、カムロートにも、いずれはラングエンドや、そのほかの小国にもよびかけましょう。どこも自分の国を失うことなく、やがてこの大陸はひとつの国になる（笑）。そして……。

ピアニィ：ああ、なるほど。

ナヴァール：そして、この大陸から戦争がなくなるのです。

ピアニィ：！

アル：いにしえのフェリタニア統一帝国だな。

ベネット：でも帝国ってのは、どうも敵みたいなネーミングでやんすね（笑）。

ナヴァール：本当に大陸がひとつの国だった時代には、統一帝国なんて呼ばれてなかったんじゃないかな。『大陸ガイド』には後世に名付けられたみたいに書いてあるよ。

エルザ：（ぱらぱらっとページをめくって）……本当だ。

ピアニィ：じゃ、ただの〝フェリタニア〟？

アル：なんか、しまりが悪いな。

ベネット：そうだ！　……フェリタニア合がつ衆しゆう国こくでやんすよ!!

ナヴァール：なるほど、合衆国ユナイテツドステイツか！（笑）　言葉の意味としては間違っていないな。

アル：じゃあ、姫さんが初代大だい統とう領りようだ（一同爆ばく笑しよう）。

ナヴァール：まあ、一気にそこまではいかないが……（笑）。いかがです、ピアニィ陛下？

ピアニィ：はい！　その形でお願いします、ナヴァール。

ナヴァール：は、ではノルドグラムに帰還してから、順番にやっていきましょう。

ピアニィ：わかりました。エルザ先生、それでよろしいでしょうか？

エルザ：そ、それは、嬉しい……。アヴェルシア王国が……。

ナヴァール：ということで、落ち着くまでウィルフレッド様についてあげていただきたい。

エルザ：はい！

アル：これでまあ、こっちはめでたしめでたしか。

ＧＭ：ノルウィッチの復興とかいろいろ先が思いやられるけどね（笑）。

ピアニィ：それはイザベラさんに任せておきましょう！　では、そんなところで一回、シーンを変えよう！







◆Ending 03◆その手に平和を




　ベルフト王子を破やぶり、ピアニィ王女はノルドグラムに帰還する。

　それは、王位継承権を懸かけた戦いに勝利した凱がい旋せんとなる。

　ベルフトとピアニィ。ふたりとも、王位を望んで戦ったわけではない。

　だが、戦いの結果はそのような形となり、そして新たな平和が訪おとずれるのだ。




ＧＭ：というわけで、キミたちはノルドグラムに帰還した。ベルフトを破り、勝利を果たしての凱旋となるわけだな。

ピアニィ：凱旋！

ＧＭ：もちろん、ノルドグラムの市民もレイウォールの国民も、ピアニィがベルフトを破ったことで、オーギュスト王の後こう継けい者しやと認みとめざるを得なくなる（笑）。ピアニィがステラの軍と共に街の中に入場する……、そこかしこで歓かん声せいが上がる。ノルドグラムを護った兵たちも、祝しゆく砲ほうを撃うって勝利を祝うな。

ピアニィ：みんな、歓かん迎げいしてくれるの？

ナヴァール：そりゃ、「ピアニィ女王、ばんざーい！」と歓かん呼この声が上がってるでしょう。長年の敵てき対たい国こくであったグラスウェルズ王国とは友好関係にあり、フェリタニア・メルトランド連合王国の女王なうえ、レイウォール国内の王位継承権の争いにも勝利したんですよ？　なにより、父王暗殺容よう疑ぎの疑うたがいも晴れたし、竜輝石も大半持ってるし。

ベネット：こうして振ふり返ってみると、ピアニィすげえ（笑）。

エルザ：まさに、大陸の覇は者しやね。

ピアニィ：いや、そんな……っ。

ＧＭ：そんなわけで、市民は大歓声でピアニィの凱旋を迎えるよ。「ピアニィ女王、ばんざーい！　レイウォール王国、ばんざーい！」と。

ナヴァール：さ、国民に応えましょう。

ピアニィ：じゃ、小さく手を振ふったりなんかして。

ＧＭ：そうすると、ひときわ大きな歓声が上がるな（笑）。




　市民たちは、王女の帰還を盛せい大だいに歓迎した。

　ピアニィは、フェリタニア・メルトランド連合王国の女王にしてレイウォール王位継承権第一位の王女となり、事実上アルディオン大陸の頂ちよう点てんとして君くん臨りんする。

　それはピアニィを中心に、平和がもたらされることに他ならないのだ。
















ピアニィ：な、なんだか大ごとになったような……。

ナヴァール：いやいや、実際大ごとです（笑）。

アル：これでアルディオンに平和がもたらされるんだしな。

ＧＭ：そういうわけで、ピアニィは大歓声を受けて城に帰還した―――

ピアニィ：はい！

ＧＭ：城へと帰り、最初に声を掛けてくれたのはドーントレス卿だ。「ピアニィ陛下、このたびの勝利、おめでとうございます」

ピアニィ：ありがとうございます、ドーントレスさん。お城の留る守す番ばん、ご苦労でした。

ＧＭ：さて、これで、ピアニィがレイウォールの王位継承者第一位となることで、アルディオン大陸から今のところ戦争の火種がなくなり、久ひさ方かたぶりの平和が訪れることになる。

ピアニィ：おお～。

ナヴァール：実際、フェリタニア・メルトランド連合王国とレイウォール王国は同じ君主を戴いだき、グラスウェルズ王国は友好国……問題だったレイウォールの継承問題も決着がついたわけですから。

ピアニィ：なんか遠くまで来た感じ……（笑）。

アル：…………あ。そういえば、ヒューバードは？

ＧＭ：相変わらず行方不明だね。姿すがたを消している以上、心配はない。平和は保たもたれることになるよ。

アル：なるほど。あとの問題はベルフトだけど、こいつは捕つかまったままだしな。

ＧＭ：まあ、城の地下に幽ゆう閉へいという形になるな。

ピアニィ：ちょっとかわいそうだけど、仕方ないのかな。

ナヴァール：まだピアニィ陛下との戦いは諦あきらめてないようですしね。まあ、彼は王位には執しゆう着ちやくしていないようなので、そこは安心といえば、安心なのですが。

ピアニィ：そっかー……ようやく、平和が訪おとずれたんですね……。

アル：そうか、平和か。

ピアニィ：ええ、平和です……。




　―――〝平和〟という二文字。

　言うのは簡かん単たんだが、それを実じつ現げんする難むずかしさはその身をもってよくわかっている。

　誰もが、それぞれに戦う理由と事じ情じようがある。

　決して綺き麗れい事ごとだけでは済すまないけれど、だからこそ平和は尊とうといものだと知っている。

　そのために、オトガルやラドフォード伯、名も知らぬ兵士たちの犠ぎ牲せいがあったのだ。




ピアニィ：あたしは、オトガルさんやラドフォード伯のことを思い返し、あなたたちの犠牲を、決して無む駄だにはしませんから、と誓ちかいます。

ＧＭ：うん。……あとは、次回への引きを演えん出しゆつして終わりにしようと思うんだが、先になにかやることはあるかね？

ピアニィ：次回への引き？　なんだろ？

ＧＭ：うひひ、そこはあとのお楽しみ（笑）。

アル：気になるな……。

ＧＭ：で、希望はある？

アル＆ベネット：はーい（←挙手）。

ＧＭ：おや、ふたりともか？　どういうシーンにする？

アル：ベネットにも話したんだが……俺はこのあと、しばらくバルムンクを追おうと思う。まぁ、ここでは特に演出する必要はないから。

ベネット：あっしは平和が訪れたし、旅人の石も回かい収しゆうしたし、これで大手を振ってエリンディルに帰れるでやんす。

ピアニィ：ああ、お別れなのね……。

ベネット：まあ、あっしの場合は気楽なもんだし、もうしばらくアルディオンをぶらっとしてるかもしれんでやんすが。

アル：犬笛吹ふくと戻ってくるしな、お前。

ベネット：ベネット笛でやんす。……じゃあ、陛下にも同じものを。

ピアニィ：ありがとう、大事に持っておくから（笑）。

ナヴァール：私は、ピアニィ陛下の側でまだ補ほ佐さを続けよう。

ピアニィ：お願いします、ナヴァール。

ナヴァール：ええ、お任せを。で、一方でベネットに言おう。これは、ピアニィ陛下には聞かせられないことだ。

ベネット：ほ、ほう、なんでやんすか？

ナヴァール：エリンディルに帰るというならば引き留とめることは私にもできない。だが、有事のさいには、必ず戻ってくると約束してくれ。

ベネット：ほ、ほう。それはまたなぜ……。

ナヴァール：このアルディオン大陸は、未だ平和ならざるからだ。

ベネット：それは、どういうことでやんすか？

ナヴァール：それは―――。

ベネット：それは？

ナヴァール：……今はまだ語るべきではではない。

ベネット：…………ナヴァール殿…………。

ナヴァール：だって仕方ないだろう？　このシリーズ、まだ続くんだぞ？

ＧＭ：そらまあ続きますけど……（笑）。

ナヴァール：続くと言うことは、もうひと波は乱らんあると言うことだ。だが、それがどんな波乱か言ってしまったら、ネタバレになるじゃないか。というか、私も知らない。

ベネット：さすが社長。読者思いだ（笑）。

ナヴァール：まあ、その波乱で困こまったことがあれば『デスマーチ』に投げよう（笑）。

ＧＭ：うむ！

アル：ひ、ひでえ（笑）。

エルザ：これが噂の無茶振ぶりの連れん鎖さかあ……（笑）。

ＧＭ：うひひ。

ナヴァール：ふふふ。

ＧＭ：……それでは、最後にマスターシーンをひとつだけ演出して、本セッションを終了しよう！　ちょっと早いけど……みなさん、お疲れ様でした！

一同：お疲れ様でした――――――っ！（笑）







◆Ending 04◆波乱




　こうして、アルディオンに平和が訪れた。

　問題のすべて解決したわけではないが当面、争いの火種となるものはない。

　……そう、そのはずだった。




ＧＭ：では、最後に今後の引きとなるシーンを演出しておこう。ピアニィが勝利の凱旋を果たしたその日のことだ。場所は、ノルドグラムの王城の中。

ナヴァール：では、私は諸もろ々もろの仕事をしていよう。なんせ、三つの国の実じつ務むを取り仕切ることになるしな。いろんな指し示じで大変だ。

ピアニィ：それで、アルディオンの様子はどうですか？

ＧＭ：そりゃもう平和そのものだよ。不安要素はみんな取っ払ぱらったからね。

ピアニィ：よかった～。

ベネット：しかし、そうはならないというのがいつものパターン！

ピアニィ：ええっ!?　これ以上なにが！

ＧＭ：「大変です、姫ひめ様さま！」と、ピアニィの元にドーントレスさんが駆かけ込こんでくる。顔色は悪いなんてもんじゃなく、蒼そう白はくになっている

ピアニィ：どうしたのですか、ドーントレスさん？

ＧＭ：「……国王陛下のご容よう態だいが悪化しております！」

ピアニィ：ええええ～っ!?　急いでお父様の元に向かいます！　ステラ姉様にも報せて！

ＧＭ：では、ピアニィが急いで王の寝しん室しつに駆かけつけると……意識を失ったままのオーギュスト王は、息も絶たえ絶だえの状じよう況きように陥っている。

ピアニィ：お、お父様!?

ＧＭ：すると、駆けつけたピアニィに気づいたのか、王は無言でピアニィに手を差し出す。

ピアニィ：その手を握にぎります！

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：……お父様？

ＧＭ：「ピアニィ……？」オーギュスト王は、弱々しくピアニィの名を呼よぶ。

ピアニィ：はい、ピアニィはここにいます。

ＧＭ：すると、オーギュスト王は安心したような表ひよう情じようを浮かべ……その差し出した手から、ふっと力が抜ぬける。

ピアニィ：えぇ―――っ!?


ＧＭ：従医が駆け寄り、首を横に振ふる。「―――オーギュスト王、ご崩ほう御ぎよです……」

ピアニィ：そ、そんな……!?




　レイウォール国王オーギュストはその日、息を引き取った。

　ピアニィは、その遺ゆい言ごんどおりレイウォール国王の王位を継承することになる。

　国王崩御という報しらせは、平和の訪れに暗い影を落とした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして、さらに舞ぶ台たいは移うつる。このマスターシーンが、本シナリオのラストシーンとなる。それは―――……。




　それは、どことも知れぬ暗闇の中―――。

　そこにいくつかの人影があった。

　中央にひとり、それを取り囲むように七人……みな、一様に金の刺し[image: ]しゆうの縫ぬい込まれた黒いローブとフードで全身を覆おおい尽つくしている。

「―――そうか、オーギュスト王が死んだか」

　中央の男が、報告を受けて感かん慨がい深げにそう言った。

「はい。そしてレイウォールの王位にはステラ・ヴェレンガリア、メルトランドの王位にはスリス・ロイドス、フェリタニア……いえ、アヴェルシアの王位にはウィルフレッドを冠する動きがあるとのこと」

　その言葉に、中央の男はおのが疑問を口にした。

「ほう……？　では、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは―――」

「その三国を束ねる王となりましょう。さらにはその国家連合……合衆国フェリタニアには、グラスウェルズも合流する可能性が示し唆さされております」

「……面白い。ピアニィ、たいしたものだ。アルディオン史上、これまで誰もなしえなかった全世界の統一を―――こんなわずかな時間で成し遂げるとはな」

　男は、愉ゆ快かいそうに笑った。

「戦乱の大地に訪れた恒こう久きゆうの平和、か。

　しかしすぐに理解するさ、ピアニィ。

　それがいかに儚はかなくて脆もろい、泡うた沫かたの夢であるかということを」

　

　その呟つぶやきと共に、七つの人影の中央でヒューバードは号令を発した。




「それでは諸君、これより始めるとしよう……―――世界の救済を」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一一月一八日―――。

　世界がひとつの意志に統一されてより数日後、

　アルディオン大陸にさらなる変革をもたらす[image: ]ほむらが……




　ここに妖しく光を上げた。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第一〇話「巨きよ星せい、立つ」

―完―













超ちようあとがき＋解かい説せつ






「どうだ、これでわかっただろう。

　宇う宙ちゆうの絶ぜつ対たい者しやは私わたしだ。

　私が宇宙の法であり、秩ちつ序じよなのだ。

　この宇宙に生きとし生ける者は、その血の一いつ滴てきまで私のものだ……！」




　……これは『宇宙戦せん艦かんヤマト』に登場する敵かたき役やく・ズォーダー大たい帝ていの名言である。

　本書の執しつ筆ぴつ中、このセリフが脳のう裏りに浮うかんだのはなぜだろう。

　どーでもいいが、このセリフの「宇宙」という文字を「アルディオン」に変えると実に趣おもむき深ぶかい内ない容ようになる。

　…………。




　ところでピアニィ陛へい下か、此この度たびの大陸統とう一いつおめでとうございます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、『無印』第六巻かん『運命のダイナスト』……いかがであったろうか！

　同時発売である『ブレイク』第四巻『グレートレベリオン』と同時に読んでいただければ、きくたけ大だい感かん激げきである。

　前ぜん巻かんのあとがきで『ブレイク』との同時発売について、「無茶だ！」「やめろ無理だ！」「逃にげて―――っ！」などと冗じよう談だん交じりに書いたが……うむ、冗談になっていなかった。

　どう冗談になってないかと言うと、同時刊かん行こうなのは『ブレイク』だけでなく社内のラインを見み渡わたせばほぼ同じ発売日に六冊さつ刊かん行こう……っ！　そのうち四冊は自分に関係するものでさらにそのうち二冊は自分が著ちよ者しやだからだ……っ！（あ、エンターブレイン刊『シェローティアの空くう砦さい』第三巻もよろしくお願いします）　一～二月刊行分も含ふくめて壁かべに貼はり出だされた本のスケジュールに目をやり――「うふふ」と、思わず笑みが漏もれてくる。

　新記録……っ、圧あつ倒とう的てき新記録……っ!!　だが、問題はないっ！

　私の尊そん敬けいする炎尾燃ほのお・もゆる先生もこうおっしゃっておられる。




「時間が人を左右するのではない……人が時間を左右するのだ!!」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さてさて、ここで恒こう例れいとなったシナリオ解かい説せつとネタばらしに入ろう。

　本文未読の人は、全力で引き返していただきたい。




　まえがきでも少し触ふれたが、今回の話は『無印』第五巻と『ブレイク』第四巻の内容を受けてのものだ。

　このふたつは、ある意味でひとつのテーマに沿そった内容となっている。

　そう、「いかにベルフトと遭そう遇ぐうせずにミッションをクリアするか」――だ。

　ゆえに今回はそのテーマを逆ぎやくに向かってみた。

　すなわち……「大陸最強であるベルフトとのガチバトル」…だ。

　そもそも前巻『激げき闘とうのピースメイカー』でベルフトとの対決する可か能のう性せいは示し唆さされていた。使われることはなかったが、そこもシナリオとして用意していた事実はそのあとがきでも書いたとおりだ。

　未使用になったシナリオでは、ベルフトと戦うために彼かれに肩かたを並ならべる実力の持ち主・リシャールを利用するというものだった。

　ゆえにベルフトをラスボスと決めたところで今回は、楽できるはずだった。

　なぜなら第五巻で使われなかった部分を元にシナリオを構こう成せいすればいいからだ。

　しかし、『ブレイク』第四巻の内容を受けたり、「待てよ？　前巻のあとがきで書いちゃったネタをそのまま使うのはいかがなものか」と葛かつ藤とうしたりした結果、すべてはボツになった。

　加えて、どうせやるなら、ＦＳ判はん定ていでベルフト弱体化するとか、ＰＣたちをパワーアップするとかそういうギミックあえて使わず真っ向から対決する……その方がピンチ感がでないか？　そう考え、組み立ててみたのが今回のシナリオである。




　――さて、今回のシナリオについてはいくつも書きたいことはあるのだが……その中でも絶ぜつ対たいに触ふれておかねばならない部分がある。

　それは、「ＮＰＣの死について」だ。

　本セッションで、『アリアンロッド・サガ』シリーズの中で重要な役やく割わりを果たしてきたＮＰＣが二名、死し亡ぼうした。オトガルと、〝ノーブルファーマー〟ことラドフォード伯はく爵しやくだ。

　なぜこれを行なったかと言われれば、理由はいくつもある。

　ベルフトの強さを表ひよう現げんするため、彼を倒たおさなくてはいけないという理由付けの強化をするため、ＰＣのモチベーションを上げるためなど、いろいろだ。

　それを最さい大だい限げんに生かすべく、重要ＮＰＣの死がイベントとしてほしかったのだ。

　だが、ここはシナリオの作成段だん階かいで多いに悩なやむこととなった。

　そのイベントの目的として、ＰＣがこれを助けることが絶対にできないからだ。

　ＰＣが関かん与よできない部分でのＮＰＣの死――これは得てしてプレイヤーの不満を引き出すこととなる。

　では、殺さずに済すますのか？　いや、そんなことをすれば……「ふっ、生命だけは助けてやろう」「ふっ、お前も生命は助けておいてやろう」――と、実は何気に優やさしいベルフトさんになってしまう。それでは目的が果たせない。

　そしてさんざんあーだこーだと考えたあげく、次の形にまとめてみたのだ。




①ＮＰＣはＰＣの関与できないところで死亡する。

②その死亡にはゲームデータ的な意味を持たせる。

③ＰＣは関与できないが、プレイヤーは関与できる。




　まず①を目標として――②は、ＮＰＣが死亡するさいにベルフト（もしくはその戦力）にダメージを与あたえる、という部分だ。

　ここは、ベルフトのＨＰを減へらしたり、大だい規き模ぼ戦せん闘とうにおける戦力を減らしたりはするものの、能のう力りよくを封ふうじるなど彼の戦せん闘とう力りよくを弱体化するギミックは入れていない。ＰＣたちに弱体化する仕し掛かけをクリアさせておいて戦うのでは、最強存そん在ざいとバトルするというドキドキ感が弱まってしまうからだ。わざわざクライマックスで「ＦＳ判定はなし！」と宣せん言げんしてピンチ感をあおっているのに途と中ちゆうで弱体化させては本ほん末まつ転てん倒とうにもなってしまう。

　そして、③――ベルフトのＨＰ／戦力を減へらすダイスロールはプレイヤーに行なってもらうようにしたのは、「ＮＰＣの死」にタッチできない感覚を減らすためだ。ゆえに、フェイによりダイス数増ぞう加かは却きやつ下かしたものの、振ふり直しまではできることとした。その方が、プレイヤーが自分の意い志しで〝なにかした感〟が増ますと考えたからである。

「キャラクターの死」の扱あつかい方かたは、本当に難むずかしい。

　次にこういう機会があった時はさらに考え方を進めたギミックを考え、採さい用ようしたいと思う。




　え、バルムンク一二人衆しゆう？　悠ゆう然ぜんと立ち上がるノルウィッチ城じようについて？　……あ、そう、うん、彼らもベルフトの強さを表現するためにですね……えー、ごめん、ウソをつきました。

　いや、ウソではないけど……あっちは多分に〝ネタ〟です、はい。




　さて、今回の物語において事実上、ピアニィがアルディオンの覇は者しやとなった。

「……あれ？　この先、どーすんの？　もうすることあまりないんじゃ？　『アクロス』は終わったし、『ブレイク』も佳か境きようだし……もしかして『無印』も終わり？」

　いいや、まだ終わったりはしない……むしろ、まだ物語の半ばと言ってもいい。

　じゃあ、この先の「サガ」にはどういう展てん開かいが待っているのか……そんなことが気になるキミに、用意したものがある。まずはページをめくってほしい……！





























































　……さあ、アルディオンを冒ぼう険けんの舞ぶ台たいとするキミたちに向けて宣言する。

　次なるリプレイシリーズの敵てきは、このアルディオンの覇者たるピアニィ・ルティナベール・フェリタニアである……っ！　気になる著者は藤井忍ふじい・しのぶ、イラストレーターはヤトアキラ……この二〇一一年三月三〇日に『アルシャードガイアリプレイ　美少女★女め神がみと黄金の林りん檎ご』（エンターブレイン刊）をリリースする（した）コンビだ。

　なお、「打だ倒とうピアニィ」の物語は新リプレイで展開するというだけの話ではなく、アルディオン新時代の新たな遊び方としてサプリメント等でも提てい供きようしていく予定となっている。

　ピアニィとフェリタニア……それはおそらく、これまでの各国家やバルムンク以上に強大な敵となるだろう。がんばって打倒してほしい。

　……あ、もちろん並行で『無印』シリーズは続くし、来月（二〇一一年四月）には『デスマーチ』最さい新しん刊かんもリリースされる。つまり、この先もピアニィらに協力する立場での遊び方は健けん在ざいだし、キミたちのテーブルで遊ばれてきたセッションをそのまま続けることも可か能のうだ。




　来たるべきアルディオン新時代――

　さまざまな形で、この『アリアンロッド・サガ』を遊び倒していただきたい！





二〇一一年二月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし
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運命のダイナスト
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